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Remembrance of the Victims 
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公共に対する犯罪犠牲

者追悼のための記念博

物館国際委員会 
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14～18日 

ICAM 

と共催 

シンシナティ 

（アメリカ） 
Memory Building: Engaging Society 
in Self-Reflective Museums 

20 ICMS International Committee for 
Museum Security  

博物館セキュリティ国際

委員会 

8月 

20～25日 
ケンブリッジ 

（アメリカ） 
Sensitivity to Cultures in Museum 
Security 

21 ICOFOM International Committee for 
Museology  博物館学国際委員会 

9月 

25～28日 
ハバナ 

（キューバ） 
The politics and poetics of museology 

22 ICOM-CC International Committee for 
Conservation  保存国際委員会 

9月 

4～8日 

コペンハー

ゲン 

（デンマー

ク） 

Linking Past and Future 

23 ICOMAM 
International Committee for 
Museums of Arms and 
Military History  

武器・軍事史博物館国

際委員会 

9月 

11～13日 
コブレンツ 

（ドイツ） 
Technical Innovations - Innovative 
Techniques 

24 ICOMON 
International Committee for 
Money and Banking 
Museums  

貨幣博物館国際委員会 
9月 

3～6日 

ジャカルタ 

（インドネシ

ア） 

Money and Banking Museums: 
From Display to Engagement 

25 ICR International Committee for 
Regional Museums  地方博物館国際委員会 

8月28日 
～ 

9月1日 

ヘルシンキ 

（フィンラン

ド） 

TOGETHER! Regional Museums 
Engaging with the "New Reality" 

26 ICTOP International Committee for 
the Training of Personnel  人材育成国際委員会 

10月 

11～13日 
ウィントフック 

（ナミビア） 
Curators and Communities: 
Training for Collaboration 

27 INTERCOM International Committee for 
Museum Management  

マネージメント国際委

員会 

2018年 

2月 

23～25日 

コルカタ 

（インド） 
Entrepreneurial Management 

28 MPR 
International Committee for 
Marketing and Public 
Relations  

マーケティング・交流国

際委員会 

10月 

1～5日 

アムステル

ダム 

（オランダ） 

Museums and the City: Marketing 
and Beyond 

29 NATHIST 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Natural History  

自然史の博物館・コレク

ション国際委員会 

10月 

25～30日 

ピッツバー

グ 

（アメリカ） 

The Anthropocene: Natural History 
Museums in the Age of Humanity 

30 UMAC 
International Committee for 
University Museums and 
Collections 

大学博物館・コレクショ

ン国際委員会 

9月 

5～8日 

ヘルシンキ

（フィンラン

ド） 

Global Issues in University 
Museums and Collections: Objects, 
Ideologies, People 
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1 AVICOM 
International Committee for 
Audiovisual and New 
Technologies and Social 
Media 

オーディオビジュアル

及びソーシャルメディ

ア新技術国際委員会

（案） 

6月 

13～15日 

ウヘルスキ

ー・ブロド

（チェコ） 

The Museum Audiovision 
International Festival ー
MUSAIONfilm 2017 and F@IMP 
2.0. 

2 CAMOC 
International Committee for 
the Collections and Activities 
of Museums of Cities  

都市博物館のコレクショ

ン・活動国際委員会 

10月 

30～31日 

メキシコシテ

ィ 

（メキシコ） 

Museums of Cities and Contested 
Urban Histories 

3 CECA 
International Committee for 
Education and Cultural 
Action  

教育・文化活動国際委

員会 

10月 

14～18日 

DEMHIST

と共催 

ロンドン 

（イギリス） 
Relevance and the Role of Museums 
and Historic Houses 

4 CIDOC International Committee for 
Documentation  

ドキュメンテーション国

際委員会 
9月 

25～30日 
トビリシ 

（ジョージア）  
Documentation: Past, Present, 
Future... 

5 CIMCIM 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Musical Instruments  

楽器の博物館・コレクシ

ョン国際委員会 

2月 

22～25日 

バーゼル/

ベルン 

（スイス） 

Presentation, Preservation and 
Interpretation ーThe Challenges of 
Musical Instrument Collections in 
the 21st Centuryー 

6 CIMUSET 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Science and Technology  

科学技術の博物館・コ

レクション国際委員会 

12月 

5～8日 
ラバト 

（モロッコ） 
Technical heritage & Cultural 
Identity 

7 CIPEG International Committee for 
Egyptology  エジプト学国際委員会 

9月 

5～9日 
シカゴ 

（アメリカ） 

The Role of Curators in Museum 
Research and Exhibits: Tradition, 
Change, and Looking to the Future 

8 COMCOL International Committee for 
Collecting  

コレクティング国際委員

会 

12月 

5～9日 

ウメオ 

（スウェーデ

ン） 

Guardians of Contemporary 
Collecting & Collections ーWorking 
with (contested) Collections and 
Narratives 

9 COSTUME 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Costume  

衣装の博物館・コレクシ

ョン国際委員会 

6月 

26～29日 
ロンドン 

（イギリス） 
The Narrative Power of Clothes 

10 DEMHIST International Committee for 
Historic House Museums  

歴史的建築物の博物館

国際委員会 

10月 

14～18日 

CECA 

と共催 

ロンドン 

（イギリス） 

Relevance 2017: Are we doing 
enough? Keeping heritage relevant 
in the 21st Century 

11 GLASS 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Glass  

ガラスの博物館・コレク

ション国際委員会 

10月 

16～20日 

サール＝ポ

トリ 

（フランス） 

New museums: documenting and 
reviving glass-making traditions 

12 ICAMT 
International Committee for 
Architecture and Museum 
Techniques  

建築・博物館技術国際

委員会 

9月 

14～16日 

フランダース

地域（ベルギ

ー） 

  

10月 

14～18日 

ICMEMO 

と共催 

シンシナティ 

（アメリカ） 
Memory Building: Engaging Society 
in Self-Reflective Museums 

13 ICDAD 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Decorative Arts and Design  

装飾美術・デザインの

博物館・コレクション国

際委員会 

11月29日
～ 

12月1日 

マイアミ 

（アメリカ） 
Art Deco in Decorative Arts and 
Design 

14 ICEE International Committee for 
Exhibition Exchange  展示・交流国際委員会 

10月 

16～22日 

（台風の為

中止） 

サンフアン 

（プエルトリ

コ） 

Exhibitions Without Borders 

15 ICFA 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Fine Arts  

美術の博物館・コレクシ

ョン国際委員会 

9月 

17～19日 

コペンハー

ゲン 

（デンマー

ク） 

Changing rooms?! Permanent 
displays and their storage 

16 ICLM International Committee for 
Literary Museums  

文学の博物館国際委員

会 

9月 

15～20日 
クレタ 

（ギリシャ） 
Exhibitions: New Insights 

17 ICMAH 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Archaeology and History  

考古学・歴史の博物館・

コレクション国際委員会 

10月 

4～6日 

バクー 

（アゼルバイ

ジャン） 

Museums, Collections and 
Industrial Heritage 

18 ICME 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Ethnography  

民族学の博物館・コレク

ション国際委員会 

10月 

17～19日 

ワシントン

D.C. 
（アメリカ） 

Migration, Home, and Belonging 

2
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Architecture and Museum 
Techniques  

建築・博物館技術国際

委員会 

9月 

14～16日 

フランダース

地域（ベルギ

ー） 

  

10月 

14～18日 

ICMEMO 

と共催 

シンシナティ 

（アメリカ） 
Memory Building: Engaging Society 
in Self-Reflective Museums 

13 ICDAD 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Decorative Arts and Design  

装飾美術・デザインの

博物館・コレクション国

際委員会 

11月29日
～ 

12月1日 

マイアミ 

（アメリカ） 
Art Deco in Decorative Arts and 
Design 

14 ICEE International Committee for 
Exhibition Exchange  展示・交流国際委員会 

10月 

16～22日 

（台風の為

中止） 

サンフアン 

（プエルトリ

コ） 

Exhibitions Without Borders 

15 ICFA 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Fine Arts  

美術の博物館・コレクシ

ョン国際委員会 

9月 

17～19日 

コペンハー

ゲン 

（デンマー

ク） 

Changing rooms?! Permanent 
displays and their storage 

16 ICLM International Committee for 
Literary Museums  

文学の博物館国際委員

会 

9月 

15～20日 
クレタ 

（ギリシャ） 
Exhibitions: New Insights 

17 ICMAH 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Archaeology and History  

考古学・歴史の博物館・

コレクション国際委員会 

10月 

4～6日 

バクー 

（アゼルバイ

ジャン） 

Museums, Collections and 
Industrial Heritage 

18 ICME 
International Committee for 
Museums and Collections of 
Ethnography  

民族学の博物館・コレク

ション国際委員会 

10月 

17～19日 

ワシントン

D.C. 
（アメリカ） 

Migration, Home, and Belonging 
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ーション、教育、展示、伝統楽器、訓練、楽器コレクションの国際的目録などのワーキンググループに参加し、そ

の結果の報告書等に貢献しています。会員は各種の研究や文献目録に掲載されているCIMCIMニュースレタ

ーを受取ることができます。 
 
CIMUSET 
International Committee for Museums and Collections of Science and Technology 
科学技術の博物館・コレクション国際委員会 
CIMUSET は、科学技術分野の博物館専門職で構成されています。歴史的資料を収集する伝統的な科学技

術博物館と、主として子供と若者に科学技術を普及し、その知識の増進に努める科学センターの双方のための

ものです。CIMSETは年次会議を開いています。 
 
CIPEG 
International Committee for Egyptology 
エジプト学国際委員会 
CIPEG の使命はエジプトコレクション、遺跡等の保存関係者間の協力を促進することです。更に、ICOM の事

業の枠内で、エジプト学会国際協会（IAE）と緊密に協力して、エジプト美術、考古学の、特にちいさなコレクショ
ンの保存を支援しています。CIPEG は博物館コレクションにおけるエジプト資料の国際的カタログプロジェクト

「Corpus Antiquitantum Aegyptiacarum（CAA）」及びエジプト学のジソーラス（専門辞典）の多国語訳も
進めています。又、CIPEG の会員はエジプトにおける博物館的計画も支援しています。これは子供及び、大人

のための教育事業の促進や発展も含みます。また、CIPEG は博物館、大学、研究所間の協力にも努めていま

す。会員は年１回のニュースレターを受領し、年次会議への参加ができます。 
 
COMCOL 
International Committee for Collecting 
コレクティング国際委員会 
COMCOLは、コレクションの収集とコレクション(有形・無形の双方)の発展に係わる実践、理論及び倫理につい
て、議論を深め、知識を分かち合うことを深めることを使命としています。COMCOL は、広い意味でのコレクショ
ン収集に関連した考え方と経験について、専門的な見地から交換するプラットフォームです。この委員会は、コ

レクション収集と除外の方策、現在のコレクション収集、文化財の返還、模範となる実践を担当します。

COMCOL の目的は、国境を越えた協力と協調を促進し、博物館における革新を涵養し、コレクション発展の職
務において、博物館専門職を励まし助けることにあります。COMCOL は、年次総会とワーキンググループを組

織し、そのメンバーに対するニュースレターを発行します。 
 
COSTUME 
International Committee for Museums and Collections of Costume 
衣装の博物館・コレクション国際委員会 
COSTUME は衣装の全分野に於ける研究、解説、保存等の博物館専門職のフォーラムを実施しています。委

員会への参加は、研究プロジェクト、展示、保存、保管技術等の専門知識を共有したい方へ開かれています。

情報の普及は、専門小委員会の装置、パンフレット、ニュースレター、研究論文出版により行われます。年次会

議会報がくばられ、時宜に適したテーマに関連した討論がされています。 
 
DEMHIST 
International Committee for Historic House Museums 
歴史的建築物の博物館国際委員会 
DEMHIST は、伝統建築物（house museum）の運営、保存等の基準について論議し、提案するフォーラムで
す。伝統建築物（house museum）とは、家具、装飾、収蔵品なども含めて創設当時の生活の状況を歴史的意
味を持たせて、保存されている建造物です。本委員会の主な目的は多種多様の伝統建築物（house 

museum）を方法論により分類する事です。伝統建築物で展示される美術的豊かさを考慮して、本委員会は会

２．ICOM国際委員会の紹介 

 
AVICOM 
International Committee for Audiovisual and New Technologies and Social Media 
オーディオビジュアル及びソーシャルメディア新技術国際委員会（案） 
AVICOM は、二つのワーキンググループで構成されています。AVICOM 写真ワーキンググループは、全ての

視聴覚メディアの基礎である静的写真を専門にしています。ワーキンググループは現在、世界の博物館、文化

施設における芸術、記録写真のコレクションについてのテーマ別の目録情報を編集しています。AVICOM マル

チメディアワーキンググループは、映画・ビデオ・マルチメディア・インターネットなどの動画を専門としています。

夜間ワークショップを開き、学生、一般に最新技術の紹介をしています。また、このワーキンググループは、博物

館・文化遺産施設に関する国際オーディオビジュアルフェスティバルを開催し、博物館・文化遺産施設で開発さ

れたマルチメディア作品を促進・普及させると共に、優秀作品に賞を授与しています。そしてフェスティバルで展

示されたマルチメディア作品、博物館のインターネットサイト・映画などのカタログを発行しています。 
 
CAMOC 
International Committee for the Collections and Activities of Museums of Cities 
都市博物館のコレクション・活動国際委員会 
CAMOC は、都市に関する博物館に勤務し、または関心を持っているメンバーのためのフォーラムです。構成

員はその知識や経験を共有し、意見を交換し、国際間のパートナーシップを広げています。そして、博物館同

士の話し合いと協力を勧め、都市の過去・現在・未来をつなぐ独自の資料を収集、保管、展示することを支援し

奨励し、それにより、都市の独自性を強化し、その発展に貢献しています。活動は、年１回各国で開催される定

例会、ワーキンググループ、会議の会報とニュースレターの出版などです。 
 
CECA 
International Committee for Education and Cultural Action 
教育・文化活動国際委員会 
CECA の会員は、博物館の教育担当者、教育に関心を持つ他の博物館専門職で構成されています。構成員

は全ての館種から来ており、博物館教育のあらゆる分野に係わっています。即ち、研究、管理、展示解説、展示、

事業、メディア、評価。この委員会の目的は国際レベルでの博物館教育に関する情報とアイディアの交流、

ICOM の政策、決定、事業に博物館教育が包含されるようにする事、世界における博物館の教育目的の擁護、

博物館教育の専門的基準を高める事等です。CECA は年次会議を開き、その経過は印刷物で発表されていま
す。又、ニュースと ICOM Education を年１回発行しています。博物館教育に関する国際的なハンドブックも準
備中です。 
 
CIDOC 
International Committee for Documentation 
ドキュメンテーション国際委員会 
CIDOC は、博物館コレクションのドキュメンテーション専門の機関です。本委員会は、ドキュメンテーション、登

録、コレクション管理、コンピュータ化に関心のあるキュレーター、図書館員、情報専門家に共同作業の機会を

与えます。会員はニュースレターを受領し、年次会議やデータの標準化（文化遺産の一般、固有の両面向け

の）、マルチメディア、インターネット等に関する多くの活動的なワーキンググループに参加できます。 
 
CIMCIM 
International Committee for Museums and Collections of Musical Instruments 
楽器の博物館・コレクション国際委員会 
CIMCIM はすべての国における全ての種類の楽器コレクションと博物館に関する専門的活動を促進、組織化

することを目的としています。会員は定期会議やその他の会議に参加し、コミュニケーション、保存、ドキュメンテ
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ーション、教育、展示、伝統楽器、訓練、楽器コレクションの国際的目録などのワーキンググループに参加し、そ

の結果の報告書等に貢献しています。会員は各種の研究や文献目録に掲載されているCIMCIMニュースレタ

ーを受取ることができます。 
 
CIMUSET 
International Committee for Museums and Collections of Science and Technology 
科学技術の博物館・コレクション国際委員会 
CIMUSET は、科学技術分野の博物館専門職で構成されています。歴史的資料を収集する伝統的な科学技

術博物館と、主として子供と若者に科学技術を普及し、その知識の増進に努める科学センターの双方のための

ものです。CIMSETは年次会議を開いています。 
 
CIPEG 
International Committee for Egyptology 
エジプト学国際委員会 
CIPEG の使命はエジプトコレクション、遺跡等の保存関係者間の協力を促進することです。更に、ICOM の事

業の枠内で、エジプト学会国際協会（IAE）と緊密に協力して、エジプト美術、考古学の、特にちいさなコレクショ
ンの保存を支援しています。CIPEG は博物館コレクションにおけるエジプト資料の国際的カタログプロジェクト

「Corpus Antiquitantum Aegyptiacarum（CAA）」及びエジプト学のジソーラス（専門辞典）の多国語訳も
進めています。又、CIPEG の会員はエジプトにおける博物館的計画も支援しています。これは子供及び、大人

のための教育事業の促進や発展も含みます。また、CIPEG は博物館、大学、研究所間の協力にも努めていま

す。会員は年１回のニュースレターを受領し、年次会議への参加ができます。 
 
COMCOL 
International Committee for Collecting 
コレクティング国際委員会 
COMCOLは、コレクションの収集とコレクション(有形・無形の双方)の発展に係わる実践、理論及び倫理につい
て、議論を深め、知識を分かち合うことを深めることを使命としています。COMCOL は、広い意味でのコレクショ
ン収集に関連した考え方と経験について、専門的な見地から交換するプラットフォームです。この委員会は、コ

レクション収集と除外の方策、現在のコレクション収集、文化財の返還、模範となる実践を担当します。

COMCOL の目的は、国境を越えた協力と協調を促進し、博物館における革新を涵養し、コレクション発展の職
務において、博物館専門職を励まし助けることにあります。COMCOL は、年次総会とワーキンググループを組

織し、そのメンバーに対するニュースレターを発行します。 
 
COSTUME 
International Committee for Museums and Collections of Costume 
衣装の博物館・コレクション国際委員会 
COSTUME は衣装の全分野に於ける研究、解説、保存等の博物館専門職のフォーラムを実施しています。委

員会への参加は、研究プロジェクト、展示、保存、保管技術等の専門知識を共有したい方へ開かれています。

情報の普及は、専門小委員会の装置、パンフレット、ニュースレター、研究論文出版により行われます。年次会

議会報がくばられ、時宜に適したテーマに関連した討論がされています。 
 
DEMHIST 
International Committee for Historic House Museums 
歴史的建築物の博物館国際委員会 
DEMHIST は、伝統建築物（house museum）の運営、保存等の基準について論議し、提案するフォーラムで
す。伝統建築物（house museum）とは、家具、装飾、収蔵品なども含めて創設当時の生活の状況を歴史的意
味を持たせて、保存されている建造物です。本委員会の主な目的は多種多様の伝統建築物（house 

museum）を方法論により分類する事です。伝統建築物で展示される美術的豊かさを考慮して、本委員会は会

２．ICOM国際委員会の紹介 

 
AVICOM 
International Committee for Audiovisual and New Technologies and Social Media 
オーディオビジュアル及びソーシャルメディア新技術国際委員会（案） 
AVICOM は、二つのワーキンググループで構成されています。AVICOM 写真ワーキンググループは、全ての

視聴覚メディアの基礎である静的写真を専門にしています。ワーキンググループは現在、世界の博物館、文化

施設における芸術、記録写真のコレクションについてのテーマ別の目録情報を編集しています。AVICOM マル

チメディアワーキンググループは、映画・ビデオ・マルチメディア・インターネットなどの動画を専門としています。

夜間ワークショップを開き、学生、一般に最新技術の紹介をしています。また、このワーキンググループは、博物

館・文化遺産施設に関する国際オーディオビジュアルフェスティバルを開催し、博物館・文化遺産施設で開発さ

れたマルチメディア作品を促進・普及させると共に、優秀作品に賞を授与しています。そしてフェスティバルで展

示されたマルチメディア作品、博物館のインターネットサイト・映画などのカタログを発行しています。 
 
CAMOC 
International Committee for the Collections and Activities of Museums of Cities 
都市博物館のコレクション・活動国際委員会 
CAMOC は、都市に関する博物館に勤務し、または関心を持っているメンバーのためのフォーラムです。構成

員はその知識や経験を共有し、意見を交換し、国際間のパートナーシップを広げています。そして、博物館同

士の話し合いと協力を勧め、都市の過去・現在・未来をつなぐ独自の資料を収集、保管、展示することを支援し

奨励し、それにより、都市の独自性を強化し、その発展に貢献しています。活動は、年１回各国で開催される定

例会、ワーキンググループ、会議の会報とニュースレターの出版などです。 
 
CECA 
International Committee for Education and Cultural Action 
教育・文化活動国際委員会 
CECA の会員は、博物館の教育担当者、教育に関心を持つ他の博物館専門職で構成されています。構成員

は全ての館種から来ており、博物館教育のあらゆる分野に係わっています。即ち、研究、管理、展示解説、展示、

事業、メディア、評価。この委員会の目的は国際レベルでの博物館教育に関する情報とアイディアの交流、

ICOM の政策、決定、事業に博物館教育が包含されるようにする事、世界における博物館の教育目的の擁護、

博物館教育の専門的基準を高める事等です。CECA は年次会議を開き、その経過は印刷物で発表されていま
す。又、ニュースと ICOM Education を年１回発行しています。博物館教育に関する国際的なハンドブックも準
備中です。 
 
CIDOC 
International Committee for Documentation 
ドキュメンテーション国際委員会 
CIDOC は、博物館コレクションのドキュメンテーション専門の機関です。本委員会は、ドキュメンテーション、登

録、コレクション管理、コンピュータ化に関心のあるキュレーター、図書館員、情報専門家に共同作業の機会を

与えます。会員はニュースレターを受領し、年次会議やデータの標準化（文化遺産の一般、固有の両面向け

の）、マルチメディア、インターネット等に関する多くの活動的なワーキンググループに参加できます。 
 
CIMCIM 
International Committee for Museums and Collections of Musical Instruments 
楽器の博物館・コレクション国際委員会 
CIMCIM はすべての国における全ての種類の楽器コレクションと博物館に関する専門的活動を促進、組織化

することを目的としています。会員は定期会議やその他の会議に参加し、コミュニケーション、保存、ドキュメンテ
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ュースレターの受領、年次会議そしてワーキンググループ活動に参加できます。 
 
ICMAH 
International Committee for Museums and Collections of Archaeology and History 
考古学・歴史の博物館・コレクションの国際委員会 
ICMAH は、考古学と歴史の博物館を専門としています。文化遺産を解説・紹介・保管する機構として、こうした

博物館では人間と人間が暮らす社会や環境との複雑な関係を解説しています。ICMAH では歴史の解釈に関

心を持っており、学際的な枠組みの中でさまざまな研究方法を開発する活動を行っています。また、この委員会

では考古学を歴史研究に欠かせない側面としてとらえています。ICMAH は、考古学と歴史の博物館に相互コ

ミュニケーションの機会を与え、アドバイスや情報を提供しています。ICMAH ではニュースレター「ICMAH 
Information」や会議の議事録を発行しています。さらに、数多くのワーキンググループを編成し、年次会議を
開催しています。 
 
ICME 
International Committee for Museums and Collections of Ethnography 
民族学の博物館・コレクション国際委員会 
ICME は、地方・各国・国際の文化に由来する民俗学に関する博物館とコレクションを専門とします。本委員会

は、世界的変動の中での民族学博物館とコレクションが持つ問題について関心を持ちます。ICME は、会員に

委員会の活動をニュースレターで伝えます。年次会議は特定の議題を取り上げ、ワーキンググループは現在の

関心事項をトピックとして設けられます。 
 
ICMEMO 
International Committee of Memorial Museums in Remembrance of the Victims of Public Crimes 
公共に対する犯罪犠牲者追悼のための記念博物館国際委員会 
ICMEMOは 2001年７月に設立されました。この新しい委員会は、歴史に関する信頼にたる記憶を培い、記録
し、UNESCO の主たる目的でもある「平和」のために、教育と知識の活用を通じて文化的な強調を推進すること

を目指しています。これら記念博物館の目的は、国家の、社会的に定められ、イデオロギー的に動機付けられ

た犯罪を記録することにあります。施設は多くの場合、犯罪がなされた歴史的場所や生存犯罪被害者が追悼の

ために選んだ場所に位置しています。これらの博物館は歴史的な見通しを保持しつつ、現在へと強く結びつけ

るような方法で、歴史的出来事についての情報を伝達しようと努めています。 
 
ICMS 
International Committee for Museum Security 
博物館セキュリティ国際委員会 
ICMSには保安・防火・防災の分野の専門職やスペシャリストが参加しています。ICMSの目的は、教育・研修・
援助を提供して、盗難・野蛮行為・火事・破壊から人間や文化財産を保護することです。ICMS が設置している

ワーキンググループには、物理的セキュリティ、技術的セキュリティ、防火セキュリティ、防災体制、研修、出版物、

規則などに関するものがあります。委員会のメンバーはセキュリティに関する出版物やニュースレターを受け取り

ます。メンバーは年次会議に出席することができ、この会議では博物館セキュリティの世界的な状況や最近の盗

難などについて討論・分析が行われます。この会議は年ごとに異なる国で開催されています。さらに ICMS は、
米国博物館セキュリティ会議と協力して、ワシントンDCで展示会を開いています。この委員会は、ICOM とその

会員にとって、セキュリティ・防火・防災の問題に関する最も大切なアドバイザーの役割を果たしています。 
 
ICOFOM 
International Committee for Museology 
博物館学国際委員会 
ICOFOM は博物館学に関する討議のための国際的なフォーラムです。最も広い意味では、博物館学とは、文

化・自然遺産の保護・解説・コミュニケーションに関する人間の個別または集合的なあらゆる行動に対する理論

議を組織し、地域保護、復元、警備、教育、コミュニケーション等の事項を討議し、解決案を提示します。 
 
GLASS 
International Committee for Museums and Collections of Glass 
ガラスの博物館・コレクション国際委員会 
GLＡSS は古代より現在までの全世界のガラス器の研究を専門的に行う委員会です。会員はガラスを主として

専門とする学芸員及び保存専門家で構成されます。会員はニュースレターを受領し、年次会議に参加できま

す。 
 
ICAMT 
International Committee for Architecture and Museum Techniques 
建築・博物館技術国際委員会 
ICAMT は、博物館建築、企画、建設、事業編成、その他展示製作やデザインのあらゆる側面に関心を持つす

べての人たちに、アイディアや知識を交換するフォーラムを提供しています。この委員会では、展示製作に使用

する基本素材から展示解説の哲学的側面まで、あらゆる事柄について話し合います。ICAMT ではニュースレ

ター「Brief」を年２回発行しています。年次会議、委員会の理事会やワーキンググループの会議では、会員に
協力の機会を提供しています。 
 
ICDAD 
International Committee for Museums and Collections of Decorative Arts and Design 
装飾美術・デザインの博物館・コレクション国際委員会 
ICDAD は、博物館・家屋・城・歴史的記念物などに保存されている応用・装飾美術の博物館とコレクションを専

門としています。この委員会では、歴史的な室内装飾、応用美術コレクション、現代のデザインに関心を持って

います。会員は年次会議に出席し、この会議中、提案したテーマについて短い講演を行うことができます。さら

に、この会議期間中、メンバーは博物館、歴史的な建造物や記念物、芸術家やデザイナーのワークショップ、ギ

ャラリー、個人コレクションの団体訪問に参加できます。 
 
ICEE 
International Committee for Exhibition Exchange 
展示・交流国際委員会 
ICEEは、展示に関する知識と経験の普及のためのフォーラムです。この委員会では展示の開発・巡回・交換の
さまざまな側面を扱います。また、既存の移動展示会やその可能性についての情報収集も行っています。年次

会議では、展示の企画に携わる博物館専門職に、討論や貴重なネットワークづくりの機会を提供しています。最

近開始した出版物シリーズでは、具体的な問題点についての情報や実践的な解決策を提供し、専門職の人た

ちが有益で、情報に富み、費用効率の良い展示を構成するのを支援しています。 
 
ICFA 
International Committee for Museums and Collections of Fine Arts 
美術の博物館・コレクション国際委員会 
ICFA は古典の大家及び 19 世紀の油絵等を所蔵する博物館・美術館に働く専門職員によって構成されていま
す。毎年年次会議を開き重要問題の討議、会員相互の意見の交換等の機会を提供します。最近の会議に議題

は、『東ヨーロッパの博物館コレクション』、『博物館設計と建築』、『美術品の不法な取引』でした。 
 
ICLM 
International Committee for Literary Museums 
文学の博物館国際委員会 
ICLM の主たる目的は、文学に関する、歴史・伝記の博物館、及び作曲家の博物館のための、研究、出版、展

示、教育等の活動を促進することにあります。会員は25カ国からの学芸員で構成されます。会員は、年１回のニ
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ュースレターの受領、年次会議そしてワーキンググループ活動に参加できます。 
 
ICMAH 
International Committee for Museums and Collections of Archaeology and History 
考古学・歴史の博物館・コレクションの国際委員会 
ICMAH は、考古学と歴史の博物館を専門としています。文化遺産を解説・紹介・保管する機構として、こうした

博物館では人間と人間が暮らす社会や環境との複雑な関係を解説しています。ICMAH では歴史の解釈に関

心を持っており、学際的な枠組みの中でさまざまな研究方法を開発する活動を行っています。また、この委員会

では考古学を歴史研究に欠かせない側面としてとらえています。ICMAH は、考古学と歴史の博物館に相互コ

ミュニケーションの機会を与え、アドバイスや情報を提供しています。ICMAH ではニュースレター「ICMAH 
Information」や会議の議事録を発行しています。さらに、数多くのワーキンググループを編成し、年次会議を
開催しています。 
 
ICME 
International Committee for Museums and Collections of Ethnography 
民族学の博物館・コレクション国際委員会 
ICME は、地方・各国・国際の文化に由来する民俗学に関する博物館とコレクションを専門とします。本委員会

は、世界的変動の中での民族学博物館とコレクションが持つ問題について関心を持ちます。ICME は、会員に

委員会の活動をニュースレターで伝えます。年次会議は特定の議題を取り上げ、ワーキンググループは現在の

関心事項をトピックとして設けられます。 
 
ICMEMO 
International Committee of Memorial Museums in Remembrance of the Victims of Public Crimes 
公共に対する犯罪犠牲者追悼のための記念博物館国際委員会 
ICMEMOは 2001年７月に設立されました。この新しい委員会は、歴史に関する信頼にたる記憶を培い、記録
し、UNESCO の主たる目的でもある「平和」のために、教育と知識の活用を通じて文化的な強調を推進すること

を目指しています。これら記念博物館の目的は、国家の、社会的に定められ、イデオロギー的に動機付けられ

た犯罪を記録することにあります。施設は多くの場合、犯罪がなされた歴史的場所や生存犯罪被害者が追悼の

ために選んだ場所に位置しています。これらの博物館は歴史的な見通しを保持しつつ、現在へと強く結びつけ

るような方法で、歴史的出来事についての情報を伝達しようと努めています。 
 
ICMS 
International Committee for Museum Security 
博物館セキュリティ国際委員会 
ICMSには保安・防火・防災の分野の専門職やスペシャリストが参加しています。ICMSの目的は、教育・研修・
援助を提供して、盗難・野蛮行為・火事・破壊から人間や文化財産を保護することです。ICMS が設置している

ワーキンググループには、物理的セキュリティ、技術的セキュリティ、防火セキュリティ、防災体制、研修、出版物、

規則などに関するものがあります。委員会のメンバーはセキュリティに関する出版物やニュースレターを受け取り

ます。メンバーは年次会議に出席することができ、この会議では博物館セキュリティの世界的な状況や最近の盗

難などについて討論・分析が行われます。この会議は年ごとに異なる国で開催されています。さらに ICMS は、
米国博物館セキュリティ会議と協力して、ワシントンDCで展示会を開いています。この委員会は、ICOM とその

会員にとって、セキュリティ・防火・防災の問題に関する最も大切なアドバイザーの役割を果たしています。 
 
ICOFOM 
International Committee for Museology 
博物館学国際委員会 
ICOFOM は博物館学に関する討議のための国際的なフォーラムです。最も広い意味では、博物館学とは、文

化・自然遺産の保護・解説・コミュニケーションに関する人間の個別または集合的なあらゆる行動に対する理論

議を組織し、地域保護、復元、警備、教育、コミュニケーション等の事項を討議し、解決案を提示します。 
 
GLASS 
International Committee for Museums and Collections of Glass 
ガラスの博物館・コレクション国際委員会 
GLＡSS は古代より現在までの全世界のガラス器の研究を専門的に行う委員会です。会員はガラスを主として

専門とする学芸員及び保存専門家で構成されます。会員はニュースレターを受領し、年次会議に参加できま

す。 
 
ICAMT 
International Committee for Architecture and Museum Techniques 
建築・博物館技術国際委員会 
ICAMT は、博物館建築、企画、建設、事業編成、その他展示製作やデザインのあらゆる側面に関心を持つす

べての人たちに、アイディアや知識を交換するフォーラムを提供しています。この委員会では、展示製作に使用

する基本素材から展示解説の哲学的側面まで、あらゆる事柄について話し合います。ICAMT ではニュースレ

ター「Brief」を年２回発行しています。年次会議、委員会の理事会やワーキンググループの会議では、会員に
協力の機会を提供しています。 
 
ICDAD 
International Committee for Museums and Collections of Decorative Arts and Design 
装飾美術・デザインの博物館・コレクション国際委員会 
ICDAD は、博物館・家屋・城・歴史的記念物などに保存されている応用・装飾美術の博物館とコレクションを専

門としています。この委員会では、歴史的な室内装飾、応用美術コレクション、現代のデザインに関心を持って

います。会員は年次会議に出席し、この会議中、提案したテーマについて短い講演を行うことができます。さら

に、この会議期間中、メンバーは博物館、歴史的な建造物や記念物、芸術家やデザイナーのワークショップ、ギ

ャラリー、個人コレクションの団体訪問に参加できます。 
 
ICEE 
International Committee for Exhibition Exchange 
展示・交流国際委員会 
ICEEは、展示に関する知識と経験の普及のためのフォーラムです。この委員会では展示の開発・巡回・交換の
さまざまな側面を扱います。また、既存の移動展示会やその可能性についての情報収集も行っています。年次

会議では、展示の企画に携わる博物館専門職に、討論や貴重なネットワークづくりの機会を提供しています。最

近開始した出版物シリーズでは、具体的な問題点についての情報や実践的な解決策を提供し、専門職の人た

ちが有益で、情報に富み、費用効率の良い展示を構成するのを支援しています。 
 
ICFA 
International Committee for Museums and Collections of Fine Arts 
美術の博物館・コレクション国際委員会 
ICFA は古典の大家及び 19 世紀の油絵等を所蔵する博物館・美術館に働く専門職員によって構成されていま
す。毎年年次会議を開き重要問題の討議、会員相互の意見の交換等の機会を提供します。最近の会議に議題

は、『東ヨーロッパの博物館コレクション』、『博物館設計と建築』、『美術品の不法な取引』でした。 
 
ICLM 
International Committee for Literary Museums 
文学の博物館国際委員会 
ICLM の主たる目的は、文学に関する、歴史・伝記の博物館、及び作曲家の博物館のための、研究、出版、展

示、教育等の活動を促進することにあります。会員は25カ国からの学芸員で構成されます。会員は、年１回のニ
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ICTOP 
International Committee for the Training of Personnel 
人材育成国際委員会 
ICTOP の主な目標は、博物館専門職の研修、専門性の開発、全経歴を通しての職業基準の確立の促進にあ

ります。ICTOP は他の ICOM 国際委員会と密接に交流し、この目標達成に向けて活動しています。その活動

には、年 2 回、ニュースレター『International Directory of Museum Training』の発行をすると共に、年
次会議、会合を開催する事が含まれます。また、ICTOP は専門職研修のカリキュラム提案作成のアドバイザー

としても活動しています。 
 
INTERCOM 
International Committee for Museum Management 
マネージメント国際委員会 
INTERCOM は全世界の博物館の健全な運営管理を目指しています。本委員会の主たる目的は、管理面とし

ての政策形成、立法、資産管理です。また、イコム職業倫理規定実行の監督も行います。 
 
MPR 
International Committee for Marketing and Public Relations 
マーケティング・交流国際委員会 
MPRは、博物館におけるマーケティング、コミュニケーション、開発（基本調達）部門の博物館専門職により構成
されます。MPR では会員に対し、専門能力の成長、優れたコミュニケーションとマーケティング能力の向上の実

施、そして専門職間のネットワークの促進の機会を提供します。ICOM が必要とする場合は、そのアドバイザー

を務めます。MPR は、電子メディア、書籍の発行、ニュースレターにより、会員、または他の専門職に対し情報

を提供します。本委員会は博物館のコミュニケーション、そしてマーケティングの専門職と他の分野の人々との

交流会議を計画し、実施します。 
 
NATHIST 
International Committee for Museums and Collections of Natural History 
自然史の博物館・コレクション国際委員会 
NATHIST は、博物館のコレクションおよび自然環境での生物学的多様性の保全、世界の自然遺産の科学的

研究、博物館の展示・会議・実地見学などを通じた幅広い大衆の教育に関心を持っています。ニュースレターで

は、委員会の構成員間のつながりを保つようにしています。また自然とその保護へ関心の高まりにより益々求め

られている。この委員会では年次会議を開催しています。 
 
UMAC 
International Committee for University Museums and Collections 
大学博物館・コレクション国際委員会 
UMAC は学術的な博物館・美術館やコレクション（植物園を含む）で働く、もしくはその業務に関わっているす

べての人々のためのフォーラムです。UMAC は高等教育機関や、それが奉仕する地域社会におけるコレクショ

ンの役割に関心を持っています。委員会は、コレクションのもつ資源的価値に関して提携の機会を確認したり、

知識や経験を共有したり、コレクションへのアクセスを広げるための場をメンバーに提供します。その目的は大学

の管理下にある遺産を保護することです。UMAC はその目的を遂行するために年間を通してあらゆる方法でメ

ンバーと連絡をします。UMAC は必要があれば、その任務の範囲内で ICOM や他の職業団体へアドバイスを

行います。 

的探求を扱うものであり、特定の人間と対象物との間に生じる社会的なコンテクストを扱うものです。博物館学の

分野は博物館自体の研究よりもはるかに幅広いものですが、中心となるのは社会における集団記憶の保管場所

としての博物館の持つ機能・活動・役割です。ICOFOM はさまざまな博物館専門職の研究も行っています。主

なテーマには理論と実践の相互関係があります。博物館の仕事の実践的な側面は、博物館記述学（ミューゼオ

グラフィ）や展示記述学（エキスポグラフィー）と呼ばれています。年次会議の記録はすべて ICOFON Study 
Seriesの中で発表されています。ニュースレターでは常に最新の動向を会員に知らせています。 
 
ICOM-CC 
International Committee for Conservation 
保存国際委員会 
ICOM－CC は 23 のワーキンググループを持ち、保存専門家、科学者、博物館専門職、その他の専門職に協
力と文化的、歴史的に重要な作品の保存と分析を促進する機会を提供しています。会員は、役員会、及びワー

キンググループのニュースレター及び３年次会議の事前資料で ICOM‐CC の活動を知ることが出来ます。会

員は他の専門的な国際会議にも参加できる。過去 10 年間に約 1000 の専門店な発表がなされ、出版されてい
ます。 
 
ICOMAM 
International Committee for Museums of Arms and Military History 
武器・軍事史博物館国際委員会 
ICOMAMは、武器、甲冑、火器、要塞、軍服や旗に関する研究を促進し、そのような武具の修復保存に携わる

団体と博物館との関係を発展させ保持することを目指しています。ICOMAM は博物館学の分野において、こ

の特定主題を包括的に扱う団体としては、唯一の国際的な組織であります。ICOMAMは３年に一度、関連する

議題を掲げて会議やシンポジウムを開催しています。武具の修復と調査に対する委員会の取り組みは、科学

的・客観的・人道的なものです。委員会は、設置目的の範囲内で歴史的文脈において、世界史上の重要性に

目を向けながら、兵器について考察します。ICOMAM は社会学的文脈の中で、政治、経済、社会、芸術にお

ける役割を検証しながら兵器を調べることにも、等しく関心を持っています。委員会は、軍事史と軍事博物館の

コレクションが私たちの文化遺産の一部であることを明らかにしたいと思っています。 
 
ICOMON 
International Committee for Money and Banking Museums 
貨幣博物館国際委員会 
ICOMONは貨幣博物館（独立した施設、またはより大きな一般的コレクションの一部としての）、金融・経済機関
または企業の博物館、のために創設されました。ICOMON は会員の持つ博物館に関する問題を専ら扱い、収

蔵資料の取得・保存、盗難、管理、教育プロジェクト、構想、プレゼンテーションと展示、環境条件コントロールな

どを討議するフォーラムです。本委員会は、より広く、あるいは深く討議する機会を設けます。年次会議を開催し

ます。 
 
ICR 
International Committee for Regional Museums 
地方博物館国際委員会 
ICR は世界で最も数の多い、地方博物館のために創設されました。地方博物館は不便な地域、広い地域のい

ずれのためにもあります。ICR は、地方博物館と地域との関係、歴史、環境、社会的発展、そして言語について

関心を持ちます。特に数百万の人々の基本的なアイデンティティーに影響を与えてきた、社会的、政治的変動

期における地方博物館の挑戦、哲学、方法論、国際協力に関心を持ちます。ICR は、年２回のニュースレター

の発行と、年次会議を開催しています。 
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（１）AVICOM 

のうち 5名は現在のボードメンバー、1名は以前のボードメンバーによる発表であり、質問やディスカッションの
時間も特に設けられなかった。年次大会というよりは、映像祭の 1セッションとして各国の取り組みを紹介する意
味合いが強いように感じられた。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターの配布を行った。年次大会では現地で急遽時間を調整頂き、5 分程度のプレ
ゼンテーションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及び補足説明を行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 AVICOMは比較的小規模な委員会のようで、受賞者以外の一般参加者は筆者以外にほぼいなかったが、初

参加の筆者を暖かく迎えてくれた。京都大会のプレゼンテーションは多くの参加者に好評で、大会参加への興

味も高かった。しかし一方で、旅費の面では参加がなかなか難しいというのも現実であろう。ボードメンバーから

は、京都大会に関して下記の相談、報告を受けた。 
（１）映像祭トロフィーデザインのアイデアが欲しい 
・First prize 1個…京都らしい（さらに、できれば AVICOM らしい）オリジナルデザインで作りたい。アイデアが

欲しい。2017年は、チェコをハンガリーから守った歴史的英雄の black john（？）がモチーフの木彫トロフィー。 
2016 年はブダペストの有名な人物群のモニュメントの持ち物を、AVICOM を連想させるデジタルデバイスに差

し替えて、３Dプリンターで造形。 
・Other prizes 約 25個…2017年は、ガラス（チェコガラス？）製トロフィー 
（２）京都大会の足、日程 
まずは、遠い日本にどうやって行くかが問題。ボードメンバー4名〜最大 6名分くらい（全員は来られないと思

う）の、旅費を出してくれるスポンサーがいないか、というのが Tari委員長（Károli Gáspár大学、ハンガリー）か
らの最大の相談事であった。ボードメンバーの 1 人である胡江氏（上海博物館、中国）は、京都の直前に上海に
て、受賞作品等を決定するプレ会議の実施を提案。Tari 委員長曰く、その行程ならば上海までの旅費は中国
が出してくれるが、旅程が複雑になるので、日本にスポンサーはいないだろうかという相談があった。 
（３）現在決まっている予定 
2018年 1月 上海でプレ会議（Tari委員長、胡江氏、ボードメンバー数名？） 
2018年 秋  AVICOM F@IMP授賞式＋年次大会 @ドイツ 
2018年 9月 ICOM日本委員会主催 各国際委員会 Chairを集めた京都会場の視察（Tari委員長） 
2019年 9月 京都の直前に、F@IMP審査等のためのプレ会議？（ボードメンバー数名？） 
2019年 9月 ICOM総会（京都）にて、F@IMP授賞式＋年次大会 
（４）オフサイト 
ある程度の候補地を準備して望んだが PC 等を見て話す時間はなく、また旅程等の相談が主だったため、オ

フサイトについては大まかな希望を聴取した程度となった。「Film preservation も新技術も、どちらも見たい」と
いうのが希望であった。AVICOMはもともと Film preservation等を中心議題とした委員会として発足したが、
近年議題として扱い始めた新技術についてはまだまだ知見が足りない、とのこと。Tari 委員長は、みんぱくの大
森康宏先生のみ知っている（約 20年前の話）が、他は全く知らないので相談したいと話していた。 
（５）招待講演の打診 
ブダペストの Hungarian National Museumでは、毎年 11月に新技術系の Conference MUZEUM@ 

DIGIT を開催している。AVICOM Treasurerの Ildikó Sz. Fejes氏（Hungarian National Museum、ハ
ンガリー）より、「今年の Conferenceで話をしてもらえないか。ICOM京都の宣伝にもなって、丁度いいと思う。

ホテル代、食事代は全て招待するので、旅費だけそちらでなんとかならないだろうか。」と打診があった。

MUZEUM@DIGITでの講演トピックは、Film系よりも新技術系が望まれている。日本の状況は全然知らない

ので、日本における Best practiceを紹介してほしい、事例研究みたいな話題でも OK とのことであった。 
 

３．ICOM国際委員会年次大会報告 
 
国際委員会名： 
International Committee for Audiovisual and New Technologies and Social Media  
（オーディオビジュアル及びソーシャルメディア新技術国際委員会（案）） 
 
参加者名： 
渡辺 友美 （早稲田大学人間総合研究センター、お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンター） 
 
開催期日： 
平成 29年 6月 13日～15日（全日程参加）  
 
実施場所： 
チェコ ウヘルスキー・ブロド 
Jan Amos Comenius Museum 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The Museum Audiovision International Festival - MUSAIONfilm 2017 and F@IMP 2.0. 
（博物館国際映像祭） 
 
 2017年の AVICOM大会は､Jan Amos Comenius Museumが毎年開催しているﾁｪｺ国内の博物館映像祭

MUSAIONfilm 2017､及び AVICOMが毎年開催している博物館国際映像祭 F@IMP 2.0の合同開催という
形で実施された｡AVICOM 年次大会もその一部で実施された｡参加者はいずれかの映像祭への作品応募者ま

たは大会主催者が主で､最大で 50-60名程度であった｡ 
3日間の映像祭における主要なﾊﾟｰﾄは下記の通りであった｡（資料 1.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参照） 

① MUSAIONfilm2017 …6/13、 6/14午前、6/15 
 チェコ国内の博物館から応募された映像作品の上映〜コメントのセッションを繰り返す。上映フィルム、司会、

コメント共にチェコ語で、司会とコメントには英語の通訳が付いた。最終日にはMUSAIONfilm Festival 20周
年を振り返るセッションや、2017年度受賞作品の上映会が実施された。 
② AVICOM年次大会 …6/14午後 
 AVICOM 参加者による作品上映またはプレゼンテーション。全 9 名が予定されていたが、急遽筆者もプレゼ
ンテーションに加わったため 10名が発表した。（詳細は後述） 
③ F@IMP映像祭＋MUSAIONfilmの合同授賞式 …6/14夕方〜夜 
 F@IMP の受賞作品は予め選定済みで、授賞式では一部分の上映のみ行われた。応募が 32（34？）作品で、
受賞が 25 作品前後であった。映像作品以外にも、ウェブやアプリケーション、AR、VR、プロジェクションマッピ
ング、インスタレーション、教育活動など、視聴覚関連のものを全て対象としていた。なお、授賞作品及び授賞式

の様子は次の URLで確認可能である。 https://www.youtube.com/watch?v=c2A66ni3XY8） 
④ 博物館見学、エクスカーション …6/15 
 会場となった Jan Amos Comenius Museumのガイドツアーに続き、AVICOM年次大会及び F@IMP 2.0
参加者に対しては、近隣の Buchlov城へのエクスカーションが行われた。 
 6/14午後に行われた AVICOM年次大会では、特に決まった議題は設けられていなかった。内容は、視聴覚

展示の取り組みに関する報告が 5件（内 2件はビデオプレゼンテーション）、映像作品の上映 1件、マルチメデ
ィア作品のインターネットフェスティバル開催の報告 1件、AVICOM映像祭の応募システムの説明 1件、
AVICOM映像祭の歴代受賞作品の紹介 1件、ICOM京都大会の紹介 1件であった。口頭発表をした 8名
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2019年 9月 京都の直前に、F@IMP審査等のためのプレ会議？（ボードメンバー数名？） 
2019年 9月 ICOM総会（京都）にて、F@IMP授賞式＋年次大会 
（４）オフサイト 
ある程度の候補地を準備して望んだが PC 等を見て話す時間はなく、また旅程等の相談が主だったため、オ

フサイトについては大まかな希望を聴取した程度となった。「Film preservation も新技術も、どちらも見たい」と
いうのが希望であった。AVICOMはもともと Film preservation等を中心議題とした委員会として発足したが、
近年議題として扱い始めた新技術についてはまだまだ知見が足りない、とのこと。Tari 委員長は、みんぱくの大
森康宏先生のみ知っている（約 20年前の話）が、他は全く知らないので相談したいと話していた。 
（５）招待講演の打診 
ブダペストの Hungarian National Museumでは、毎年 11月に新技術系の Conference MUZEUM@ 

DIGIT を開催している。AVICOM Treasurerの Ildikó Sz. Fejes氏（Hungarian National Museum、ハ
ンガリー）より、「今年の Conferenceで話をしてもらえないか。ICOM京都の宣伝にもなって、丁度いいと思う。

ホテル代、食事代は全て招待するので、旅費だけそちらでなんとかならないだろうか。」と打診があった。

MUZEUM@DIGITでの講演トピックは、Film系よりも新技術系が望まれている。日本の状況は全然知らない

ので、日本における Best practiceを紹介してほしい、事例研究みたいな話題でも OK とのことであった。 
 

３．ICOM国際委員会年次大会報告 
 
国際委員会名： 
International Committee for Audiovisual and New Technologies and Social Media  
（オーディオビジュアル及びソーシャルメディア新技術国際委員会（案）） 
 
参加者名： 
渡辺 友美 （早稲田大学人間総合研究センター、お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンター） 
 
開催期日： 
平成 29年 6月 13日～15日（全日程参加）  
 
実施場所： 
チェコ ウヘルスキー・ブロド 
Jan Amos Comenius Museum 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The Museum Audiovision International Festival - MUSAIONfilm 2017 and F@IMP 2.0. 
（博物館国際映像祭） 
 
 2017年の AVICOM大会は､Jan Amos Comenius Museumが毎年開催しているﾁｪｺ国内の博物館映像祭

MUSAIONfilm 2017､及び AVICOMが毎年開催している博物館国際映像祭 F@IMP 2.0の合同開催という
形で実施された｡AVICOM 年次大会もその一部で実施された｡参加者はいずれかの映像祭への作品応募者ま

たは大会主催者が主で､最大で 50-60名程度であった｡ 
3日間の映像祭における主要なﾊﾟｰﾄは下記の通りであった｡（資料 1.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参照） 

① MUSAIONfilm2017 …6/13、 6/14午前、6/15 
 チェコ国内の博物館から応募された映像作品の上映〜コメントのセッションを繰り返す。上映フィルム、司会、

コメント共にチェコ語で、司会とコメントには英語の通訳が付いた。最終日にはMUSAIONfilm Festival 20周
年を振り返るセッションや、2017年度受賞作品の上映会が実施された。 
② AVICOM年次大会 …6/14午後 
 AVICOM 参加者による作品上映またはプレゼンテーション。全 9 名が予定されていたが、急遽筆者もプレゼ
ンテーションに加わったため 10名が発表した。（詳細は後述） 
③ F@IMP映像祭＋MUSAIONfilmの合同授賞式 …6/14夕方〜夜 
 F@IMP の受賞作品は予め選定済みで、授賞式では一部分の上映のみ行われた。応募が 32（34？）作品で、
受賞が 25 作品前後であった。映像作品以外にも、ウェブやアプリケーション、AR、VR、プロジェクションマッピ
ング、インスタレーション、教育活動など、視聴覚関連のものを全て対象としていた。なお、授賞作品及び授賞式

の様子は次の URLで確認可能である。 https://www.youtube.com/watch?v=c2A66ni3XY8） 
④ 博物館見学、エクスカーション …6/15 
 会場となった Jan Amos Comenius Museumのガイドツアーに続き、AVICOM年次大会及び F@IMP 2.0
参加者に対しては、近隣の Buchlov城へのエクスカーションが行われた。 
 6/14午後に行われた AVICOM年次大会では、特に決まった議題は設けられていなかった。内容は、視聴覚

展示の取り組みに関する報告が 5件（内 2件はビデオプレゼンテーション）、映像作品の上映 1件、マルチメデ
ィア作品のインターネットフェスティバル開催の報告 1件、AVICOM映像祭の応募システムの説明 1件、
AVICOM映像祭の歴代受賞作品の紹介 1件、ICOM京都大会の紹介 1件であった。口頭発表をした 8名
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（１）AVICOM 

資料 1．プログラム 

 

（１）AVICOM 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．会場遠景 写真 2．映像祭の案内表示 

写真 3．博物館エントランスと映像祭受付 写真 4．会場の様子 

写真 5．ICOM京都大会のプレゼンテーション 写真 6．ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真 7．大会初日 Cultural eveningの様子 写真 8．Buchlov城へのエクスカーション 
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（２）CAMOC 

あった。3年にわたるプロジェクトを通じて、博物館、移民博物館とそのほかの博物館関係者、また博物館専門
家が情報共有し、Doug Saunderが提唱する「Arrival Cities（到着都市・受け入れ都市）」の概念のように、現
実と向き合ううえで重要な方法を共有するためのプラットフォームを構築するプロジェクトとして進められてきた。

このプラットフォームは、博物館における現代都市生活の保存と再現を議論するリソースとハブになり、移住者と

博物館の両方の経験、異なる洞察力、調査ツールを提供する。シンクタンクとコンタクトゾーンとして機能する専

門家間の交換とメンターシップの機会を促進することが目的である。 
2017年 CAMOC メキシコ年次大会は、2015年 11月のグラスゴー・ワークショップと 2017年 2月アテネ・ワ

ークショップを受けて、ヨーロッパへ流入するシリアなどからの大量の難民移民に、彼らが到着する各都市の博

物館はなにができるか、世界各都市で近代に起きている新規住民の受け入れと定着に博物館はいかに歴史的

証人たりうるか、具体的に役立つのかを問う、やや挑戦的な内容となった。今回のワークショップでは、移民難民

の問題を世界中で考えようという方向で、プログラムの構成もよく準備されていた。 
開会挨拶では、CAMOC会長の Joana Sousa Monteiro、ワークショップ担当の Catherine C. Cole, メキ

シコ主催代表の Yani Herremanが、それぞれの立場から都市の博物館が都市移民に関する問題に向き合う
重要性を指摘した。CAMOC前会長のMarlen Mouliouは、ICOM-CAMOC としてのこのプロジェクトの取り
組み状況の評価報告を行った。 
カナダとメキシコからの基調講演のほか、オランダ、フランスやイランなどからの報告も、その流れに沿って選

択されタイトルも付けられて、世界中の関連情報が集められていた。日本からは邱君妮、高尾戸美と赤澤香の 3
名で、「(Im)Migration & Museums Trends in Japan」というテーマで、東京都美術館や多摩六都科学館な
ど、近年日本の博物館・美術館で行なわれている来日・在日外国人と日本社会の地域参加を促進する多様な

活動等の報告をおこなった。なお、この発表は東京をベースにアートプロジェクトを行うことで移民の若者たちを

支援する「一般社団法人 kuriya」から情報提供を受けた。 
各国から報告のあと、「Getting uncomfortable: Working Outside your Comfort Zone（自分の快適な場

所から外に出て働こう、そして不愉快になろう）」という変わったタイトルのワークショップがあった。都市の歴史の

なかでの移民へのひどい扱いなどの汚点を直視するのは、博物館専門家にとっても決して快適なことでは無

い。しかしあえてそこを考えようという趣旨であったが、実際にはあまり議論は深まらず散会となった。博物館専

門家がいかに自分自身を変えられるか、困難な課題であるのは確かだが、そこにあえて ICOM-CAMOCが挑
戦していることに、この委員会の重要性があると思われる。 
ワークショップ全体プログラムが終わったあとに、都心にある 1920年代建設のアールデコ様式になる鉄筋コ

ンクリート構造の消防本部建物を活用して新設された「ポピュラー芸術博物館」でレセプションがおこなわれた。

メキシコ現地の参加者によると、メキシコでは博物館専門家は豊かな上流社会の子弟が多い、しかしこの新しい

博物館は先住民系の現代芸術活動展示に特化している。ここでは（貧しい）先住民系社会の芸術表現に発表

の場を与え、また彼らの古代文化が現代メキシコの芸術活動にインスピレーションを与える、それで英語のポピ

ュラーを使った博物館名となった。 
（2）10月 30日～31日年次大会 
今回の年次大会のテーマはMuseums of Cities and Contested Urban Histories（都市博物館と抗える

都市の歴史） ”で、4つのセッション：1）博物館、移民・新住民とその受入都市、2）都市の歴史、忘却と都市博
物館、3）論争する現代：紛争中の都市と文化、４）博物館で表現する語れない歴史が設けられた。 
初日は朝 9時登録開始で、開会挨拶と基調講演、2つのセッションで 14本の発表と円卓会議があり、夕方

7時に終了した。第１セッション・テーマは「博物館、移民・新住民とその受入都市」で、メキシコ、ギリシャ、スペイ
ン、ポーランドからの報告のほか、日本からは益田兼房が、「Migrations and museums in South Pacific 
island state capital cities: Samoa, Vanuatu and Fiji」として、紀元前からのモンゴロイド先住民の太平洋地
域への航海拡散定住と 18世紀以降の欧米植民地支配下での白人インド人中国人らの移住が、国家アイデン
ティティ形成を担う各国国立博物館展示にいかに反映しているかを報告した。またその中で、フィジー博物館が

支援する世界遺産港町レブカの文化的景観がこれら諸民族の共存の結果を反映しており、博物館が有形無形

多種多様な文化遺産を統合するハブ機能を強化することが、異なる諸住民共存の地域社会形成を促進し、

（２）CAMOC 

国際委員会名： 
International Committee for the Collections and Activities of Museums of Cities 
（都市博物館のコレクション・活動国際委員会） 
 
参加者名： 
邱 君妮 （ICOM京都大会準備室、総合研究大学院大学文化科学研究科） 
益田 兼房（ICOM京都大会準備室） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 30日～31日（全日程参加） 
なお、10 月 28 日に「博物館、移民・新住民と受け入れ都市」ワークショップ、11 月 1 日にポストカンファレンス・
ツアーを開催。日本側参加者は帰国便の都合のため、ポストカンファレンス・ツアーに参加せず、帰国した。 
 
実施場所： 
メキシコ メキシコシティ 
National Museum of Cultures（国立世界文化博物館） 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Museums of Cities and Contested Urban Histories（都市博物館と抗える都市の歴史）  
 

CAMOC 2017年次大会は、2013年 ICOM リオ大会に次いで、再びラテンアメリカで開催された。この会

議では、近年の都市をめぐる問題を取り上げ、都市に所在する博物館がその都市自体のにおける過去と現在の

移民や被差別に関する歴史問題や、ポストコロニアルアイデンティティと都市の歴史の再解釈、都市にある博物

館がいかに各国の移民・新住民問題を含め人類平和をいかに促進するかなどを議論し、積極的に研究発表や

ワークショップなどを通じて解決策を検討しようとするものであった。また、2016 年から始まった ICOM
「Committee for Museum Definition, Prospects and Potentials（博物館の定義、方向性と可能性に関する
常設委員会；略称：MDPP）」によって、新しい博物館定義を提示するプロジェクトの一環として、MDPP ワーク

ショップが開催され、都市にある博物館の現在と未来に焦点を当て、都市の博物館はどのように使命を果たし、

最終的に都市生活を向上させることができるかということを含め、都市博物館の定義を議論した。 
今年の年次大会はおよそ 23カ国・地域から 60名が参加した（メキシコ、カナダ、ギリシャ、スペイン、ポルト

ガル、アルゼンチン、ブラジル、オランダ、フランス、米国、イタリア、南アフリカ、トルコ、台湾、ロシア、エジプト、

ケニア、デンマーク、ラトビア、北アイルランド、イラン、エルサルバドル、日本）。日本からは ICOM 京都大会準

備室の邱君妮と益田兼房、多摩六都科学館の高尾戸美氏、京都文化博物館の村野正景氏及び展示デザイナ

ーの赤澤香氏の 5名が参加した。 
年次大会前のワークショップを含め、各会議には英語・スペイン語の同時通訳が付けられ、多様な議論が

展開された。3日間の会議内容における主要なパートは下記の通りであった（資料 1．プログラム参照）： 
（1）10月 28日 「Migration:Cities | (im)migration and arrival cities（博物館、移民・新住民と受け入れ
都市）」ワークショップ 
ワークショップは朝 8時 45分登録開始で 5時半終了、夜 8時から 10時まではレセプションと、朝から晩ま

でいっぱいのプログラムだった。 
CAMOCは、ICOMの 30国際委員会の中でもとくに博物館の現代的な役割や課題への関心が高く、行動

的な委員会である。「博物館、移民・新住民と受け入れ都市」とは、2016年から正式に始まり、CAMOC, ICR 
（ICOM International Committee for Regional Museums、地方博物館国際委員会） と CAM 
（Commonwealth Association of Museums）によりリードされている ICOMの特別研究プロジェクトの一環で

14



（２）CAMOC 

あった。3年にわたるプロジェクトを通じて、博物館、移民博物館とそのほかの博物館関係者、また博物館専門
家が情報共有し、Doug Saunderが提唱する「Arrival Cities（到着都市・受け入れ都市）」の概念のように、現
実と向き合ううえで重要な方法を共有するためのプラットフォームを構築するプロジェクトとして進められてきた。

このプラットフォームは、博物館における現代都市生活の保存と再現を議論するリソースとハブになり、移住者と

博物館の両方の経験、異なる洞察力、調査ツールを提供する。シンクタンクとコンタクトゾーンとして機能する専

門家間の交換とメンターシップの機会を促進することが目的である。 
2017年 CAMOC メキシコ年次大会は、2015年 11月のグラスゴー・ワークショップと 2017年 2月アテネ・ワ

ークショップを受けて、ヨーロッパへ流入するシリアなどからの大量の難民移民に、彼らが到着する各都市の博

物館はなにができるか、世界各都市で近代に起きている新規住民の受け入れと定着に博物館はいかに歴史的

証人たりうるか、具体的に役立つのかを問う、やや挑戦的な内容となった。今回のワークショップでは、移民難民

の問題を世界中で考えようという方向で、プログラムの構成もよく準備されていた。 
開会挨拶では、CAMOC会長の Joana Sousa Monteiro、ワークショップ担当の Catherine C. Cole, メキ

シコ主催代表の Yani Herremanが、それぞれの立場から都市の博物館が都市移民に関する問題に向き合う
重要性を指摘した。CAMOC前会長のMarlen Mouliouは、ICOM-CAMOC としてのこのプロジェクトの取り
組み状況の評価報告を行った。 
カナダとメキシコからの基調講演のほか、オランダ、フランスやイランなどからの報告も、その流れに沿って選

択されタイトルも付けられて、世界中の関連情報が集められていた。日本からは邱君妮、高尾戸美と赤澤香の 3
名で、「(Im)Migration & Museums Trends in Japan」というテーマで、東京都美術館や多摩六都科学館な
ど、近年日本の博物館・美術館で行なわれている来日・在日外国人と日本社会の地域参加を促進する多様な

活動等の報告をおこなった。なお、この発表は東京をベースにアートプロジェクトを行うことで移民の若者たちを

支援する「一般社団法人 kuriya」から情報提供を受けた。 
各国から報告のあと、「Getting uncomfortable: Working Outside your Comfort Zone（自分の快適な場

所から外に出て働こう、そして不愉快になろう）」という変わったタイトルのワークショップがあった。都市の歴史の

なかでの移民へのひどい扱いなどの汚点を直視するのは、博物館専門家にとっても決して快適なことでは無

い。しかしあえてそこを考えようという趣旨であったが、実際にはあまり議論は深まらず散会となった。博物館専

門家がいかに自分自身を変えられるか、困難な課題であるのは確かだが、そこにあえて ICOM-CAMOCが挑
戦していることに、この委員会の重要性があると思われる。 
ワークショップ全体プログラムが終わったあとに、都心にある 1920年代建設のアールデコ様式になる鉄筋コ

ンクリート構造の消防本部建物を活用して新設された「ポピュラー芸術博物館」でレセプションがおこなわれた。

メキシコ現地の参加者によると、メキシコでは博物館専門家は豊かな上流社会の子弟が多い、しかしこの新しい

博物館は先住民系の現代芸術活動展示に特化している。ここでは（貧しい）先住民系社会の芸術表現に発表

の場を与え、また彼らの古代文化が現代メキシコの芸術活動にインスピレーションを与える、それで英語のポピ

ュラーを使った博物館名となった。 
（2）10月 30日～31日年次大会 
今回の年次大会のテーマはMuseums of Cities and Contested Urban Histories（都市博物館と抗える

都市の歴史） ”で、4つのセッション：1）博物館、移民・新住民とその受入都市、2）都市の歴史、忘却と都市博
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（２）CAMOC 

国際委員会名： 
International Committee for the Collections and Activities of Museums of Cities 
（都市博物館のコレクション・活動国際委員会） 
 
参加者名： 
邱 君妮 （ICOM京都大会準備室、総合研究大学院大学文化科学研究科） 
益田 兼房（ICOM京都大会準備室） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 30日～31日（全日程参加） 
なお、10 月 28 日に「博物館、移民・新住民と受け入れ都市」ワークショップ、11 月 1 日にポストカンファレンス・
ツアーを開催。日本側参加者は帰国便の都合のため、ポストカンファレンス・ツアーに参加せず、帰国した。 
 
実施場所： 
メキシコ メキシコシティ 
National Museum of Cultures（国立世界文化博物館） 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Museums of Cities and Contested Urban Histories（都市博物館と抗える都市の歴史）  
 

CAMOC 2017年次大会は、2013年 ICOM リオ大会に次いで、再びラテンアメリカで開催された。この会
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最終的に都市生活を向上させることができるかということを含め、都市博物館の定義を議論した。 
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ガル、アルゼンチン、ブラジル、オランダ、フランス、米国、イタリア、南アフリカ、トルコ、台湾、ロシア、エジプト、

ケニア、デンマーク、ラトビア、北アイルランド、イラン、エルサルバドル、日本）。日本からは ICOM 京都大会準

備室の邱君妮と益田兼房、多摩六都科学館の高尾戸美氏、京都文化博物館の村野正景氏及び展示デザイナ

ーの赤澤香氏の 5名が参加した。 
年次大会前のワークショップを含め、各会議には英語・スペイン語の同時通訳が付けられ、多様な議論が

展開された。3日間の会議内容における主要なパートは下記の通りであった（資料 1．プログラム参照）： 
（1）10月 28日 「Migration:Cities | (im)migration and arrival cities（博物館、移民・新住民と受け入れ
都市）」ワークショップ 
ワークショップは朝 8時 45分登録開始で 5時半終了、夜 8時から 10時まではレセプションと、朝から晩ま

でいっぱいのプログラムだった。 
CAMOCは、ICOMの 30国際委員会の中でもとくに博物館の現代的な役割や課題への関心が高く、行動

的な委員会である。「博物館、移民・新住民と受け入れ都市」とは、2016年から正式に始まり、CAMOC, ICR 
（ICOM International Committee for Regional Museums、地方博物館国際委員会） と CAM 
（Commonwealth Association of Museums）によりリードされている ICOMの特別研究プロジェクトの一環で
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（２）CAMOC 

  
 
 
ICOM京都大会の PR： 
パンフレット及びニュースレターの配布を行った。年次大会の開会式で、京都大会プロモーション用ビデオの

上映及び補足説明を行った。プレゼンの際、日本からの参加者全員に登壇してもらい、ICOM 2019京都大会
への参加呼びかけをおこなった。 

   
 

 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
日本主催側にはボードメンバー邱君妮がいるので、随時委員長と事務局と連動し、京都大会の準備を進めて

いる。最終日（10月 31日）の CAMOC年次総会において、来年の予定と京都大会における CAMOCの予定
について、説明した。 
現在決まっている予定： 
2018年 6月 ドイツ・フランクフルト 2018年年次大会 
2018年 10月 委員長が舞鶴大会に参加 
2019年 9月 京都大会：DEMHIST、ASPAC と合同会議を開催 
   
今年度年次大会の開催にあたっては、翻訳・PC 関連・ケイタリングはローカル側が見積もりをとり、CAMOC

へ予算を提示し、その予算内でローカル側が手配、CAMOC が経費負担するとのこと、ICOM 京都大会も同じ

ように進める。ICOM 京都大会ローカル側の役割は、大会の会場運営に関わることのほか、業者の選定や発注

など CAMOC側と連絡体制の構築し進めることと想定される。 
  

ICOM京都大会のプレゼンテーション 

メキシコシティ旧城地域 国立世界文化博物館 

（２）CAMOC 

2019年京都大会のテーマ「文化ハブとしての博物館」につながると説明した。そして、第 1セッションの後に、
MDPP ワークショップが開催され、都市博物館の定義を議論した。その後、第 2セッション「都市の歴史、忘却
と都市博物館」では、ポルトガル、アルゼンチン、ブラジルからの報告のほか、日本からは邱君妮が「What 
about us inside City Museums?」と題して、文化尊重を基本政策とする台湾の都市博物館が、住民とともに
記憶を博物館で展示する試みとその意義を語った。 

2日目は、朝 9時開始で夜 10時のレセプション終了まで、2つのセッションなどで 20本の報告が予定され
たが、3本欠席（2本はビデオ代替）があった。第 3セッション「論争する現代：紛争中の都市と文化」と第 4セッ
ション「博物館で表現する語れない歴史」のほか、「Ignite」という発表枠があり、8人から 5分ずつの発表とな
り、日本からは、京都文化博物館の村野正景氏が、「Whose history is the museum talking about? A case 
of the Museum of Kyoto」と題して、京都文化博物館の取り組みを報告した。 

  
 

  
 
 

  
 

開会式の様子 

受付エントランスとコーヒーブレイクの様子 会場の様子 

発表の様子 

博物館の屋上でランチの様子 配布資料 
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（２）CAMOC 

 
10月 30日～31日 ICOM-CAMOC 2017年次大会 

 
  
  
 

（２）CAMOC 

資料 1．プログラム 
10月 28日 「博物館、移民・新住民と受け入れ都市」ワークショップ 
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（４）CIDOC 

CIDOC が示している国際的ドキュメンテーション基準の参考にもされたイギリスのコレクション・マネージメント基

準である SPECTRUM（スペクトラム）についてのワークショップも人気があったようだ。 
 その他、多くのセッションが同時進行で行われており、様々なトピックの研究発表があったり、丸一日かけての

ワークショップもあったりで、参加者の関心に合わせて選択のうえ参加する形となり、全体像を把握することが難

しくもあったが、ガイドツアー（無料）やエクスカーション（別途 30ユーロ）も盛り込まれ、全般的に充実している印
象を受けた。 
 
ICOM京都大会の PR： 

9 月 29 日の総会において、6～7 分の PR 時間をいただいた。京都大会前年にギリシャで開催される 2018
年年次大会が PR された流れで、続いて京都大会の PRを行った。総会参加者に京都大会にも参加したいかと
問いかけたところ、ほぼ全員が挙手してくれたため、京都大会に対する関心の高さを確認できた。このプレゼン

テーションの中では、PowerPointスライド・PRビデオを使用し、大会パンフレットは東京藝術大学から参加され
ていた嘉村哲郎氏の協力を得て配布した。特に、屏風仕立てになったパンフレットは好評で複数部持ち帰る方

や、ビデオについてはもう一度見たいと言う方も多くおり、視覚に訴えるものでの PRは効果が大きいと感じた。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
今大会の参加者は、186 名（うち 66 名はジョージアから）だったそうだ。しかし、聞くところによると、上海大会

は 89名、リオデジャネイロ大会は 53名、ミラノ大会で 90名と、3年ごとの ICOM大会では例年の年次大会の

半分から 4 分の 1 程度の参加者しかいないらしい（ICOM 大会以外は例年 200名前後）。この傾向を考慮し、
京都大会では日本人参加者も増やせるよう、CIDOC でのテーマやサブテーマは日本の実情に即した内容に

する案も考慮してもらっている。 
京都大会での CIDOC全般的な運営に関しては、9月 27日（大会 3日目）に 30分ほどメイン会場隣の映画

館カフェで委員長・事務局・会計担当者の 3 名と打ち合わせすることができた。しかし、次年のギリシャでの年次
大会について話を詰めている段階であり、京都大会については、これまでの大会開催経験に基づく傾向・京都

大会での希望を聴取し、今後の大まかなスケジュールを確認するにとどまった。 
 
その他、気付いた点を下記に記す。 

- ボランティアについて 
ICOM Georgia 委員長が教鞭をとる大学などの博物館学や美術史を学ぶ大学院生から、各日最大で 12
名が会議などをサポート。最後の総会で、ボードメンバーから感謝状とプレゼントが渡された。 

- 翻訳について 
基調講演や総会などの全体会では、The Getty Foundation と ICOM Georgiaの助成により同時通訳が
用意された。これにより、ジョージア側参加者とその他英語話者との意見交換などが充実したように思われ

る。 
- 登録手法について 

Google フォームや Doodle という無料のアンケート実施・スケジュール調整サービスを利用して、大会登録
やワークショップ及びエクスカーションの申し込みを受け付けていた。 

- プログラム冊子について 
発表者の顔写真付き冊子が大会スケジュールと共に配布され、パーティやコーヒーブレイク時の交流に有

効に働いた。 

（４）CIDOC 

国際委員会名： 
International Committee for Documentation 
（ドキュメンテーション国際委員会） 
 
参加者名： 
西 記代子 （ICOM京都大会準備室） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 25日～30日 （全日程参加） 
 
実施場所： 
ジョージア（旧グルジア） トビリシ 
Georgian National Museum （ジョージア国立博物館） 
Z. Tsereteli Museum of Modern Art （MOMA トビリシ） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
“Documentation: Past, Present, Future…” （ドキュメンテーション：過去、現在、未来…） 
 
ドキュメンテーション国際委員会（CIDOC）では、ドキュメンテーションを「博物館における全ての業務、そして

全ての階層に必要不可欠なものである」というスタンスで扱っている。そこには、コレクション・マネージメントや研

究、機関内での重要な意思決定なども支える役割があるとしている。時には、Information management（情
報マネージメント）とも言われ、従来から博物館等施設で行われてきたコレクション情報を記録するだけにとどま

らない包括的な情報を構築・管理する方法なども探られている。 
今大会では、以下のトピックに沿って、基調講演やワークショップ、研究発表などが実施され、世界各地での

ドキュメンテーションの変遷を振り返り、現在の手法を分析することで、未来への最善方法を探ろうとする試みとさ

れた。 
- How did museum documentation start in different places and how did it develop? 
- Cultural heritage documentation as knowledge management 
- Standards and their application in museum documentation 
- Implementing best practices in museum documentation 
- Challenges of the 21st century – Inter-cultural dialogue supported by museum documentation 
- Documentation in excavation work 
- Enabling cross-border, cross-sectoral networking of museum documentation to support research, 

education and presentation 
大会を通じて、基調講演者も含めると 78名の発表があり、うち 24名は The Getty Foundationからの助成

金を受けての参加であった。内容は幅広く、日本では既に一般的になっている手法の紹介から、（筆者にとって

は）目新しいものまであった。中でも、International Image Interoperability Framework、略して IIIF（トリプ
ルアイエフ）というデジタルアーカイブにおいて画像を公開し共有するための国際的な枠組みについてのワーク

ショップは、デジタルアーカイブが増える日本のミュージアムにおいても興味深い内容であっただろう。その他、
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る。 
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（４）CIDOC 

国際委員会名： 
International Committee for Documentation 
（ドキュメンテーション国際委員会） 
 
参加者名： 
西 記代子 （ICOM京都大会準備室） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 25日～30日 （全日程参加） 
 
実施場所： 
ジョージア（旧グルジア） トビリシ 
Georgian National Museum （ジョージア国立博物館） 
Z. Tsereteli Museum of Modern Art （MOMA トビリシ） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
“Documentation: Past, Present, Future…” （ドキュメンテーション：過去、現在、未来…） 
 
ドキュメンテーション国際委員会（CIDOC）では、ドキュメンテーションを「博物館における全ての業務、そして
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らない包括的な情報を構築・管理する方法なども探られている。 
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れた。 
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- Cultural heritage documentation as knowledge management 
- Standards and their application in museum documentation 
- Implementing best practices in museum documentation 
- Challenges of the 21st century – Inter-cultural dialogue supported by museum documentation 
- Documentation in excavation work 
- Enabling cross-border, cross-sectoral networking of museum documentation to support research, 

education and presentation 
大会を通じて、基調講演者も含めると 78名の発表があり、うち 24名は The Getty Foundationからの助成

金を受けての参加であった。内容は幅広く、日本では既に一般的になっている手法の紹介から、（筆者にとって

は）目新しいものまであった。中でも、International Image Interoperability Framework、略して IIIF（トリプ
ルアイエフ）というデジタルアーカイブにおいて画像を公開し共有するための国際的な枠組みについてのワーク

ショップは、デジタルアーカイブが増える日本のミュージアムにおいても興味深い内容であっただろう。その他、
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（４）CIDOC 

   
ワークショップの様子   コーヒーブレイク 

   
総会での京都大会 PR    「京都大会に来たいか」との問いに対する反応 

 

   
通訳機器      通訳ブース      コングレスバッグ 
 

   
ボランティアの面々   フェアウェルパーティーでダンスする参加者 
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（５）CIMCIM 

・Visiting to the special exhibition “Auf Takt! Metronome und musikalische Zeit” in the Museum  
◆ Panel 3 – Wind Instruments  
・Material in Music. Experiments with the Sound of Silver and Gold  
・The Workshop of Angiolino Ferloni (1919– 2010), Maker and Repairer of Brass Instruments  
・The Cornett of the Accademia Filarmonica di Bologna. Studies and Hypotheses for its  
Reconstruction  
・Silver Collection – Historical Wind Instruments in a 21stCentury Museum Collection   
◆ Panel 4 – A Window into the 21st Century  
・Music on the Disc Musical Box as Early Mass Media and Early Popular Music. On Collection 
Management and (Dis-)Play  
・Framtids-Felemakeriet. The Norwegian Hardanger Fiddle-Making Tradition in the 21st Century  
 
・How a Musical Instrument Museum should be in 21st-Century Society （嶋の発表）  
発表要旨：Reevaluating & Telling the Great History about a Great Role of Japanese-made Reed 
Organ 150 Years Ago-Educational & Cultural Contributions to Making Modern Japan-と題して、西洋
音楽と西洋楽器の導入、教育、生産、普及についての日本独特の歴史を紹介した。明治維新からの本格的西

洋音楽教育は、今日の日本での西洋音楽の隆盛や西洋音楽演奏者のレベルの高さを生み出した。その中で

浜松のヤマハ株式会社を創設し、廉価で上質な国産足踏みオルガンを製造し、日本全国の学校に普及させた

山葉寅楠の社会的貢献は大きい。日本における西洋音楽と楽器の発展はこの楽器製造と不可分の関係にある。

このことを浜松市楽器博物館が社会に発信することは、欧米の楽器博物館には無い、重要な使命である。 
反応： YAMAHA の創設者が山葉寅楠であり、その最初の生産楽器が足踏み式リードオルガンであったこと、

その普及は日本の明治維新での西洋文化の接種、新教育制度「学制」による西洋音楽の公教育化によるもの

であることを初めて知り、楽器博物館での「文化の紹介」について、好評を得た。 
 
・Presentation of the reconstructed Arciorgano after Nicola Vicentino (and the research project 
“Studio31”) in the Predigerkirche  
 
■ 23日（木） バーゼル・スコラカントルム 

◆ Panel 5 – Keyboard Instruments  
・The Bockisch Network, Or: How Many People it Takes to Bring Back to Life the Knowledge of One 
Ingenious Inventor  
・From the Spirit of Place to the Spirit of Object and Back. Aspects and Viewpoints on a Working 
Collection of Historic Pianos  
・A Toggenburg Organ in the American West. The 1786 Joseph Looser Hausorgel in the National 
Music Museum  
・125 years Hupfeld Piano Factory in Leipzig. What Shall we Do with so Much Different Material in 
the Whole Town?  
◆Panel 6 – Preservation and Presentation 
・The Dilemma of Rendering Stringed Instruments Playable. A Discussion of Material Implications 
Based on Recent Interventions on Two 18th-Century Violins 
・Harry Partch. The Importance of Conserving and Understanding his Instruments to Preserve his 
Music  
 
・PM: Schloss Bad Krozingen へのエクスカージョン Neumeyer–Junghanns–Tracey Collection of 
historical keyboards の見学。Catalina Vicens 氏による演奏解説。および Bad Säckingen Trumpet 

（５）CIMCIM 

国際委員会名： 

International Committee for Museums and Collections of Musical Instruments 
（楽器の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 

嶋 和彦（浜松市楽器博物館館長） 
 
開催期日： 

平成 29年 2月 22日（水）～25日（土） （全日程参加） 
 
実施場所： 

スイス バーゼル/ベルン 
Bern University of the Arts （ベルン芸術大学） 
The Museum for Music Basel （バーゼル楽器博物館） 
Schola Cantorum Basiliensis （バーゼル・スコラカントルム） 
 
概要： 

 2017年の大会は、2016年 7月のミラノ大会からわずか 7か月後の 2017年 2月に、スイスのバーゼルとベル
ンで行われた。次回の 2018 年大会は、中国の武漢・上海にて 9 月に行われる予定なので、1 年以上も間が空
く。 
 2018 年中国大会については、すでにミラノにて日程と場所のみ中国側から説明が済まされていることもあり、
スイス大会への中国側の出席はなかった。日本側にとっては、2016年度に 2回大会が開催され、2017年度は
大会が無しということになる。 
 以下、スイス大会の概要を記す。 
 
● 大会テーマ： Presentation, Preservation and Interpretation  
            ～ The Challenges of Musical Instrument Collections in the 21st Century ～  
 
CIMCIMの会合は、国際委員会の中でも大変真面目と言われている。各発表は 30分間で、毎日 9：00～17：
30 まで行われた。特に今回は 80 人近くの参加者で発表も多く、15 分間のショートプレゼンテーションも取り入
れて、多くの発表に対処した。嶋は初日 22日の最後にショートプレゼンテーションを行った。 
発表内容や発表以外のプログラムは以下の通り。 
 
■ 22日（水） バーゼル楽器博物館 

◆ Panel 1 – Museums and the Contemporary I  
・The Presentation of Electronic Musical Instruments in the Musikinstrumenten-Museum Berlin.   
Challenges, Concepts and Solutions in the Context of the Special Exhibition “Good Vibrations”   
・Musical Instrument Collections in China  – A Preliminary Survey  
◆ Panel 2 – Museum and the Contemporary II  
・The Solutions of the Music Museum of Iran to the Challenge of how to Collect, Present and Conserve 
the New Generation of Iranian Music  
・The Beatles’ Gear and “Fast Fashion”. Collecting Inexpensive Guitars as a Symbol of Popular 
Culture in Modern Society  
・ From Next to Catastrophe to New Possibilities. The Fire at Ringve Music Museum in August 2015  
・Lunchtime concert at Schola Cantorum Basiliensis “Baroque Music” 
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（５）CIMCIM 

 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 

 個別に京都大会への参加を勧めると、皆が口をそろえて参加したいと言われた。ただ、中国、日本とアジアが

続くため、ヨーロッパからの旅費が 2 年続けて高額になるため、両方参加するのはつらいものがあるとも言われ
たが、どちらかひとつとなれば京都を選ぶという人が多かった。 
 委員長との話で問題になったのは、オフサイトミーティングをどうするかであった。浜松市楽器博物館はホスト

の用意があるし、ボードもメンバーも浜松を訪れたいと言われているが、課題は交通費と往復の時間である。こ

れは今後プログラムの検討も含めて考えていく。また他の国際委員会とのジョイントセッションも取り入れたいとの

ことである。これまでの CIMCIMは欧米の西洋楽器の楽器学や音楽学の研究、展示が主流で、民族音楽学や

非ヨーロッパ楽器、楽器と音楽が存在する文化、楽器博物館の社会的役割、などは話題にならなかった。しかし、

若手のキュレーターは、文化や電気電子楽器、ポピュラー音楽等にも関心が深く、新しい楽器博物館像を意識

している。このため京都大会は、楽器博物館のこれからの在り方について、ひとつのエポックになる可能性があ

る。今後ボードメンバーと協議を重ねていきたい。 
 
 

      
24日午後 年次会議        24日発表（ミュンヘン・ドイツ博物館） 22日発表（嶋） 

 

 

     
ベルン芸術大学           23日午後 エクスカージョン     22日夜 オルガン修復復興演奏 

（５）CIMCIM 

Museum 見学。  
■ 24日（金） ベルン芸術大学 

◆ Panel 7 – Information and its Preservation  
・Keynote Speech:Information Preservation for Museum Instruments  
・Conservation of Knowledge Beyond the Object – the Rück Example  
◆Panel 8 – Conservation and Materials  
・Preventive and Interventive Conservation of The Met’s Appleton Organ  
・Rayhorn-O-Seven Guitar. A Case of Self-Degrading Plastic and Documentation Issues in Two Acts  
・Composition Ornaments on Historic Harps. From Research to Exhibition  
  
・ Lunchtime Concert: Ernesto Molinari, CLEX, contrabass clarinet extended  
 
・CIMCIM年次会議 

 前回のミラノにて役員改選等の重要事項の審議が終わっていることや、2017 年中国大会についてもまだ詳細
が決まっておらず中国からの参加もなかったため、予算の審議と活動全般について話し合われたにとどまった。

京都大会についても特に報告する材料もなく、議題にはならなかった。しかし、委員長とは個別に京都大会につ

いて話をした。内容については年次大会参加所見の項に記す。 
 
◆Panel 9 – To Play or Not to Play  
・Angul Hammerich and the Bronze Lurs. Once Again: To Play or to Display  
・To Play or Not to Play? BIAS Will Help!  
・Fresh Wind – A Presentation of the Wind-Dynamic Organ I  
・Fresh Wind – A Presentation of the WindDynamic Organ II  
・Exhibition “C’est le vent qui fait la musique” の見学。 
 
■ 25日（土） ベルン芸術大学 

◆ Panel 10 – To Play vs. to Display  
・Keynote Old and New. Mediating Musical Experience  
・Interior Corrosion in Brass Instruments  
・Humidity in Regularly Played Brass Instruments. Possibilities and Limitations of Preventive 
Conservation  
◆ Panel 11 – Preservation and Interpretation  
・Aspects of Corrosion Prevention on Historical Brass Instruments  
・Strawinsky’s Sacre du Printemps from the Musicians’ Point of View  
・A View Into the Orchestra Pit at the Théâtre des Champs-Elysées, Paris, 29 May 1913  
◆ Panel 12 – Analysis by Electrochemistry, XPS Surface Analysis, Endoscopy and Tomography 
・Breathing New Life into Historical Instruments. How to Monitor Corrosion    
・Concert of the Brass Department of Bern University of the Arts: Stravinsky’s Sacre du printemps 
(excerpts) and other brass chamber music  
 
以上、発表は、社会的見地からのものはほとんどなく、楽器学、音楽学、保存学等の学術的な研究発表がほと

んどであった。 
 
ICOM京都大会の PR： 

 ミラノ以降新情報がないため、年次会合では特に行なわなかったが、個別にＰＲをした。 

26



（５）CIMCIM 

 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 

 個別に京都大会への参加を勧めると、皆が口をそろえて参加したいと言われた。ただ、中国、日本とアジアが

続くため、ヨーロッパからの旅費が 2 年続けて高額になるため、両方参加するのはつらいものがあるとも言われ
たが、どちらかひとつとなれば京都を選ぶという人が多かった。 
 委員長との話で問題になったのは、オフサイトミーティングをどうするかであった。浜松市楽器博物館はホスト

の用意があるし、ボードもメンバーも浜松を訪れたいと言われているが、課題は交通費と往復の時間である。こ

れは今後プログラムの検討も含めて考えていく。また他の国際委員会とのジョイントセッションも取り入れたいとの

ことである。これまでの CIMCIMは欧米の西洋楽器の楽器学や音楽学の研究、展示が主流で、民族音楽学や

非ヨーロッパ楽器、楽器と音楽が存在する文化、楽器博物館の社会的役割、などは話題にならなかった。しかし、

若手のキュレーターは、文化や電気電子楽器、ポピュラー音楽等にも関心が深く、新しい楽器博物館像を意識

している。このため京都大会は、楽器博物館のこれからの在り方について、ひとつのエポックになる可能性があ

る。今後ボードメンバーと協議を重ねていきたい。 
 
 

      
24日午後 年次会議        24日発表（ミュンヘン・ドイツ博物館） 22日発表（嶋） 

 

 

     
ベルン芸術大学           23日午後 エクスカージョン     22日夜 オルガン修復復興演奏 

（５）CIMCIM 

Museum 見学。  
■ 24日（金） ベルン芸術大学 

◆ Panel 7 – Information and its Preservation  
・Keynote Speech:Information Preservation for Museum Instruments  
・Conservation of Knowledge Beyond the Object – the Rück Example  
◆Panel 8 – Conservation and Materials  
・Preventive and Interventive Conservation of The Met’s Appleton Organ  
・Rayhorn-O-Seven Guitar. A Case of Self-Degrading Plastic and Documentation Issues in Two Acts  
・Composition Ornaments on Historic Harps. From Research to Exhibition  
  
・ Lunchtime Concert: Ernesto Molinari, CLEX, contrabass clarinet extended  
 
・CIMCIM年次会議 

 前回のミラノにて役員改選等の重要事項の審議が終わっていることや、2017 年中国大会についてもまだ詳細
が決まっておらず中国からの参加もなかったため、予算の審議と活動全般について話し合われたにとどまった。

京都大会についても特に報告する材料もなく、議題にはならなかった。しかし、委員長とは個別に京都大会につ

いて話をした。内容については年次大会参加所見の項に記す。 
 
◆Panel 9 – To Play or Not to Play  
・Angul Hammerich and the Bronze Lurs. Once Again: To Play or to Display  
・To Play or Not to Play? BIAS Will Help!  
・Fresh Wind – A Presentation of the Wind-Dynamic Organ I  
・Fresh Wind – A Presentation of the WindDynamic Organ II  
・Exhibition “C’est le vent qui fait la musique” の見学。 
 
■ 25日（土） ベルン芸術大学 

◆ Panel 10 – To Play vs. to Display  
・Keynote Old and New. Mediating Musical Experience  
・Interior Corrosion in Brass Instruments  
・Humidity in Regularly Played Brass Instruments. Possibilities and Limitations of Preventive 
Conservation  
◆ Panel 11 – Preservation and Interpretation  
・Aspects of Corrosion Prevention on Historical Brass Instruments  
・Strawinsky’s Sacre du Printemps from the Musicians’ Point of View  
・A View Into the Orchestra Pit at the Théâtre des Champs-Elysées, Paris, 29 May 1913  
◆ Panel 12 – Analysis by Electrochemistry, XPS Surface Analysis, Endoscopy and Tomography 
・Breathing New Life into Historical Instruments. How to Monitor Corrosion    
・Concert of the Brass Department of Bern University of the Arts: Stravinsky’s Sacre du printemps 
(excerpts) and other brass chamber music  
 
以上、発表は、社会的見地からのものはほとんどなく、楽器学、音楽学、保存学等の学術的な研究発表がほと

んどであった。 
 
ICOM京都大会の PR： 

 ミラノ以降新情報がないため、年次会合では特に行なわなかったが、個別にＰＲをした。 
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（６）CIMUSET 

ICOM京都大会の PR： 
・パンフレット（英：100部、仏：35部、西：20部）およびニュースレター（英：120部）を配布した。 
・プレゼンは、初日午前の部の最後に、ICOM 京都事務局提供のパワーポイントデータに CIMUSET 向け補

足スライド 1枚を加えて 10分間行った。 
・京都大会プロモーショ映像を、初日午後のコーヒーブレーク時間帯（30 分程度）に講演会場で上映した。コー
ヒーブレークから戻ってきた参加者が熱心に眺め、時々感嘆の声を上げていた。 

 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
（1）日程概要 
〇 初日（12月 5日）： 開会式、基調講演・一般講演、ウェルカムレセプション 

写真 1： 会場の CNRST 写真 2： 大会参加者記念撮影（初日） 

写真 4： 開会挨拶（CNRST所長） 写真 3： 講演会場 

写真 5： 一般講演 写真 6： ICOM京都大会プレゼン 

（６）CIMUSET 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Science and Technology 
（科学技術の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
若林 文高 （国立科学博物館 理工学研究部長） 
前島 正裕 （国立科学博物館 理工学研究部科学技術史グループ長） 
 
開催期日： 
平成 29年 12月 5日～8日（全日程参加） 
 
実施場所： 
モロッコ ラバト 
Centre National pour la Recherche Scientifique et Technique （CNRST） 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Technical Heritage & Cultural Identities （技術遺産と文化的アイデンティティー） 
 
・第 45 回 CIMUSET 年次大会（CIMUSE2017）がモロッコの首都ラバト市で 2017 年 12 月 5 日から 8 日ま
で開催され、日本からは当館の 2名が参加した。 
・大会参加者は 35名で、初日は多かったが、徐々に減り、最終日 8日は、10数名であった。 
・会期を通じてモロッコの意気込みが感じられた： 
・CIMUSET2017 をモロッコに招致した動機として、博物館文化（特に科学技術系）に薄いモロッコに博物館文
化を根付かせることを意識しているように思われた。そのためのテーマ設定（Technical Heritage & Cultural 
Identities）がなされ、文化的アイデンティティー形成における技術遺産の重要性を強調するものになっている。 
・ホスト博物館は、モロッコで唯一の科学技術系博物館であるモロッコテレコム博物館で、同館の館長（現・

CIMUSET 議長）が大会委員長を務めた。同館は、モロッコの大手通信会社であるモロッコテレコムが本社内

に設立した通信関係の博物館である。 
・会場は、ラバト市中央部から約 7km の研究所や最新設備を備えた国立の研究機関、病院、高等教育機関が

立ち並ぶ地区にある最新の国立研究所 CNRSTで行われた。 
・開会の挨拶は、CNRST 研究所長（Director）が行い、初日夕刻のウェルカムパーティーは、CNRST からさら
に車で 20分程度の郊外にあり広々とした敷地に立つモロッコ王立アカデミーで開催され、ウェルカムスピーチ
はモロッコの科学技術アカデミーの Permanent Secretary で前・科学研究担当大臣の M. Omar FASSI 
FEHRI 氏が行うなど、国をあげての歓迎ぶりがうかがえる。なお、同氏のウェルカムスピーチでは、博物館の
重要性が指摘されモロッコでの博物館の発展を願っていることが強調されていた。 
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足スライド 1枚を加えて 10分間行った。 
・京都大会プロモーショ映像を、初日午後のコーヒーブレーク時間帯（30 分程度）に講演会場で上映した。コー
ヒーブレークから戻ってきた参加者が熱心に眺め、時々感嘆の声を上げていた。 

 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
（1）日程概要 
〇 初日（12月 5日）： 開会式、基調講演・一般講演、ウェルカムレセプション 
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（科学技術の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
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前島 正裕 （国立科学博物館 理工学研究部科学技術史グループ長） 
 
開催期日： 
平成 29年 12月 5日～8日（全日程参加） 
 
実施場所： 
モロッコ ラバト 
Centre National pour la Recherche Scientifique et Technique （CNRST） 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Technical Heritage & Cultural Identities （技術遺産と文化的アイデンティティー） 
 
・第 45 回 CIMUSET 年次大会（CIMUSE2017）がモロッコの首都ラバト市で 2017 年 12 月 5 日から 8 日ま
で開催され、日本からは当館の 2名が参加した。 
・大会参加者は 35名で、初日は多かったが、徐々に減り、最終日 8日は、10数名であった。 
・会期を通じてモロッコの意気込みが感じられた： 
・CIMUSET2017 をモロッコに招致した動機として、博物館文化（特に科学技術系）に薄いモロッコに博物館文
化を根付かせることを意識しているように思われた。そのためのテーマ設定（Technical Heritage & Cultural 
Identities）がなされ、文化的アイデンティティー形成における技術遺産の重要性を強調するものになっている。 
・ホスト博物館は、モロッコで唯一の科学技術系博物館であるモロッコテレコム博物館で、同館の館長（現・

CIMUSET 議長）が大会委員長を務めた。同館は、モロッコの大手通信会社であるモロッコテレコムが本社内

に設立した通信関係の博物館である。 
・会場は、ラバト市中央部から約 7km の研究所や最新設備を備えた国立の研究機関、病院、高等教育機関が

立ち並ぶ地区にある最新の国立研究所 CNRSTで行われた。 
・開会の挨拶は、CNRST 研究所長（Director）が行い、初日夕刻のウェルカムパーティーは、CNRST からさら
に車で 20分程度の郊外にあり広々とした敷地に立つモロッコ王立アカデミーで開催され、ウェルカムスピーチ
はモロッコの科学技術アカデミーの Permanent Secretary で前・科学研究担当大臣の M. Omar FASSI 
FEHRI 氏が行うなど、国をあげての歓迎ぶりがうかがえる。なお、同氏のウェルカムスピーチでは、博物館の
重要性が指摘されモロッコでの博物館の発展を願っていることが強調されていた。 
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（６）CIMUSET 

       会議日：4日間 
開催地： オタワ（カナダ） 
テーマ（案）：「デジタル博物館」または「博物館、若者と STEM」 
提案： カナダ航空宇宙博物館、ICOMカナダによる共同提案 
    https://ingeniumcanada.org/aviation/index.php 
共催：IATM （International Association of Transport and Communication Museums） 
             国際運輸通信博物館協会 
http://www.iatm.museum/ 
※多数のカナダの博物館及び関連施設が協力体制を組む模様。 
※CIMUSET Board Memberで、カナダ大会を仕切ることになっていた Alex Benay, 氏（Canada 
Science and Technology Museums Corporation, Ottawa）は、カナダ政府の情報技術政策を担
当する要職に就いたため博物館を離れた。 
※説明は、カナダ航空宇宙博物館のVisitor Experience部門Director Ms. Audrey Vermette氏。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

・京都大会（2019年）CIMUSETオフサイトミーティング暫定 3案を説明 
 ・京都市内、名古屋地区、東京地区 の 3案について説明した。 

・これまでの CIMSET の運営方式に則り、具体的内容は、来年 2018 年のカナダ大会で討議して決
めることになった。 

      （ただし、これでは遅いと思われるので、2018年の早い時期に協議し,決める必要がある） 
   ・その他 
・総会後、一旦解散（昼食なし）。市内へ戻る人へは送迎バスサービス。 
 
【午後】自由行動 
【夕刻】 
・市内から送迎バスでモロッコテレコム本社へ。 
・モロッコテレコム博物館（ホスト博物館）見学：館長（CIMUSET議長）による説明。 
・モロッコテレコム本社内のスペースを仕切った場所でバンケット 
・市内まで送迎バス 

 
（2）会議を通じての印象 
（ア）京都大会への関心の高さ： 

➢ 初日の午前の一般講演終了後に京都大会のプレゼンを行うとともに、午後のコーヒーブレーク時に

京都大会のプロモーション映像を講演会場で流した。 
➢ プロモーション映像には感嘆の声も聞こえ、また、休憩時に関心のあることを話しかけられるなど、

京都大会への関心の高さを感じた。 
➢ 参加者の希望としては、日本の科学技術の伝統と最新を見聞できることに期待するということを良く

聞いた。特に醸造などを含む伝統技術に関心が高く、日本的なものに期待していることを強く感じ

た。 
（イ）テーマ設定、オフサイトミーティングの設定： 

➢ 通常は、前年の年次大会の際に最終的に決めているようである。 
 次のカナダ大会（2018 年）についても、今大会最終日の CIMUSET 総会（参加者十数名）

で、企画準備状況の説明があり、テーマについては 2 案が示され、挙手によって決定した（詳
細聞き逃した）。 

➢ 帰国後、Ech cherki DAHMALI氏（モロッコテレコム博物館、CIMUSET議長）から京都大会企
画について次のようなコメントをもらった。 

（６）CIMUSET 

【午前】 
・09：20開始 
・開会の辞：CIMUSET議長 Ech cherki DAHMALI氏 （モロッコテレコム博物館長：ホスト博物館） 
・開会挨拶：CNRST所長 Mohammed Khalfaoui教授 
・その後、基調講演 3 件（モロッコ 2 件、デンマーク 1 件：講演時間 20 分）、コーヒーブレーク 20 分、一
般講演 2件（ドイツ、日本：講演時間 15分）が行われた。一般講演に引き続いて ICOM京都大会の案

内を ICOM京都委員会が作成したプレゼンファイルにより行った。 
【昼食】 
・コーヒーブレークの会場と同じ研究所内の一室に丸テーブルが設けられた。 

【午後】 
・コーヒーブレークを挟んで、一般講演 6件（講演時間 15分）が行われた。 
・コーヒーブレーク後の一般講演 2 件と並行して別室で、Board Member 会議が開かれた（不参加）。こ
の会議用資料として、事前にCIMUSET議長に京都におけるCIMUSETオフサイトミーティング暫定案
を記したペーパーを渡しておいた。 

【夕刻】 
・ウェルカムレセプション： モロッコ王国アカデミー 
会場を移して、アカデミーでレセプションが行われた。 
挨拶：M. Omar FASSI FEHRI氏（科学技術アカデミーPermanent Secretary） 
     氏は、前・モロッコ科学研究担当大臣で、モロッコの意気込みを感じられた。 
アカデミー内のモロッコ調の豪華な装飾が施された一室で行われた。お茶とオードブル、モロッコ風の

お菓子という内容だが、おごそかな室内で落ち着いた雰囲気で行われた。約 1時間。 
 

〇 2日目（12月 6日）：午前 講演、午後 エクスカーション 
【午前】 
  コーヒーブレークを挟んで、９時から一般講演 8件（そのうち 1件中止）。 
【午後】 
  初日と同様に研究所内で昼食後、バスでラバト市隣のサレ市に見学旅行：陶芸工場 

 
〇 3日目（12月 7日）：終日エクスカーション 
・午前 7時集合 エクスカーション：バスで、約 150km離れた世界遺産 Fes市へ。 
・武器博物館を見学後（博物館職員の説明あり）、Fesのリヤド（旧市街）に移動し皮染色工場、旧市街見学。 
・ホテルで昼食後、陶芸工場見学。いずれの見学場所もモロッコの特徴が良く出ている素晴らしいところ。前

日のサレ市も同様で、自国の文化を誇りをもって見せていた。 
・午後 6時頃 ラバト市着。解散。 

 
〇 最終日（12月 8日）：午前 講演と総会、夕方 バンケット 
・参加者は 10数名となり、会議室に移動して実施。 
・午前 9時から一般講演 3件 
・コーヒーブレーク後、総会を開催 
  ・ミラノ大会報告 
  ・カナダ大会（2018年）企画状況報告 
 テーマ案が 2案示され、挙手により採択された。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
CIMUSET第 46回大会 2018 
期間（案）：2018年 10月 15日（月）～19日（金） 
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➢ 帰国後、Ech cherki DAHMALI氏（モロッコテレコム博物館、CIMUSET議長）から京都大会企
画について次のようなコメントをもらった。 

（６）CIMUSET 

【午前】 
・09：20開始 
・開会の辞：CIMUSET議長 Ech cherki DAHMALI氏 （モロッコテレコム博物館長：ホスト博物館） 
・開会挨拶：CNRST所長 Mohammed Khalfaoui教授 
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般講演 2件（ドイツ、日本：講演時間 15分）が行われた。一般講演に引き続いて ICOM京都大会の案
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の会議用資料として、事前にCIMUSET議長に京都におけるCIMUSETオフサイトミーティング暫定案
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〇 2日目（12月 6日）：午前 講演、午後 エクスカーション 
【午前】 
  コーヒーブレークを挟んで、９時から一般講演 8件（そのうち 1件中止）。 
【午後】 
  初日と同様に研究所内で昼食後、バスでラバト市隣のサレ市に見学旅行：陶芸工場 

 
〇 3日目（12月 7日）：終日エクスカーション 
・午前 7時集合 エクスカーション：バスで、約 150km離れた世界遺産 Fes市へ。 
・武器博物館を見学後（博物館職員の説明あり）、Fesのリヤド（旧市街）に移動し皮染色工場、旧市街見学。 
・ホテルで昼食後、陶芸工場見学。いずれの見学場所もモロッコの特徴が良く出ている素晴らしいところ。前

日のサレ市も同様で、自国の文化を誇りをもって見せていた。 
・午後 6時頃 ラバト市着。解散。 

 
〇 最終日（12月 8日）：午前 講演と総会、夕方 バンケット 
・参加者は 10数名となり、会議室に移動して実施。 
・午前 9時から一般講演 3件 
・コーヒーブレーク後、総会を開催 
  ・ミラノ大会報告 
  ・カナダ大会（2018年）企画状況報告 
 テーマ案が 2案示され、挙手により採択された。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
CIMUSET第 46回大会 2018 
期間（案）：2018年 10月 15日（月）～19日（金） 

31



（６）CIMUSET 

その他の写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コーヒーブレーク 
コーヒーブレーク 

CNRST 入口 受付風景 

ランチ 

ウェルカムスピーチ ウェルカムレセプション 

ランチ会場 

（６）CIMUSET 

 CIMUSET2019 in Kyotoについては、議長及び Board Memberは、科博を支援する用意
がある。 

 発表・参加募集については、ICOM2019の統一テーマである“Museums as Cultural Hubs, 
the future of tradition”に沿って、2019年 5月に行う予定。 

 プログラム委員会、および基調講演者の選定については、科博とボードメンバーの協力で進

めることが可能である。 
 その後、もし可能であれば、科博側で、ローカルスポンサーを探し始めてもよい。 

それは次の費用に用いる。 
 レセプションパーティー／CIMUSETディナー 
 オフセットミーティング開催時の交通費など 
※モロッコも、モロッコ側が寄附を集めた。 

 CIMUSETからは、3,500ユーロ（約 47万円：現レート）を支給する。  
 最終的な案は、来年カナダにおける CIMUSET2018で決定する。  

 
（3）サービス類 
（ア） バス送迎サービス 

① 会期中はマイクロバス 3台で、市内箇所から会場へ送迎。 
② 同じバスをエクスカーションにも使用 

（イ） ランチ、コーヒーブレーク 
① ランチ：初日・2日目は会議で提供。3日目はエクスカーションで提供。4日目は、なし。 
② コーヒーブレーク：初日 2回、2日目、4日目午前の 1回 

（ウ） レセプション 
① 初日：   ウェルカムレセプション モロッコ王国アカデミー 
② 最終日：  バンケット  モロッコテレコム本社ビル（博物館がある） 
 

（4）課題 
（ア） 国をあげての実施 
（イ） 日本として、また、京都での開催についてどのような特徴を出すか 
（ウ） 予算の確保 
 ① ウェルカムレセプション、会議中のコーヒーブレーク・ランチ 
     ② CIMUSETオフサイトミーティング開催費用、CIMUSET独自のディナー 
   ※①については ICOM京都大会本体で提供。②については CIMUSETは 3,500ユーロ提供のみ。 
（エ） 国内からの参加者数を確保する工夫 
（オ） 連絡員の役割：どこまでするのか？ 
（カ） 今後のスケジュール 

① 京都大会については、CIMUSET理事会は 2018年 10月のカナダ大会で討議することを予定。 
  

32



（６）CIMUSET 

その他の写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コーヒーブレーク 
コーヒーブレーク 

CNRST 入口 受付風景 

ランチ 

ウェルカムスピーチ ウェルカムレセプション 

ランチ会場 

（６）CIMUSET 

 CIMUSET2019 in Kyotoについては、議長及び Board Memberは、科博を支援する用意
がある。 

 発表・参加募集については、ICOM2019の統一テーマである“Museums as Cultural Hubs, 
the future of tradition”に沿って、2019年 5月に行う予定。 

 プログラム委員会、および基調講演者の選定については、科博とボードメンバーの協力で進

めることが可能である。 
 その後、もし可能であれば、科博側で、ローカルスポンサーを探し始めてもよい。 

それは次の費用に用いる。 
 レセプションパーティー／CIMUSETディナー 
 オフセットミーティング開催時の交通費など 
※モロッコも、モロッコ側が寄附を集めた。 

 CIMUSETからは、3,500ユーロ（約 47万円：現レート）を支給する。  
 最終的な案は、来年カナダにおける CIMUSET2018で決定する。  

 
（3）サービス類 
（ア） バス送迎サービス 

① 会期中はマイクロバス 3台で、市内箇所から会場へ送迎。 
② 同じバスをエクスカーションにも使用 

（イ） ランチ、コーヒーブレーク 
① ランチ：初日・2日目は会議で提供。3日目はエクスカーションで提供。4日目は、なし。 
② コーヒーブレーク：初日 2回、2日目、4日目午前の 1回 

（ウ） レセプション 
① 初日：   ウェルカムレセプション モロッコ王国アカデミー 
② 最終日：  バンケット  モロッコテレコム本社ビル（博物館がある） 
 

（4）課題 
（ア） 国をあげての実施 
（イ） 日本として、また、京都での開催についてどのような特徴を出すか 
（ウ） 予算の確保 
 ① ウェルカムレセプション、会議中のコーヒーブレーク・ランチ 
     ② CIMUSETオフサイトミーティング開催費用、CIMUSET独自のディナー 
   ※①については ICOM京都大会本体で提供。②については CIMUSETは 3,500ユーロ提供のみ。 
（エ） 国内からの参加者数を確保する工夫 
（オ） 連絡員の役割：どこまでするのか？ 
（カ） 今後のスケジュール 

① 京都大会については、CIMUSET理事会は 2018年 10月のカナダ大会で討議することを予定。 
  

33



（６）CIMUSET 

プログラム（若干の変更あり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）CIMUSET 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2日目：サレ・陶芸工場 2日目：サレ・陶芸工場 

3日目：送迎用バス 3日目：武器博物館 

フェズ市皮革染色工場 フェズ陶芸工場 

最終日：会議 最終日：モロッコテレコム博物館見学 
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（７）CIPEG 

国際委員会名： 
International Committee for Egyptology （エジプト学国際委員会） 
 
参加者名： 
田澤 恵子 （公益財団法人 古代オリエント博物館）  
 
開催期日： 
平成 29年 9月 5日～8日（全日程参加） 
＊9月 9日のエクスカーションは、業務上 10日中に帰国する必要があったため不参加 
 
実施場所： 
アメリカ シカゴ 
The Oriental Institute of the University of Chicago 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The Role of Curators in Museum Research and Exhibits: Tradition, Change, and Looking to the 
Future 
 
2017年 CIPEG年次大会は、米国シカゴ大学オリエント研究所ブレステッドホールにて開催された。パラレルセ
ッションは設定されなかった。参加者は、事前登録者 44名に当日参加者数名を加え、全体で 50名前後であっ
た。年次大会各日のプログラムは以下の通り（詳細については、資料①参照） 
 
【9月 5日】 
午前： ① 受付及び参加費支払  

② 参加者自己紹介及び所属ミュージアムの事業報告及び事業計画 
   → このセッションにて京都大会の紹介と補足説明をおこなった（写真 5・6参照） 

午後：  パネルディスカッション  「The Role of Curators in Museums and Research」 
 → ガンドゥール財団 Bob Bianchi、フィールド博物館 William Parkinson、エジプト考古学博物館
   Mohamed Gamal Radshid、ルーブル美術館 Vincent Rondotの四氏によるパネルディスカッシ
   ョン 

Curatorの本分は研究にあり、まずは研究が推奨されるべきであるとの議論に対し、それは、研   

究、教育普及、広報、展示等セクション分けが明確になされ、Curatorが研究のみに没頭できる   環境が整う

大規模・高予算ミュージアムを背景にした議論であり、一人の Curatorが全てをおこ   なわなければならな

い小規模・低予算ミュージアムのケースも念頭に入れた議論が必要とのコメ   ントが寄せられた。 
 確かに、上記のパネリスト 4 名の所属機関は予算が潤沢、もしくは大規模組織のためにセクション割がしっかり
なされ、Curator が個々の研究に時間と労力の大半以上を費やせる職場環境と思われ、一人の Curator が全
ての責任を担い、実質的な作業はボランティアによって補われるような小規模・低予算のミュージアムとは事情が

大きく異なっている。やはり本テーマは一概に語ることは難しく、またパネリストにはそのような小規模・低予算ミュ

ージアムの Curator も含まれるべきであると思われた。 
 また、上記の議論に付随して、各国の Curator資格取得事情、Curator雇用事情、大学ミュージアム・公立ミ
ュージアム・私立ミュージアムの各事情についても意見、報告が交わされ、大変有意義であった。 
夜： 懇親会 
  

（６）CIMUSET 
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（７）CIPEG 

よるエクスカーションの希望地などを明確に伝えてくれたものの、費用面で懸案事項を抱えている会員が殆どで

あり、助成金申請など何等かの手段を今後講じるという声が多数聞かれた。 
 幹部との打合せ結果は以下の通り。 
① 京都大会（9 月 1 日－7 日）全体会議中に開催する委員会毎の会議（9 月 2 日―4日）では、他委員会（候
補：国際コレクティング委員会＜COMCOL＞）との共催セッションも含める。 
② 5 日目（9 月 5 日）のオフサイトミーティングは MIHO MUSEUM （滋賀県甲賀市）へのエクスカーションと
する。 
 →CIPEG会員たちのMIHO MUSEUMへの興味は非常に高く、以前から度々MIHO MUSEUM
鑑賞 希望を耳にしていた。事務局長は昨年実際訪問しており、2019 年に CIPEG が訪問することについ

て も積極的である。 
③ プレ/ポストコンファレンスは開催しないが、京都大会終了後に、全額自己負担のエクスカーションとして東京、
岡山のエジプトコレクション鑑賞ツアーを企画する。 
④ ②③については、日本国内での実質的な手配を CIPEG日本人会員がおこなう。 
 

         
 
 
 

  
 

写真 1．会場         写真 2．年次大会の案内 

写真 3．受付 写真 4．会場の様子 

（７）CIPEG 

【9月 6日】 
午前： 個人発表 テーマ 「Curatorial Issues」  
午後：  個人発表 テーマ 「Curatorial Issues」（本報告者もこの午後セッションにて個人発表） 
  〃    「Egyptian Collections」 
  〃 「Egyptian Collections and Curators」 

→ 午前・午後を跨いだ「Curatorial Issues」では、エジプト学及びエジプト資料にこだわら
 ず、より広くミュージアム運営の視点からの報告がなされた。一方、残りの二つのテーマに関

 しては、各機関のエジプトコレクションをめぐる報告、またはその研究調査にまつわる報告が

 なされた。 
夜： 総会 
 
【9月 7日】 
午前： 個人発表 テーマ 「Education and Outreach」 
  →主にワークショップに関する報告がなされた。予算や実際の運営ノウハウなどに関して質
  問が寄せられた。 
昼食： CIPEG幹部の Dr. G. Pieke氏（委員長）及び Dr. T. Bagh氏（事務局長）と京都大会に向けたラン
 チミーティング（写真７参照） →打合せ内容については、後述の年次大会参加所見参照 
午後： Field Museum視察 
夜： 在シカゴエジプト領事館主催 懇親会 
 
【9月 8日】 
午前： 個人発表 テーマ 「Egyptian Objects and Collections」 
  →エジプト資料研究の成果報告がなされた。 
 オリエント研究所公文書館及び図書館視察 
午後： 総括及び閉会式 
  
 
ICOM京都大会の PR： 
① パンフレット及びニュースレターの配布 
② 初日（9/5）午前に 10分程プレゼンテーション実施（京都大会プロモーションビデオ上映及び補足説明） 
③ CIPEG会員向けアンケート実施（以下の 3件について、アンケート用紙の配布と記入依頼をおこなった） 
 ・京都大会参加の意向確認 
 ・エクスカーションの希望地 
 ・来日にむけての懸案事項 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 本報告者は、2015 年のミュンヘン年次大会に続いて 2 度目の年次大会参加である。ミュンヘン年次大会以
降、委員長及び事務局長とは度々メールなどで連絡を取っており、昨年 2016 年に別件で来日した事務局長と
は東京で再会し、関東在住の日本人 CIPEG メンバーと共に都内のエジプトコレクションを数館案内した。また、
東海・関西在住の CIPEG 会員と連携し、近畿エリアのエジプトコレクション鑑賞についても一部手配した。尚、

CIPEG 会員の一部は本報告者の英国留学時代からの知己であり、個人的な交流の中で京都大会の話をする

ことも頻繁であった。 
 このような状況下で、京都大会のプレゼンテーション及びアンケート調査をおこなったところ、興味を示す会員

は非常に多かった。大会参加の他に日本文化に直に触れる機会を求める声もあり、大会開催中の休憩や食事、

全体エクスカーションへの期待が高まっていると感じた。一部の会員は京都大会参加を断言し、CIPEG 会員に
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よるエクスカーションの希望地などを明確に伝えてくれたものの、費用面で懸案事項を抱えている会員が殆どで
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【9月 8日】 
午前： 個人発表 テーマ 「Egyptian Objects and Collections」 
  →エジプト資料研究の成果報告がなされた。 
 オリエント研究所公文書館及び図書館視察 
午後： 総括及び閉会式 
  
 
ICOM京都大会の PR： 
① パンフレット及びニュースレターの配布 
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写真 5．ICOM京都大会のプレゼンテーション 写真 6．ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真 7．CIPEG幹部との打合せ（ランチミーティング） 写真 8．参加者記念撮影 
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・アイデンティフィケーションと共有された権利 
・包括的なアートコレクション 
・博物館、コレクション、コミュニティの関係 
・記憶をつなぎ、収集する 
③各種イベント 
・Västerbottens Museumガイドツアー、レセプション１（バス移動）・・・12/5 PM 
・Västerbottens Museumガイドツアー、レセプション 2（ホスト：ICOMスウェーデン）・・・12/6PM 
・Bildmuseet（近隣の現代美術館）ガイドツアー（写真 2）、夕食会・・・12/7PM 
・スウェーデン式クリスマスディナー・・・12/8PM 
スウェーデンで毎年 12/13に行われるルシア祭で歌われる歌の披露と共に、クリスマスディナーが振る舞われ

た。 
④ICOM COMCOL 年次会合・・・12/8 PM 
⑤ポストカンファレンス・・・12/9 
・Västerbottens Museum オープンエアミュージアム ガイドツアー （写真 3） 
・Västerbottens Museum クリスマスマーケット 
・Women’s History Museum 展示見学 
・Guitars – the Museum 展示見学、ギター演奏鑑賞 
 
ICOM京都大会の PR：  
 パンフレット及びニュースレターの配布を行った（写真 4）。また、ペーパーセッションでは筆者の発表の際に
ICOM 京都大会について触れた。ポストカンファレンスの前日にはお時間を頂き、京都大会プロモーション用ビ

デオを用いて、5分程度のプレゼンテーションを行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
（1）京都大会への参加について 
 上記に示した京都大会のＰＲを受けて、何人かの参加者からは京都大会に参加したいとお声がけいただいた。

「参加するかどうか迷っていたが、プロモーションビデオを見て参加したくなった」という声もあった。 
（2）食事への配慮について 
 今回の年次会合では、夕食会・コーヒーブレイク共に、ベジタリアン・ビーガン等へ食事の配慮がされていた。

コーヒーブレイクの際には、大会申し込みの際に記入した情報を元に、配慮が必要な参加者へ個人名が付され

た軽食が用意された。（写真 5） 
（3）現在決まっている予定 
・2018年 9月 26日～28日 

COMCOL2019  
FIHRM （Federation of Human Rights Museums、国際人権博物館連盟）とのジョイントカンファレンス 
於：カナダ・Winnipeg、The Human Rights Museum 

・2018年 9月 30日～10月 1日 
 舞鶴ミーティング 
 於：舞鶴引揚記念館、京都国際会館 
 ※COMCOL2019 の直後であるため、COMCOL からの参加については調整中である旨、Åsa Stenström
委員長より連絡があった。 

・2018年 8月 29日～31日 
COMCOL2019 プレ・カンファレンス（於：奈良） 

・2018年 9月 1日～7日 
 ICOM 京都大会 

（８）COMCOL 

 

国際委員会名： 
International Committee for Collecting  
（コレクティング国際委員会） 
 
参加者名： 
堀内しきぶ（奈良国立博物館 学芸部） 
 
開催期日： 
平成 29年 12月 5日～9日（全日程参加） 
 
実施場所： 
スウェーデン ウメオ 
Västerbottens Museum 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Guardians of Contemporary Collecting & Collections －Working with (contested) Collections and 
Narratives 
 
 2018 年の COMCOL 年次大会は、DOSS (Contemporary Collecting Sweden), NORSAM (Nordic 
network for contemporary collecting and research at museums) 、Västerbottens Museumの共催で

行われた。 
 COMCOL の前身はスウェーデンの博物館約 80 館を結ぶネットワーキンググループの Samdok（2011 年に
解散）であるが、今回の大会の共催者である DOSS はこの Samdok の活動を引き継ぐ団体である。また、
COMCOL委員長の Åsa Stenström氏は今回の会場である Västerbottens Museum に勤務し、DOSSに
関わる業務も担当している。 
今回の大会は、現代を収集すること、歴史的なコレクションと現在をつなぐこと、コミュニティとコレクションをつ

なぐことに焦点を当て、博物館におけるコレクティングとコレクションに関わる実践についての議論、また下記のよ

うな疑問に答える議論が行われた。 
遺産とは誰のものであるか？コレクションはどのように再考されるか？民主的なコレクションはどのように構築

することができるか？博物館倫理にはどのような新しいアプローチが考えられるか？ 
メイン会場である Västerbottens Museum の講堂は 100 名ほどを収容する広さで、参加者はおよそ 60 名

であった。 
5日間のスケジュールは以下の通りである。（プログラム： 

http://network.icom.museum/fileadmin/user_upload/minisites/comcol/pdf/ny_171114_comcol_progra
m_1_.pdf  平成 30年 1月 23日閲覧） 
①DOSS、COMCOLのボードメンバーミーティング・・・12/5 AM 
②ペーパーセッション、・・・12/5 PM, 6, 7, 8（写真 1） 
 合計で 43の発表者・グループからの発表があり、下記に示した 8つのテーマごとに発表と質疑応答が行われ
た。 
・持続可能性とコンテンポラリーコレクション（博物館間のネットワーキングを通じて） 
・コンテンポラリーコレクティング 
・方法論 
・民主的なコレクティング 
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・博物館、コレクション、コミュニティの関係 
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国際委員会名： 
ICOM International Committee for Collecting  
（コレクティング国際委員会） 
 
参加者名： 
堀内しきぶ（奈良国立博物館 学芸部） 
 
開催期日： 
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Västerbottens Museum 
 
概要：  
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写真 1 メイン会場 
 

写真 4 京都大会資料 

写真 2 Bildmuseetガイドツアー 
 

写真 3 オープンエアミュージアム ガイドツアー 

写真 5 コーヒーブレイク 
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（4）京都大会のスケジュールについて 
COMCOL2017 に参加していたボードメンバーにご参集いただき、京都大会のスケジュールについて確認した
ところ、以下のような希望があった。 
日時  会場 予 想

参 加

人数 

所要時間  

8/29（木） 
PM 

ボードミーティング 奈良（未定） 10名 3時間 COMCOL 
プレ・カン

ファレンス 
 

基調講演 ２名 奈良（未定） 40-
60名 

2時間 

ウェルカムレセプション 奈良（未定） 40-
60名 

？ 

8/30（金） 奈良国立博物館見学、エクスカーショ

ン（博物館、工芸の美術館、奈良周辺

の文化遺産、寺社仏閣、庭園、可能で

あれば茶会に参加、コーヒーブレイク）、

ワークショップ 
→31日午後京都へ移動（バス） 

奈良（未定）→京
都へ移動 

40-
60名 

（30日） 
9時間 
（31日） 
8時間 
 

8/31（土） 

9/1（日） ICOM大会 京都（国際会館）   ICOM 京

都大会 
  
 

9/2（月） 基調講演、ペーパーセッション、 
※うち１日を ICOM CIPEG（エジプト学
国際委員会）と、もう１日を ICOM 
CIDOC（ドキュメンテーション国際委員
会）と共催予定 
ワークショップ（4日）、年次会合（4日） 

京都（国際会館）   
9/3（火） 
9/4（水） 

9/5（木） オフサイトミーティング ※開催しない予

定 
  

9/6（金） エクスカーション    
9/7（土） 年次総会 京都（国際会館）   

 
プレ・カンファレンスについては、ボードメンバーより下記のような希望があった。 

・8/30（金）～8/31（土）はバス移動が望ましい 
・可能であれば 8/29,30はCOMCOL メンバーが同じホテルに滞在することを希望する。難しければ、付近で推
薦するホテルのリストがほしい 
ボードメンバーには、奈良の案内冊子やフリーペーパーをまとめたもの数セットをお渡しした。ボードメンバー

からの希望があれば調整するとともに、土地勘のないボードメンバーがプランを作成することは難しいと思われる

ため、いくつか可能なプランを連絡担当者から提案することが望ましいだろう。 
意向調査によると、オフサイトミーティングは開催しない予定である。9 月 2 日～4 日の 3 日間については、う

ち１日を ICOM CIPEG（エジプト学国際委員会）と、もう１日を ICOM CIDOC（ドキュメンテーション国際委員
会）と共催予定とのことであった。 
上の表に示した参加予定人数については、2015 年に韓国で開かれた年次大会を参考にしたが、その後会

員が増えていることから正確な人数は予測できないとのことだった。 
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（８）COMCOL 

 

 
 

 
                   
 
 

写真 1 メイン会場 
 

写真 4 京都大会資料 

写真 2 Bildmuseetガイドツアー 
 

写真 3 オープンエアミュージアム ガイドツアー 

写真 5 コーヒーブレイク 

（８）COMCOL 

 

 
（4）京都大会のスケジュールについて 
COMCOL2017 に参加していたボードメンバーにご参集いただき、京都大会のスケジュールについて確認した
ところ、以下のような希望があった。 
日時  会場 予 想

参 加

人数 

所要時間  

8/29（木） 
PM 

ボードミーティング 奈良（未定） 10名 3時間 COMCOL 
プレ・カン

ファレンス 
 

基調講演 ２名 奈良（未定） 40-
60名 

2時間 

ウェルカムレセプション 奈良（未定） 40-
60名 

？ 

8/30（金） 奈良国立博物館見学、エクスカーショ

ン（博物館、工芸の美術館、奈良周辺

の文化遺産、寺社仏閣、庭園、可能で

あれば茶会に参加、コーヒーブレイク）、

ワークショップ 
→31日午後京都へ移動（バス） 

奈良（未定）→京
都へ移動 

40-
60名 

（30日） 
9時間 
（31日） 
8時間 
 

8/31（土） 

9/1（日） ICOM大会 京都（国際会館）   ICOM 京

都大会 
  
 

9/2（月） 基調講演、ペーパーセッション、 
※うち１日を ICOM CIPEG（エジプト学
国際委員会）と、もう１日を ICOM 
CIDOC（ドキュメンテーション国際委員
会）と共催予定 
ワークショップ（4日）、年次会合（4日） 

京都（国際会館）   
9/3（火） 
9/4（水） 

9/5（木） オフサイトミーティング ※開催しない予

定 
  

9/6（金） エクスカーション    
9/7（土） 年次総会 京都（国際会館）   

 
プレ・カンファレンスについては、ボードメンバーより下記のような希望があった。 

・8/30（金）～8/31（土）はバス移動が望ましい 
・可能であれば 8/29,30はCOMCOL メンバーが同じホテルに滞在することを希望する。難しければ、付近で推
薦するホテルのリストがほしい 
ボードメンバーには、奈良の案内冊子やフリーペーパーをまとめたもの数セットをお渡しした。ボードメンバー

からの希望があれば調整するとともに、土地勘のないボードメンバーがプランを作成することは難しいと思われる

ため、いくつか可能なプランを連絡担当者から提案することが望ましいだろう。 
意向調査によると、オフサイトミーティングは開催しない予定である。9 月 2 日～4 日の 3 日間については、う

ち１日を ICOM CIPEG（エジプト学国際委員会）と、もう１日を ICOM CIDOC（ドキュメンテーション国際委員
会）と共催予定とのことであった。 
上の表に示した参加予定人数については、2015 年に韓国で開かれた年次大会を参考にしたが、その後会

員が増えていることから正確な人数は予測できないとのことだった。 
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（９）COSTUME 

“Uzbekistan, Turkumenistan,  Jewish Community” 
Debora Davidoff （1887-）というタシュケント生まれの裕福な商人の妻の装いの歴史を辿りながら、同地の歴史
や文化、価値観の変化を紹介。 
➢ Angelika Riley（ハンブルク） 
“Donation: Erika Holst（1917-1947）” 
2008年に寄贈を受けた一市民の衣服を巡って、彼女の個人的な歴史を掘り下げながら歴史を探る研究。 
・コーヒーブレイクが午前中、午後と 1回 30分ずつ確保されていた。紅茶、コーヒー、ペイストリー、フルーツと内
容も充実していて、疲れた頭を癒しつつ、参加者たちと交流する貴重な時間だった。  
・スタジオヴィジットも、スクール・オヴ・ヒストリカル・ドレス、ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム、ケンジントンパ

レスなど、ミラノ大会ほど多くはなかったが、充実していた。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターの配布すると同時に、総会にて 5 分程度のプレゼンテーションを行った。プレ
ゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及び補足説明を行った。京都という都市への興味を

持ってもらう良い機会となった。リクエストとして、現代と伝統をテーマにしたプログラムやバックヤードツアー、着

物に関する知識を深めるプログラム、工房訪問、文化学園大学（東京）でのプログラム、個人コレクションの見学

などが挙がった。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
（１）2019年京都大会開催にあたり、考慮すべきこと、期待すること 
・3日間でのセッション開催では時間が足りないほど発表者が多い。場合によっては、発表審査を行うべきか？ 
・VISIT プログラムは人数が多いと受け入れ先との交渉が必要となる。ガイド・ツアーやバックヤード見学はたい

てい人数制限をしなければならない。 
・ついプログラムを詰め混んでしまうが、フリータイムも必要。今回、水曜日は 15：30終了とした。 
・現代のものに加え、伝統的な服飾産業や裏方の仕事を紹介するツアーをぜひ設けてほしい。 
（２）理事会での京都大会への期待やアドバイス 
・発表希望者の募集ははやめに。発表希望者が多い場合は、本格的な研究発表を 20 分、萌芽的研究発表は
10分など時間に差をつけても良いのでは。通常の発表時間は今回と同様にこれまで 15分としてきた。 
・パワーポイントや発表原稿は早く事前に提出してもらえるようであればそのようにした方が楽。 
・構成としては、3-4セッション＋ヴィジットを基本とし、それに加えてエクスカーション、ポスト・コンフェレンス・ツア
ーを企画してほしい。 
・ヴィジットは一日当たり 1 から 2 か所が適当。KCI や服飾関係の工房、個人コレクター宅訪問、伝統的な着物
産業の見学などがしたい。 
・想定される参加者は 40名程度。 
・日本語が皆できない上、日本では英語が通じないため、参加者 5人程度につき 1人程度のボランティア（学生
でよい）がついてもらえるとありがたい。 
・テーマは総会と異なるものでよい。ただし、総会のテーマも COSTUME 会員が発表しやすいテーマではある

ため、この路線でも良い。今後、要検討。 
・会議中、前日と後半というタイミングで 2回、理事会の時間を設けること。また総会の時間も中日に設けること。 
（３）ICOM COSTUME総会 
・新メンバー紹介 
・2017年度年次大会について 
・88人参加、46の発表。 
協力者への謝辞：Alexandra Kim, Matteo Augello, ロンドン・ファッション・カレッジ、ファン（扇）ミュージアム、
ケンジントン・パレス、ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム、スクール・オヴ・ヒストリカル・ドレス 

（９）COSTUME 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Costume  
（衣装の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
本橋弥生 （国立新美術館主任研究員） 
 
開催期日： 
平成 29年 6月 26日～29日 
 
実施場所： 
イギリス ロンドン 
London College of Fashion 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
The Narrative Power of Clothes（衣服のもつ物語の力について） 
 
・参加者数は 88人。（過去最多）前々回のトロント大会も多かったが 70名程度の参加だった。 
・当初開催地となっていたバンコクでの大会開催は王崩御のため、中止され、急遽、ロンドンで大会が開催され

た。 
・ウェルカム・レセプションは個人経営の小さな美術館、ファン・ミュージアムで行われた。非常に小さな館のため、

参加者全員が参加することはできなかった。 
・「衣装の持つ物語」がテーマとなっていたため、誰もが参加しやすいテーマであったため、発表者も 46 人と多
く、かつ聞いていても興味深い内容だった。 
・世界の様々な地域における異なる時代の衣服についての発表で、参加者全員にとって刺激的な内容であっ

た。主な発表は下記の通り。 
➢ Alexander Palmer（ロイヤル・オンタリオ博物館） 
“Telling Tales: Corrections and New Directions” 
ファッションではないが、歴史を語る衣服がある。最近の収蔵作品を巡り、その所有者であったハンガリーから移

住してきた男性の個人的な歴史を記録するプロジェクトについて紹介。 
➢ Ildiko Simonovics（ハンガリー国立博物館） 
“In Search of a Legend-life and Work of Klara Rotschild（1903-1976）” 
2018 年に予定している展覧会テーマについて。Rotschild は第二次世界大戦後、共産主義時代にオートクチ
ュールをハンガリーに導入した女性デザイナー。ハンガリー国外では知られていないが、ハンガリー服飾史にお

いて重要であった彼女が行ったことを検証する内容。 
➢ Chryssa Kapartziani, Myrsini Pichou（アテネ大学） 
“The Narrative Power of Dress during Trials: The Practioners of Law at Work- A Greek Case Study” 
ギリシャにおける弁護士の服装に関する社会学的な調査結果について。ギリシャでは、若い法律家はスーツを

着ずにカジュアルな服装の人が多い。彼らの価値観を統計を取ることで説明した。 
➢ Kirsten Toftegaard（デンマーク・デザイン・ミュージアム） 
“Home Diligence Sweeps Across the Country” 
第二次世界大戦後のデンマークにおけるファッションに関する考察。どのように服を作り、どのような色が好まれ

たのかなど。 
➢ Ndam Ben Yossef 
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（９）COSTUME 

“Uzbekistan, Turkumenistan,  Jewish Community” 
Debora Davidoff （1887-）というタシュケント生まれの裕福な商人の妻の装いの歴史を辿りながら、同地の歴史
や文化、価値観の変化を紹介。 
➢ Angelika Riley（ハンブルク） 
“Donation: Erika Holst（1917-1947）” 
2008年に寄贈を受けた一市民の衣服を巡って、彼女の個人的な歴史を掘り下げながら歴史を探る研究。 
・コーヒーブレイクが午前中、午後と 1回 30分ずつ確保されていた。紅茶、コーヒー、ペイストリー、フルーツと内
容も充実していて、疲れた頭を癒しつつ、参加者たちと交流する貴重な時間だった。  
・スタジオヴィジットも、スクール・オヴ・ヒストリカル・ドレス、ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム、ケンジントンパ

レスなど、ミラノ大会ほど多くはなかったが、充実していた。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターの配布すると同時に、総会にて 5 分程度のプレゼンテーションを行った。プレ
ゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及び補足説明を行った。京都という都市への興味を

持ってもらう良い機会となった。リクエストとして、現代と伝統をテーマにしたプログラムやバックヤードツアー、着

物に関する知識を深めるプログラム、工房訪問、文化学園大学（東京）でのプログラム、個人コレクションの見学

などが挙がった。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
（１）2019年京都大会開催にあたり、考慮すべきこと、期待すること 
・3日間でのセッション開催では時間が足りないほど発表者が多い。場合によっては、発表審査を行うべきか？ 
・VISIT プログラムは人数が多いと受け入れ先との交渉が必要となる。ガイド・ツアーやバックヤード見学はたい

てい人数制限をしなければならない。 
・ついプログラムを詰め混んでしまうが、フリータイムも必要。今回、水曜日は 15：30終了とした。 
・現代のものに加え、伝統的な服飾産業や裏方の仕事を紹介するツアーをぜひ設けてほしい。 
（２）理事会での京都大会への期待やアドバイス 
・発表希望者の募集ははやめに。発表希望者が多い場合は、本格的な研究発表を 20 分、萌芽的研究発表は
10分など時間に差をつけても良いのでは。通常の発表時間は今回と同様にこれまで 15分としてきた。 
・パワーポイントや発表原稿は早く事前に提出してもらえるようであればそのようにした方が楽。 
・構成としては、3-4セッション＋ヴィジットを基本とし、それに加えてエクスカーション、ポスト・コンフェレンス・ツア
ーを企画してほしい。 
・ヴィジットは一日当たり 1 から 2 か所が適当。KCI や服飾関係の工房、個人コレクター宅訪問、伝統的な着物
産業の見学などがしたい。 
・想定される参加者は 40名程度。 
・日本語が皆できない上、日本では英語が通じないため、参加者 5人程度につき 1人程度のボランティア（学生
でよい）がついてもらえるとありがたい。 
・テーマは総会と異なるものでよい。ただし、総会のテーマも COSTUME 会員が発表しやすいテーマではある

ため、この路線でも良い。今後、要検討。 
・会議中、前日と後半というタイミングで 2回、理事会の時間を設けること。また総会の時間も中日に設けること。 
（３）ICOM COSTUME総会 
・新メンバー紹介 
・2017年度年次大会について 
・88人参加、46の発表。 
協力者への謝辞：Alexandra Kim, Matteo Augello, ロンドン・ファッション・カレッジ、ファン（扇）ミュージアム、
ケンジントン・パレス、ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム、スクール・オヴ・ヒストリカル・ドレス 

（９）COSTUME 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Costume  
（衣装の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
本橋弥生 （国立新美術館主任研究員） 
 
開催期日： 
平成 29年 6月 26日～29日 
 
実施場所： 
イギリス ロンドン 
London College of Fashion 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
The Narrative Power of Clothes（衣服のもつ物語の力について） 
 
・参加者数は 88人。（過去最多）前々回のトロント大会も多かったが 70名程度の参加だった。 
・当初開催地となっていたバンコクでの大会開催は王崩御のため、中止され、急遽、ロンドンで大会が開催され

た。 
・ウェルカム・レセプションは個人経営の小さな美術館、ファン・ミュージアムで行われた。非常に小さな館のため、

参加者全員が参加することはできなかった。 
・「衣装の持つ物語」がテーマとなっていたため、誰もが参加しやすいテーマであったため、発表者も 46 人と多
く、かつ聞いていても興味深い内容だった。 
・世界の様々な地域における異なる時代の衣服についての発表で、参加者全員にとって刺激的な内容であっ

た。主な発表は下記の通り。 
➢ Alexander Palmer（ロイヤル・オンタリオ博物館） 
“Telling Tales: Corrections and New Directions” 
ファッションではないが、歴史を語る衣服がある。最近の収蔵作品を巡り、その所有者であったハンガリーから移

住してきた男性の個人的な歴史を記録するプロジェクトについて紹介。 
➢ Ildiko Simonovics（ハンガリー国立博物館） 
“In Search of a Legend-life and Work of Klara Rotschild（1903-1976）” 
2018 年に予定している展覧会テーマについて。Rotschild は第二次世界大戦後、共産主義時代にオートクチ
ュールをハンガリーに導入した女性デザイナー。ハンガリー国外では知られていないが、ハンガリー服飾史にお

いて重要であった彼女が行ったことを検証する内容。 
➢ Chryssa Kapartziani, Myrsini Pichou（アテネ大学） 
“The Narrative Power of Dress during Trials: The Practioners of Law at Work- A Greek Case Study” 
ギリシャにおける弁護士の服装に関する社会学的な調査結果について。ギリシャでは、若い法律家はスーツを

着ずにカジュアルな服装の人が多い。彼らの価値観を統計を取ることで説明した。 
➢ Kirsten Toftegaard（デンマーク・デザイン・ミュージアム） 
“Home Diligence Sweeps Across the Country” 
第二次世界大戦後のデンマークにおけるファッションに関する考察。どのように服を作り、どのような色が好まれ

たのかなど。 
➢ Ndam Ben Yossef 
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（９）COSTUME 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

写真 5．ケンジントンパレス訪問 写真 6．ケンジントンパレスでの収蔵庫見学 

写真 7．ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム訪問 
写真 8．ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアムにて開催され

ていたバレンシアガ展担当キュレーターによるレクチャー 

（９）COSTUME 

・出版物について 
2016年度大会の Proceedings を 2017年 1月にオンラインに掲載。 
ニューズレターも印刷はせず、オンラインで年に 2回、発行予定。（コスト削減のため） 
・新理事長候補の選出 
⇒Alexandra Palmer （カナダ、ロイヤル・オンタリオ・ミュージアム）が他薦で選出された。2019 年の京都大会
前後に現理事長と交代予定。 
（４）来年度の年次大会について（オランダ） 
2018年 6月 10日（日）レジストレーション 

6月 11日（月）9：00－15：00 ペーパーセッション、夜はスタジオ・ヴィジット 
6月 12日（火）9：00－14：00 ペーパーセッション、夕方、セントラール・ミュージアム訪問 
6月 13日（水）9：00－14：00 ペーパーセッション、夕方、セントラール・ミュージアム訪問 
6月 14日（木）ティルブグ・テキスタイル・ミュージアム訪問（バス） 
6月 15日（金）王立美術館、鞄博物館訪問 

オランダにあるコスチューム系の美術館、博物館が連携して開催する来年度の年次大会は、ほぼすべてのこと

が 1年前の本大会で決まっているようだった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真 1．会場遠景 
写真 2．モーニング・コーヒーの様子 

写真 3．会場の様子 写真 4．ペーパーセッション 

の様子 
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（９）COSTUME 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

写真 5．ケンジントンパレス訪問 写真 6．ケンジントンパレスでの収蔵庫見学 

写真 7．ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアム訪問 
写真 8．ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアムにて開催され

ていたバレンシアガ展担当キュレーターによるレクチャー 

（９）COSTUME 

・出版物について 
2016年度大会の Proceedings を 2017年 1月にオンラインに掲載。 
ニューズレターも印刷はせず、オンラインで年に 2回、発行予定。（コスト削減のため） 
・新理事長候補の選出 
⇒Alexandra Palmer （カナダ、ロイヤル・オンタリオ・ミュージアム）が他薦で選出された。2019 年の京都大会
前後に現理事長と交代予定。 
（４）来年度の年次大会について（オランダ） 
2018年 6月 10日（日）レジストレーション 

6月 11日（月）9：00－15：00 ペーパーセッション、夜はスタジオ・ヴィジット 
6月 12日（火）9：00－14：00 ペーパーセッション、夕方、セントラール・ミュージアム訪問 
6月 13日（水）9：00－14：00 ペーパーセッション、夕方、セントラール・ミュージアム訪問 
6月 14日（木）ティルブグ・テキスタイル・ミュージアム訪問（バス） 
6月 15日（金）王立美術館、鞄博物館訪問 

オランダにあるコスチューム系の美術館、博物館が連携して開催する来年度の年次大会は、ほぼすべてのこと

が 1年前の本大会で決まっているようだった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真 1．会場遠景 
写真 2．モーニング・コーヒーの様子 

写真 3．会場の様子 写真 4．ペーパーセッション 

の様子 
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（10）DEMHIST 

ICOM京都大会の PR： 
受付で ICOM京都大会のパンフレット、ニュースレター、二条城のリーフレットなどを配架した。また 10月 16

日ハンプトン・コートでのセッションの一部として、京都大会についてのプレゼンテーションの機会を得、事務局 

Jenny チョウ、CECA 理事 太田 歩、中谷の 3名で PR を行った。 
 
 
 
 

 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
配架したパンフレットは多くの参加者の関心を集め、また 2019年には是非京都に行きたい、すでに渡航費の

工面を始めているなど、多数の参加者から京都への期待の声を耳にした。今回は CECA との共同開催、また

Historic Royal Palacesの全面協力によって実現されたことにより、ロンドン塔、ハンプトン・コート宮殿内にそれ
ぞれのセッションに対応した快適な会場が用意され、ガラ・ディナーも宮殿内の華麗な会場で実現された。揃い

のパーカーを着用した多数のヴォランティアの活動も何人かのチーフのリーダーシップのもとに良好な統制と、

的確な連絡体制が取れており参考となった。また各セッションの議論をライブで描くイラストレーターが配置され、

新鮮な議論の記録の手法が目を引いた。 
会場間の移動は、バス移動に関しては円滑であったが、鉄道による移動は、列車運行の変更等への予測と

準備が不全であり、混乱や遅滞が生じた。日本との状況の違いはあるものの、不測の事態に対する備えの重要

性を感じた。 
※当該委員会における ICOM 京都大会の反応や要望、大会に向けての進捗状況など、その他年次大会に

参加して、得られた情報や感じたこと、今後の方向性などご記入ください。 

  
The Great Hallでのガラ・ディナー    記録イラストレーター 
 

（10）DEMHIST 

国際委員会名： 
International Committee for Historic House Museums 
（歴史的建築物の博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
中谷 至宏 （元離宮二条城事務所／京都市美術館） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 13日～18日（18日のエクスカーションのみ不参加） 
International Committee for Education and Cultural Action（教育・文化活動国際委員会）と合同会議 
 
実施場所： 
イギリス ロンドン 
Tower of London（ロンドン塔）, Hampton Court Palace（ハンプトンコート宮殿） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Relevance 2017: Are we doing enough? Keeping heritage relevant in the 21st Century. 
（関係性 2017： 文化遺産を維持していくため、21世紀に如何に適切に関連付けることができるか？） 
 
邸宅の歴史の背後にある奴隷制、遺産の修復に伴う破壊、遺産に蓄積する埃への着目など、遺産に関わる

ルールや慣習を取り払い、直面する現代社会の諸問題に如何に関連付けた経験を生み出せるかを問う、フラン

クリン・ヴァグノンの基調講演に始まり、「遺産は誰のものなのか？」「挑戦的な歴史」などを小テーマに、過去の

負の歴史、現代の種々の差別問題等を踏まえつつ、現代の人々にとっての歴史的遺産の意味を問う多様な発

表と議論がなされた。会期最後のテート美術館群館長マリア・バルショーの基調講演でも、ブレクジットによる国

民の分断や性的マイノリティー問題にコミットした展覧会活動が紹介され、責任と覚悟を伴った博物館活動の実

践が報告された。 

     
ロンドン塔                    ハンプトン・コート宮殿 

   
フランクリン・ヴァグノン                マリア・バルショー 
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（10）DEMHIST 

ICOM京都大会の PR： 
受付で ICOM京都大会のパンフレット、ニュースレター、二条城のリーフレットなどを配架した。また 10月 16

日ハンプトン・コートでのセッションの一部として、京都大会についてのプレゼンテーションの機会を得、事務局 

Jenny チョウ、CECA 理事 太田 歩、中谷の 3名で PR を行った。 
 
 
 
 

 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
配架したパンフレットは多くの参加者の関心を集め、また 2019年には是非京都に行きたい、すでに渡航費の

工面を始めているなど、多数の参加者から京都への期待の声を耳にした。今回は CECA との共同開催、また

Historic Royal Palacesの全面協力によって実現されたことにより、ロンドン塔、ハンプトン・コート宮殿内にそれ
ぞれのセッションに対応した快適な会場が用意され、ガラ・ディナーも宮殿内の華麗な会場で実現された。揃い

のパーカーを着用した多数のヴォランティアの活動も何人かのチーフのリーダーシップのもとに良好な統制と、

的確な連絡体制が取れており参考となった。また各セッションの議論をライブで描くイラストレーターが配置され、

新鮮な議論の記録の手法が目を引いた。 
会場間の移動は、バス移動に関しては円滑であったが、鉄道による移動は、列車運行の変更等への予測と

準備が不全であり、混乱や遅滞が生じた。日本との状況の違いはあるものの、不測の事態に対する備えの重要

性を感じた。 
※当該委員会における ICOM 京都大会の反応や要望、大会に向けての進捗状況など、その他年次大会に

参加して、得られた情報や感じたこと、今後の方向性などご記入ください。 

  
The Great Hallでのガラ・ディナー    記録イラストレーター 
 

（10）DEMHIST 

国際委員会名： 
International Committee for Historic House Museums 
（歴史的建築物の博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
中谷 至宏 （元離宮二条城事務所／京都市美術館） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 13日～18日（18日のエクスカーションのみ不参加） 
International Committee for Education and Cultural Action（教育・文化活動国際委員会）と合同会議 
 
実施場所： 
イギリス ロンドン 
Tower of London（ロンドン塔）, Hampton Court Palace（ハンプトンコート宮殿） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Relevance 2017: Are we doing enough? Keeping heritage relevant in the 21st Century. 
（関係性 2017： 文化遺産を維持していくため、21世紀に如何に適切に関連付けることができるか？） 
 
邸宅の歴史の背後にある奴隷制、遺産の修復に伴う破壊、遺産に蓄積する埃への着目など、遺産に関わる

ルールや慣習を取り払い、直面する現代社会の諸問題に如何に関連付けた経験を生み出せるかを問う、フラン

クリン・ヴァグノンの基調講演に始まり、「遺産は誰のものなのか？」「挑戦的な歴史」などを小テーマに、過去の

負の歴史、現代の種々の差別問題等を踏まえつつ、現代の人々にとっての歴史的遺産の意味を問う多様な発

表と議論がなされた。会期最後のテート美術館群館長マリア・バルショーの基調講演でも、ブレクジットによる国

民の分断や性的マイノリティー問題にコミットした展覧会活動が紹介され、責任と覚悟を伴った博物館活動の実

践が報告された。 

     
ロンドン塔                    ハンプトン・コート宮殿 

   
フランクリン・ヴァグノン                マリア・バルショー 
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（11）GLASS 

 

④ 10/19（木） Lommel, Seraing, Embourg 
午前： Lommelのグラスハウスの現代ガラスコレクションをご案内・見学。 
午後： Seraing に移動、ベルギーのガラス会社 Val Saint Lambert 跡のガラス美術館と、工房でのガラス
製作をご案内・見学（写真 8）。Embourg に移動し、Lothar Knauf 氏宅を訪問。膨大な個人コレクションで
ある近世のヨーロッパガラスをご案内・見学（写真７）。 
⑤ 10/20（金） Liege, Lille 
午前：Liegeの Cirtius Museumの古代から現代までのガラスコレクションをご案内・見学。 
午後：Lilleへ移動。 

 
ICOM京都大会の PR： 
事務局からご提供いただいたパンフレット及びニュースレターの配布を行った。2 日目の全体集会の際、１０分
程度のプレゼンテーションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及び補足説

明を行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
前年のミラノ大会に参加させていただいたこともあり、半数以上のメンバーと顔見知りであったため、非常に温か

く迎えていただいた。京都大会のプレゼンテーションはほとんどのメンバーが来日したことがないこともあり、非常

に関心も高かった。しかし一方で、高額な旅費が大きな問題でもあることも確かである。また、京都周辺でガラス

コレクションが見られるのかの懸念の声も聞かれた。また、日本のガラス自体について、まだまだ海外の方には

知られていないことも痛感した。ボードメンバーからは、京都大会、プレ大会に関して、下記の相談等をいただい

た。 
（１）京都周辺のガラスコレクションについて 
京都周辺で、どんなガラスが見られるのかの質問を受けた。これは、ICOM Glass にとって、非常に大きな問題
である。その時に思いつくコレクションについて、以下のようにお伝えした。京都市内の主要美術館では京都近

代美術館であろう。その他日帰りで見学に伺えそうなのは、MIHO MUSEUM、神戸市立博物館。北陸では石
川県立美術館や金沢卯辰山工房や、富山ガラス美術館や研究所がある。東京ではサントリー美術館がある。 
これについてメンバーからは、2 泊 3 日の見学ツアーを開催してもらえないかなどのご意見も頂戴した。実際問
題として、ICOM Glass の事務局側は、日本の事情、および日本でのガラスについての状況の情報があまりに
も少なく、ツアーの企画が出来る状態にない。実働はこちらに負かされざるを得ない事態となっている。今後、相

談、調整させていただければ幸いです。 
（２）京都大会の旅費・宿泊費をカバーする特別予算について 
日本へは行きたいが、現実的に遠く、物価が高い。大会側から、特別予算などのサポートはないのかの質問をさ

れた。（これについては再度確認してから連絡する旨お伝えし、帰国後メールにてそうした予算はないことを伝え

た。） 
（３）次回年会とプレ大会について 
2018 年の年次会が、以下の通り決まっているため、舞鶴でのプレ大会への参加は難しいとのこと（私も同様で
す。） 
2018年 9月 24日（月）～28日（金） サンクトペテルスブルグ・エルミタージュ美術館を拠点にロシア訪問 
なお、次回年会で、①日本のガラスについて②京都大会に参加した場合、どんなコレクションが見られるか、の

2点についてレクチャーとプレゼンテーションを行うよう、求められた。 
 
＊プログラムの詳細は、別紙資料１-プログラムをご参照ください。 
 

（11）GLASS 

 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Glass 
（ガラスの博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
土田 ルリ子 （サントリー美術館学芸副部長） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 16日～20日（全日程参加、ただし要移動のため、最終日の Farewell dinnerには不参加） 
 
実施場所： 
フランス サール＝ポトリ ～ ベルギー リエージュ 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
New museums: documenting and reviving glass-making traditions 
（新美術館〈リニューアルも含む〉について：ガラス製作の伝統の文書化と活性化） 
 
2017年の ICOM Glass年次会は、Sars-PoterieにあるMusVerre（ガラス美術館）を拠点（写真１）に、北フラ
ンスからベルギーのリエージュまでバス移動しながら開催された。MusVerre は伝統的なガラス作りの町に位置
し、1967 年から工房の一部を美術館として開放し活動してきたが、2016 年 10 月に同市内に移転し、美しい現
代建築として生まれ変わった。本年次会はこれを記念して、北フランスからベルギーのガラスの町を巡ることにな

り、開催された。参加者はおよそ 35 名。ほとんどがヨーロッパ圏内からの参加者で、その他は北米 2 名、ブラジ
ル 4名、イスラエルから 1名、アジアからの参加は私のみだった。 
５日間の発表・見学はまさにガラス三昧、盛りだくさんで、詳細は資料１-プログラムをご参照いただきたい。レク

チャーには、英語・フランス語の同時通訳が付いた。主要なパートは下記の通り。 
 
① 10/１６（月） Sars-Poteries （場所） 
午前：Mus Verreにてオープニング。同美術館館長（写真２）、および ICOM Glass総長からのご挨拶の後、
レクチャー。各所属美術館の今や、現代ガラスアートの公共広場での役割などのご発表。 
午後：同館企画展（現代ガラスの個人コレクション 写真３）のご案内・見学後、再びレクチャー。近年のヴェネ

チアのガラス企画展やベルギー・モミニーに新設された現代ガラス美術館の紹介などご報告いただいた。そ

の後コレクション展のご案内・見学。 
② 10/17（火） Sars-Poteries, Trélon 
午前：Mus Verreにてレクチャー。 
午後：Mus Verre にてレクチャー後、バスで移動。古くから香水瓶とシャンパン用の瓶を作っていた工房跡に
作られたガラス美術館を訪問、見学。その後全体集会（写真４）にて、ICOM Glass の昨年度の活動・収支報
告と、来年の年次会の予定、および ICOM 京都大会のプレゼンテーションをさせていただいた（内容、反応

は次項をご参照ください。） 
③ 10/18（水） Boussois, Chaliroi 
午前：Boussoisの AGC（旭硝子）工場訪問。高透過、低反射の板ガラスの製作工程をご案内・見学（写真 5）。
およびガラス記念館とガラス作家たちの手作りによる教会を訪問。 
午後：Charleroi に移動。ガラス美術館で古代から現代までのガラスコレクションを見学後、同館工房内で製
作中の作家の工房と、収蔵庫内のガラスコレクションを見学（写真６）。 
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（11）GLASS 

 

④ 10/19（木） Lommel, Seraing, Embourg 
午前： Lommelのグラスハウスの現代ガラスコレクションをご案内・見学。 
午後： Seraing に移動、ベルギーのガラス会社 Val Saint Lambert 跡のガラス美術館と、工房でのガラス
製作をご案内・見学（写真 8）。Embourg に移動し、Lothar Knauf 氏宅を訪問。膨大な個人コレクションで
ある近世のヨーロッパガラスをご案内・見学（写真７）。 
⑤ 10/20（金） Liege, Lille 
午前：Liegeの Cirtius Museumの古代から現代までのガラスコレクションをご案内・見学。 
午後：Lilleへ移動。 

 
ICOM京都大会の PR： 
事務局からご提供いただいたパンフレット及びニュースレターの配布を行った。2 日目の全体集会の際、１０分
程度のプレゼンテーションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及び補足説

明を行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
前年のミラノ大会に参加させていただいたこともあり、半数以上のメンバーと顔見知りであったため、非常に温か

く迎えていただいた。京都大会のプレゼンテーションはほとんどのメンバーが来日したことがないこともあり、非常

に関心も高かった。しかし一方で、高額な旅費が大きな問題でもあることも確かである。また、京都周辺でガラス

コレクションが見られるのかの懸念の声も聞かれた。また、日本のガラス自体について、まだまだ海外の方には

知られていないことも痛感した。ボードメンバーからは、京都大会、プレ大会に関して、下記の相談等をいただい

た。 
（１）京都周辺のガラスコレクションについて 
京都周辺で、どんなガラスが見られるのかの質問を受けた。これは、ICOM Glass にとって、非常に大きな問題
である。その時に思いつくコレクションについて、以下のようにお伝えした。京都市内の主要美術館では京都近

代美術館であろう。その他日帰りで見学に伺えそうなのは、MIHO MUSEUM、神戸市立博物館。北陸では石
川県立美術館や金沢卯辰山工房や、富山ガラス美術館や研究所がある。東京ではサントリー美術館がある。 
これについてメンバーからは、2 泊 3 日の見学ツアーを開催してもらえないかなどのご意見も頂戴した。実際問
題として、ICOM Glass の事務局側は、日本の事情、および日本でのガラスについての状況の情報があまりに
も少なく、ツアーの企画が出来る状態にない。実働はこちらに負かされざるを得ない事態となっている。今後、相

談、調整させていただければ幸いです。 
（２）京都大会の旅費・宿泊費をカバーする特別予算について 
日本へは行きたいが、現実的に遠く、物価が高い。大会側から、特別予算などのサポートはないのかの質問をさ
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た。） 
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＊プログラムの詳細は、別紙資料１-プログラムをご参照ください。 
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国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Glass 
（ガラスの博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
土田 ルリ子 （サントリー美術館学芸副部長） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 16日～20日（全日程参加、ただし要移動のため、最終日の Farewell dinnerには不参加） 
 
実施場所： 
フランス サール＝ポトリ ～ ベルギー リエージュ 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
New museums: documenting and reviving glass-making traditions 
（新美術館〈リニューアルも含む〉について：ガラス製作の伝統の文書化と活性化） 
 
2017年の ICOM Glass年次会は、Sars-PoterieにあるMusVerre（ガラス美術館）を拠点（写真１）に、北フラ
ンスからベルギーのリエージュまでバス移動しながら開催された。MusVerre は伝統的なガラス作りの町に位置
し、1967 年から工房の一部を美術館として開放し活動してきたが、2016 年 10 月に同市内に移転し、美しい現
代建築として生まれ変わった。本年次会はこれを記念して、北フランスからベルギーのガラスの町を巡ることにな

り、開催された。参加者はおよそ 35 名。ほとんどがヨーロッパ圏内からの参加者で、その他は北米 2 名、ブラジ
ル 4名、イスラエルから 1名、アジアからの参加は私のみだった。 
５日間の発表・見学はまさにガラス三昧、盛りだくさんで、詳細は資料１-プログラムをご参照いただきたい。レク

チャーには、英語・フランス語の同時通訳が付いた。主要なパートは下記の通り。 
 
① 10/１６（月） Sars-Poteries （場所） 
午前：Mus Verreにてオープニング。同美術館館長（写真２）、および ICOM Glass総長からのご挨拶の後、
レクチャー。各所属美術館の今や、現代ガラスアートの公共広場での役割などのご発表。 
午後：同館企画展（現代ガラスの個人コレクション 写真３）のご案内・見学後、再びレクチャー。近年のヴェネ
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午前：Mus Verreにてレクチャー。 
午後：Mus Verre にてレクチャー後、バスで移動。古くから香水瓶とシャンパン用の瓶を作っていた工房跡に
作られたガラス美術館を訪問、見学。その後全体集会（写真４）にて、ICOM Glass の昨年度の活動・収支報
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は次項をご参照ください。） 
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午前：Boussoisの AGC（旭硝子）工場訪問。高透過、低反射の板ガラスの製作工程をご案内・見学（写真 5）。
およびガラス記念館とガラス作家たちの手作りによる教会を訪問。 
午後：Charleroi に移動。ガラス美術館で古代から現代までのガラスコレクションを見学後、同館工房内で製
作中の作家の工房と、収蔵庫内のガラスコレクションを見学（写真６）。 
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写真 2．映像祭の案内表示   

 

 

 

 

 

 

写真 2．館長挨拶 写真１．拠点 MusVerre 
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写真 6．収蔵庫見学 

写真 5．旭硝子見学 

写真 8 ヴァルサンランベール工場跡見学 
写真 7 個人コレクション見学 

写真 3 Mus Verre コレクション見学 

． MusVerre 
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（12）ICAMT 

 

年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
一般参加者が日本での開催に向けてもつ期待は大きく、何人もの人から日本に行きたいと話しかけられた。

何人か直島など瀬戸内国際芸術祭に興味があるとの話だったが、これまでの会期中に行くと非常に混んでいる

上、京都からは離れているので、エクスカーション日にとして設定するのは難しいと答えた。まだ日程は決まって

いないが、芸術祭会期中に見たい人はプレコングレス、終わってから常設の美術館などを見たい人はポストコン

グレスでツアーを設定するのが良いと思う。 
初日の夕方から深夜にかけてホテルにおいて役員会が開かれたので、ICAMT としてのプログラムとしてその

場での議論を紹介する。 
（１）当面の予定 

2017 年 10 月 14-18 日 シンシナティ ICMEMO とのジョイントによる年次大会、テーマは memory 
buildingで、ICAMTからは既存建物の転用改修などにより建物の記憶を継承していく方法について議論する 

2018年 1月 28-30日 リスボン 博物館建築技術に関するワークショップ （今年、リオデジャネイロで開催し

たものが好評だったので、リスボン大学など現地とのタイアップで開催する） 
2018年 9 月 6-8 日 ICAMT 年次大会 エスポーおよびヘルシンキ（フィンランド） フィンランドにおける建

築と博物館をテーマに、新設のギャラリーの紹介などを含む 
2018年 9月 ICOM日本委員会主催舞鶴会議・京都会場視察 （HilgerssomICAMT委員長が出席する） 

（２）京都大会について 
・スケジュール 
一応、予定されている会場の日程はフルに活用した案を考える。発表を募り、１５題くらいの個人発表を受け

付けたい。３セッションくらいの時間は会場で、その他でオフサイトも歓迎する。 
・京都大会の参加予定 
ボードメンバーの多くは、なんとか参加したいという意志があり、おそらく５，６名は参加すると思われる。各自

渡航費を工面する努力をする。ヨーロッパ内での委員会からの旅費支援についても足りないという話題で、予算

確保には苦労するが、この仕事はボランティアで「金のかかる趣味」だと半ばあきらめているという意見。 
・学生による博物館設計コンペティション 
今回、はじめての試みとして、学生の参加するデザインコンペをおこない、建築家や委員会メンバーなどの専

門家からの批評をおこなう。募集の仕方、範囲や大会時の運営など、課題は多いが、とくに日本側の作業の負

担は大きいことが不安ではあるが、皆の熱意におされて、今回試みることとなった。 
・ジョイント企画 
京都の町屋や伝統的建造物の博物館などをテーマにして、大原から CAMOC,DEMHIST とのジョイントを

提案した。また、ICOM-CC からも博物館の収蔵環境をテーマにジョイントの誘いがあるかもしれないとの話があ

り、積極的にジョイント企画を立てていく。他の IC と情報をとりながら検討したい。 
・オフサイトの見学候補 
瀬戸内海の島を候補としたいとの意見があったが、移動に時間がかかること、瀬戸内国際芸術祭の期間中だ

と混雑して見たいように見られないなどの問題があり、企画としては難しいことを大原から説明した。委員会として

は、既存建築のリニューアルや新築の場合でも、専門家間のコラボレーションなど、建設プロセスに関心があり、

事例としては、ちょうどそのようなプロジェクトが終わる時期のものがあると良い。適した事例について、大原が探

すこととした。 
  

（12）ICAMT 

 

国際委員会名： 
International Committee for Architecture and Museum Techniques 
（建築・博物館技術国際委員会） 
 
参加者名： 
大原 一興 （横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院）  
 
開催期日： 
平成 29年 9月 14日～16日（全日程参加） 
 
実施場所： 
ベルギー フランダース地域 
FARO - Vlaams steunpunt voor cultureel erfgoed 他 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
第 43 回 ICAMT 年次大会 特定テーマとして明示したものは無いが、企画の意図としては、ミュージアムの建

設プロセス（既存建物との関連、ステイクホルダー間の調整、専門技術者の役割など）が委員会の関心事となっ

ており、それに応じた事例の訪問などが中心となっている。 
 
 2017 年の ICAMT 大会は、現地の FARO（フランドル地方文化遺産交流センター）の協力で開催された。フ
ランドル地方の最近の新しいミュージアムやプロジェクトを見学しそのプロセスなどについて考えるシンポジウム

と、会場では研究発表を行った。参加者は 80 名ほどであった。ちなみに日本人は大原１名、東アジア圏内から
は台湾から２名、多くはヨーロッパからの参加。 
9 月 14 日 ① FARO ：ベルギーICOM、主催者としての ICAMT から挨拶のあと、午前中のセッションとして
研究発表が４題続いた。ミュージアムと劇場、美術館ギャラリーへの転用事例、アントワープでの scenograthy
の事例、ブラジルにおける自然公園と一体的に構成されたミュージアム事例の紹介。それぞれのミュージアムで

のプロジェクトの意図が強く見られる事例ばかりだった。この後に、2019 年京都大会の紹介をさせてもらった。 

② ブリュッセル 王立中央アフリカ博物館： 午後にはバスで移動し、王立中央アフリカ博物館の工事現場を見

学し、その後これまでの建設企画の関係者間のディスカッションで、共同作業によるプロジェクト遂行の難しさと

それを成し遂げる意義について確認された。 
9 月 15 日 ③ ルーベン museum M ： 駅に集合し、列車でルーベンに行き、博物館講堂において、初め

に研究発表３題、ウェイファインディング、台湾の遺産の博物館化、光環境の発表。改修によるミュージアムの説

明と見学をおえて、昼食後バスでメヘランに移動。  ④ メヘラン メヘランの家： 
ーに続き、AVICOM 年次大会及び F@IMP 2.0 参加者に対しては、近隣の Buchlov 城へのエクスカーション
⑤ メヘラン ホロコースト博物館 
9月 16日 ⑥ アントワープ MHKA： 
⑦ アントワープ DIVA ： 
 
ICOM京都大会の PR： 
パンフレット及びニュースレターを配布した。年次大会初日の研究発表の枠内で、5～10 分程度の時間をいた
だいてプレゼンテーションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映、及び建築

などに関する補足説明を少し加えておこなった。ビデオについては、すでに他の IC で紹介されたときに見たと

の話もあった。 
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だいてプレゼンテーションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映、及び建築

などに関する補足説明を少し加えておこなった。ビデオについては、すでに他の IC で紹介されたときに見たと

の話もあった。 
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資料 1．プログラム（当日変更あり） 

 
 
 
 

DAY 3, Saturday 16/09 ANTWERPEN  
 09:00 – 10:00 Bus from FARO to Antwerp  

M HKA 10:00 – 10:15 Registration and welcome  

 10:15 – 10:30 Coffee & Tea Break   

 10:30 – 11:15 
Museum Presentation 

Latest Renovation and Future Plans 
Bart De Baere, algemeen & artistiek directeur 

 11:15 – 12:15 

 

Paper Presentations 

• Lian The - Fire Safety: Implementing hi-fog in historical museum buildings 

• Steven Rosen - What Color is White Light? 

• Shirin Melikova - When tradition meets modernity 

 

 12:15 – 12:45 Museum Visit  

 12:45 – 13:30 Lunchbreak in M HKA KAFE 
with the famous Keith Haring mural and the 

panoramic harbor view from the roof terraces 

 13:30 – 14:00 Walking tour in the city of Antwerp 

to DIVA, Antwerp 

Design: architecture: WitArchitecten/8Office and 

interior: Gert Voorjans/Carla Janssens Höfelt, 

storytelling: Frank Van Laecke and the 

museumteam  

DIVA, Home of Diamonds 14:00 – 14:45 Welcome and Introduction and future plans   
Museum Director Jeroen Martens 

Wit Architecten / 80ffice 

 14:45 – 15:00 Coffee & Tea Break  

 15:00 – 16:00 Guided museum tour, partly hard hat Explanation by the museum staff and architects 

DAY 2, Friday 15/09 LEUVEN en MECHELEN   

 08:00 Train: from Brussels to Leuven tickets are available in advance  

Museum M 09:00 – 09:30 Registration and welcome   

 09:30 – 10:15 Introduction Museum M   

 10.15 – 11.00 

Paper Presentations 

• Luciana Mattiello - The Wayfinding Design Perspective. Understanding Experience in Museums 

• Mei-Fang Kuo - Exploring the Value and Significance behind the Musealizing of Architectural 

Heritage 

• Jean Hilgersom - Strategic Plan Sustainability Inhotim, Brazil 

 

 11:00 – 12:00 visit the museum New exhibition of the permanent collection  

 12:00 – 12:45 Lunchbreak   

 12:45 – 13:45 Bus from Leuven to Mechelen   

Hof van Busleyden 13:45 – 14:30 Museum Presentation 
Sigrid Bosmans (artistiek directeur) 

Bart Stroobants (conservator infrastructuur)  
 

 14:30 – 15:30 guided tour with hard hat 

David Driesen, dmvA architecten 

Hans Le Compte, HLC.r architecten  

Christophe Gaeta, scenario 

Didier Geirnaert, scenario 

 

 15:30 – 15:45 Walking tour in the city of Mechelen   

Dossin Kazerne 15:45 – 16:00 Coffee & Tea break   

 16:00 – 16:45 Museum Presentation 
Christophe Busch, Museum director 

bOb van Reeth | AWG Architecten 
 

 16:45 – 17:45 guided tour in the museum   

09:40 

– 

10:00 

Introduction: 

Museum 

Architecture 

more than 

building 

Blocks 

Olga van Oost, 

FARO 

Monique Verelst, 

FARO 

 

DAY 1, Thursday 14/09 BRUSSEL and REGION   
FARO 09:00 – 09:30 Registration and welcome   

 09:30 – 09:40 Opening Words 

Olga van Oost, FARO 

Jean Hilgersom, ICAMT, president 

Sergio Servellón, ICOM-Belgium, president 

 

 09:40 – 10:00 
Introduction: Museum Architecture more 

than building Blocks 

Olga van Oost, FARO 

Monique Verelst, FARO 
 

 10:00 – 10:45 

Keynote:  

Exhibitions: Place, Collections and Content 

meet the Public. From routing to details. 

Terenja van Dijk, film- and exhibition designer 

 

She has a vast experience as a curator and scenographical 

designer of exhibitions and in the direction and production of 

documentary films) 

 

 

 

 

 10:45 – 11:00 Coffee & Tea break   

 11:00 – 12:00 

Paper Presentations 

• Chris van Goethem - What If Your Museum Was My Theatre? 

• Nana Meparishvili - From the "Temple of Glory" to the National Gallery 

• Caroline Voet - Between Lecturn and Landscape. A new scenography for Museum Plantin Moretus in Antwerp 

 12:00 – 13:00 Lunchbreak   

 13:00 – 14:00 Bus from FARO to Tervuren, with a tour Brussels  

Royal Museum for Central 

Africa 
14:00 – 14:15 

Orientation 

Coffee and Tea 

Architect: SBA Stéphane Beel Architects 

Scenography: Niek Kortekaas 
 

 14:15 – 14:30 Welcome & Introduction 

Guido Gryseels, museum director 

Dirk Verbist, head of buildings and security 

Nele Breynaert, building owner and authority  

 

 

 

 14:30 – 15:15 Architecture & Team, discussion Stéphane Beel, Stéphane Beel Architects  

（12）ICAMT 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．会場遠景 写真 2．2019京都大会の案内 

写真 3．国立アフリカ博物館新館（工事中） 写真 4．本館展示室の整備の様子 

写真 5．Hof von Mechelan 中庭（この地下が展示室） 写真 6．Kazerne Dossin外観 

写真 7．museumMの正面入り口の外観 写真 8．MHKAのエントランスの「ライブラリ」空間 
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資料 1．プログラム（当日変更あり） 
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David Driesen, dmvA architecten 

Hans Le Compte, HLC.r architecten  

Christophe Gaeta, scenario 

Didier Geirnaert, scenario 

 

 15:30 – 15:45 Walking tour in the city of Mechelen   
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 16:00 – 16:45 Museum Presentation 
Christophe Busch, Museum director 

bOb van Reeth | AWG Architecten 
 

 16:45 – 17:45 guided tour in the museum   

09:40 
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Introduction: 

Museum 

Architecture 
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FARO 
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FARO 09:00 – 09:30 Registration and welcome   

 09:30 – 09:40 Opening Words 
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meet the Public. From routing to details. 
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 10:45 – 11:00 Coffee & Tea break   

 11:00 – 12:00 

Paper Presentations 

• Chris van Goethem - What If Your Museum Was My Theatre? 

• Nana Meparishvili - From the "Temple of Glory" to the National Gallery 
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 12:00 – 13:00 Lunchbreak   

 13:00 – 14:00 Bus from FARO to Tervuren, with a tour Brussels  
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Africa 
14:00 – 14:15 

Orientation 

Coffee and Tea 

Architect: SBA Stéphane Beel Architects 
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 14:15 – 14:30 Welcome & Introduction 

Guido Gryseels, museum director 
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（12）ICAMT 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．会場遠景 写真 2．2019 京都大会の案内 

写真 3．国立アフリカ博物館新館（工事中） 写真 4．本館展示室の整備の様子 

写真 5．Hof von Mechelan 中庭（この地下が展示室） 写真 6．Kazerne Dossin外観 

写真 7．museumMの正面入り口の外観 写真 8．MHKAのエントランスの「ライブラリ」空間 
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（左上）年次会会議を実施したフロリダ国際大学  
ウォルフソニアンー美術館（マイアミビーチ市） 
（左下）ヴィラ・ビスカヤでの集合写真 
（右上）研究発表の様子 
（右中上）ヴィラ・ビスカヤ学芸員による案内 
（右中下）2019年 ICOM京都大会に関する発表 
（右下）ポストカンファレンスツアーで、ウェストパームビーチ

市のフラグラー美術館視察 
 

 

 

 

 

 

（13）ICDAD 
国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Decorative Arts and Design  
（装飾美術・デザインの博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
マリサ・リンネ （京都国立博物館） 
 
開催期日： 
年次会議： 平成 29年 11月 29日～12月 1日 
ポストカンファレンスツアー 平成 29年 12月 2日 （全日程参加） 
 
実施場所： 
米国フロリダ州マイアミビーチ市 
The Wolfsonian-FIU（フロリダ国際大学 ウォルフソニアンー美術館） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Art Deco in Decorative Arts and Design （工芸とデザインにおけるアール・デコ） 
 

ICOM-ICDAD（工芸とデザイン美術館・コレクション国際委員会）の 2017 年年次大会が「工芸とデザイン
におけるアール・デコ」というテーマで、平成 29年 11月 29日～12月 1日フロリダ州マイアミビーチのウォルフ
ソニアンーFIU にて開催されました。14 カ国から 34 名のメンバーが参加した 3 日間の会議では、毎日、各国
のアール・デコに関する発表の後、マイアミビーチと周辺地域の他の美術館、個人コレクション、ギャラリー、歴史

的名所への視察がありました。 
北米で１７年ぶりの開催された今回の大会の特徴は、初めての参加者や久しぶりの参加者および若手研

究者や北米在住の参加者が多数であったことや、各々の発表の関連性が深く、学問的なレベルが高かったこと

といえるでしょう。専門外の学芸員にとって発表しにくいアール・デコという比較的限られたテーマであった一方、

学院生を含めてそのテーマの研究者が多く参加した結果となりました。参加者の間に大好評でした。 
１２月１日の総会では、ケルニグズマルコバ会長が、ICDAD 2018 年次大会を、アゼルバイジャンのバクー

市にあるアゼルバイジャン絨毯博物館で開催する提案を発表した。 
大部分の参加者は、会議後の 12 月 2日にポストカンファレンスツアーに参加し、20 世紀初頭にウェストパ

ームビーチ市でヘノリー・フラグラー（1830-1913）が建設したホテルや豪邸、その他の美術館・博物館を視察し
ました。 

 
ICOM京都大会の PR： 

１２月１日の総会では、筆者が 2019年 ICOM京都大会やそこで行われる ICDAD年次会議の開催につ
いて発表しました。合わせて 2019 年京都大会に関するパンフレットおよびニュースレターを配布し、また京都グ
ッズを配布しました。多くの参加者に、「今から京都大会に参加できるように予定を立てておきます」という反応を

いただきました。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 

ボードミーティングなどでは、2017 年の年次会議企画を担当したボードメンバーと実施美術館の担当者と
の間はどのように情報交換や予算等について理解すべきなど、企画する難点が話題としてあがりました。スケジ

ュール、注意事項など、ICDAD 年次会議を企画するためのマニュアルを作成すべきという意見がありました。

来年の京都大会に向けて、研究発表や視察先の選択や手配とともに、ロジスティクス（食事場所・メニュー・予算、

移動方法、支払いや立て替え方法など）についてもなるべく早く段階で、現実的に考える必要があるように感じ

ました。 
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市にあるアゼルバイジャン絨毯博物館で開催する提案を発表した。 
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１２月１日の総会では、筆者が 2019年 ICOM京都大会やそこで行われる ICDAD年次会議の開催につ
いて発表しました。合わせて 2019 年京都大会に関するパンフレットおよびニュースレターを配布し、また京都グ
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ました。 

65



（13）ICDAD 

12.00  Lunch and Vizcaya Museum and Gardens 
tour http://vizcaya.org/ (lunch at Vizcaya 
cafe) 

2.30 Lowe Art Museum visit (decorative arts 
collection, Michele Oka Doner exhibition: 
Into the Mysterium), Univerisity of Miami, 
1301 Stanford Drive, Coral Gables 

4.00 Drive through the planned community of 
Coral Gables originally settled by developer 
George Merrick in the 1920s, the Venetian 
Pool, and Biltmore Hotel by Schulze and 
Weaver  

6.00 ICA (Institute of Contemporary Art) Grand 
Opening https://www.icamiami.org/ 

 Dinner on your own (Design District) 

 
Friday December 1 
8.00 ICDAD Business Meeting  
8.30 Light breakfast at The Wolfsonian 
 Session 5: Art Deco in North America 
 Chair: 
9.00  Quebec’s Art Deco: Localizing a Global 

Aesthetic, Alan Elder 
9.20 A Hungarian in America: Geza Maroti 

Rintel, Zsuzsanna Lovay 
9.40 Ladislav Sutnar and Czech Art Deco, Emily 
Pazar  
10.00  Chicago’s Art Deco Penny Scales, Ruth 
Meyer 
10.20 Coffee Break 

Session 6: Case Studies in German Craft 
and Design 

 Chair: Kai Lobjakas 
10.40 Ignatz Wiemeler – A German Bookbinder in 

the 1920s and 1930s, Rosita Nenno 
11.00 Art Deco – the Hofschlosserei (court 

locksmith) Frohnsbeck from Munich: 
Ornamental Design of the Time on a 
Cassette in the Schell collection, Martina 
Pall 

 Coffee Break 
 Session 7: Calcio and Cultural identity 

Chair: Rosita Nenno 

11.30 The Calcio Decade. On the Propaganda of 
Victorious Azzurri in Fine and Decorative 
Arts in 1930s Italy, Przemyslaw Strozek 

11.50  Srimanta Sankardev Kalakshetra: The 
Cultural Hub Attempts to Preserve and 
Promote the Exclusive Traditional 
Decorative Arts and Ethnic Artifacts of 
Diverse Ethnic Groups of Assam, 
Deepanwita Mazumdar 

12.00  General Assembly  
 Melissa Rinne–Presentation on ICOM 
2019 Kyoto General Conference; Helena 
Koenigsmarková –Presentation on ICOM-
ICDAD 2018 Annual Meeting at the 
Azerbaijan Carpet Museum in Baku, 
Azerbaijan 

12.45  Finals remarks 
1.00  Lunch at The Wolfsonian 
2.30 Departure for afternoon tours 
3.00  Guided tour of the Olympia Theater by 

John Eberson, 1925, Downtown Miami 
4.15 Visit to Opa Locka, small city developed in 

1925 by the pioneer aviator Glenn Curtiss 
based on a One Thousand and One Nights 
theme   

5.30  Wiener Museum of Decorative Art, Dania 
Beach http://wmoda.com/ and cocktail 

8.00 Farewell dinner in Miami 
 
Saturday December 2 
Post Conference tour to West Palm Beach (pre-
registration required) 
8.30 Departure from The Wolfsonian, 
transportation provided 
10.00 Flagler Museum 

https://www.flaglermuseum.us/ and the 

Breakers Hotel by architects Schultze and 
Weaver (the group will split in two and will 
switch)  

1.00  Lunch at the Flagler Museum 
3.00  Visit to a private museum  
7.30 Dinner in Miami 
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ICDAD ANNUAL MEETING MIAMI 2017  
November 29–December 1 

Art Deco in Decorative Arts and Design 
The Wolfsonian–FIU 

Post Conference Tour December 2 
 

PROGRAM 
 
Wednesday November 29 
8.30  Registration at The Wolfsonian, 1001 
Washington Avenue, Miami Beach 
 Light breakfast provided 
9.00 Opening Remarks - Presentation ICDAD 

Board President Helena Koenigsmarková and 
The Wolfsonian Director Tim Rodgers 

9.20 Keynote conversation with Micky Wolfson 
 Session 1: National Expression 
 Chair: Helena Koenigsmarková 
10.00 Interiors and Styles 1911 to 1925: “Bizarrer 

Stil” and decorative tendencies in Germany, 
Hans Ottomeyer 

10.20  Defining Austrian Art Deco. Josef 
Hoffmann, Adolf Loos, the Wiener 
Werkstätte and the Vienna School of Applied 
Arts at the Austrian Pavilion of the Exposition 
Internationale des Arts Décoratifs et 
Industriels Modernes in Paris 1925, Rainald 
Franz 

10.40 Swiss Art Deco: French influences, 
vernacular, or both?, Barbara von Orelli-
Messerli  

11.10 Coffee break 
     Session 2:  International Art Fairs 
 Chair: Annie Carlano 
11.40 Czechoslovakian Participation at the Paris 

1925 Exposition Internationale des Arts 

Décoratifs et Industriels Modernes, Helena 
Koenigsmarková 

12.00 The Polish Pavilion at the 1925 Exposition 
Internationale des Arts Décoratifs et 
Industriels Modernes: In Search of a National 
Style, Katarzyna Nowakowska-Sito 

12.20 Art Deco in Barcelona, Mariangels Fondevila 
   
1.00 Lunch: pizza at Italymania, 1130 Collins Ave, 

Miami Beach 
2.00  Visit of the Wolfsonian permanent 

collection, library and Julius Klinger 
exhibition: 
http://www.wolfsonian.org/explore/exhibiti
ons/julius-klinger-posters-modern-age   

3.15  Visit to contemporary design and art 
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pre-registration required)  

5.30 Visit and cocktail at contemporary design 
and art collector in Miami Beach 

8.00  Dinner and visit to Faena District, 3201 
Collins Avenue, Miami Beach 
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Thursday November 30 
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and Belgium: the Case of the Kuijken Family, 
1918-1940, Marjan Groot 

9.30  An Architect’s Graphic Design Skills: Studying 
Two Poster Designs by H.P. Berlage, Eliane 
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Martin (1889-1965) and the Art Deco Face of 
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11.30 Departure for Vizcaya  
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12.00  Lunch and Vizcaya Museum and Gardens 
tour http://vizcaya.org/ (lunch at Vizcaya 
cafe) 

2.30 Lowe Art Museum visit (decorative arts 
collection, Michele Oka Doner exhibition: 
Into the Mysterium), Univerisity of Miami, 
1301 Stanford Drive, Coral Gables 

4.00 Drive through the planned community of 
Coral Gables originally settled by developer 
George Merrick in the 1920s, the Venetian 
Pool, and Biltmore Hotel by Schulze and 
Weaver  

6.00 ICA (Institute of Contemporary Art) Grand 
Opening https://www.icamiami.org/ 

 Dinner on your own (Design District) 

 
Friday December 1 
8.00 ICDAD Business Meeting  
8.30 Light breakfast at The Wolfsonian 
 Session 5: Art Deco in North America 
 Chair: 
9.00  Quebec’s Art Deco: Localizing a Global 

Aesthetic, Alan Elder 
9.20 A Hungarian in America: Geza Maroti 

Rintel, Zsuzsanna Lovay 
9.40 Ladislav Sutnar and Czech Art Deco, Emily 
Pazar  
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現在、ウェブサイトにも記載されているように、対象とする美術の範囲が 1900 年以前とされている。これについ
て、日本ほかアジアの美術館ではほとんど当てはまらないことを問題とし、削除の検討を願った。実際、ボードメ

ンバーたちもこの記載について認識しておらず、意図するところではなかったため、削除する方向で進めることと

なった。日本委員会にも、広く美術館を対象としてメンバーを募ってほしいとのことであった。 
あわせて京都大会のＰＲを行った（後述）。 
⑤ 美術館見学、エクスカーション …9/20 
発表者が所属する館を中心に、コペンハーゲン市内美術館のガイドツアーが行われた。Thorvaldsens 
Museumおよび Statens Museum for Kunst。自由参加として Louisiana Museumへのエクスカーションが

設定された。 
 
ICOM京都大会の PR： 
パンフレット及びニュースレターの配布を行った。総会内で発表時間を与えられ、10 分程度のプレゼンテーショ
ンを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及びスライドによる補足説明を行っ

た。概して関心は高く、イメージがつかめたと好評であった。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
大所帯であるはずの ICFA だが、実際は大会参加者の減少に悩んでいる。今回も 40 名程度の小規模な開催
となった。ほとんどの参加者はヨーロッパからで、アジアからのメンバーを増やしたいと強く考えている。そのため、

日本での大会開催には高い期待が寄せられた。 
総会の欄で前述したが、日本委員会から手渡される委員会説明の用紙やウェブサイトに記載されている ICFA
についての説明は、適当ではないことが明らかとなった。具体的には、「古典の大家及び１９世紀の油絵等を所

蔵する博物館・美術館に働く専門職員によって構成されています」という記述についてで、単純に「美術の博物

館に働く専門職員によって構成されています」と変更することが必要であり、日本委員会に対応を願いたい。こ

れによって、ICFA登録者が確実に増えるはずである。 
さまざまな参加者へ京都大会についての関心を尋ねたが、やはり旅費の問題については個人の参加者が口を

揃えていた。 
2018 年の大会についても、他委員会と合同でスペインでの開催を検討してはいるが、まだ不透明な状況である。 
  

（15）ICFA 

 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Fine Arts 
（美術の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
青木 加苗（和歌山県立近代美術館 学芸員） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 17日～20日（全日程参加） 
 
実施場所： 
デンマーク コペンハーゲン 
Hirschsprung Collection 
Statens Museum for Kunst 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Changing rooms?! Permanent displays and their storage 
 
 2017年の ICFA大会は、ボードメンバーのひとりが所属するHirschsprung Collectionを前半の会場に、近
隣の Statens Museum for Kunst を後半の会場として開催された。参加者は 40 名程度、開催直前にタイの
The Bureau of Grand National Treasureから団体での申し込みがあったということで、9名のタイ人が参加
していた。アジアからはこれらのタイ人以外には、筆者ともうひとりフィリピンからの発表者がいただけであった。 
① 基調講演 …9/17午後 
オランダロッテルダムのボイマンス・ファン・ベーニンゲン美術館館長 Sjarel Ex 氏による基調講演。同館は、来
館者が自由に見学できる新収蔵庫を建設中であり、そのプランについての紹介があった。今回のテーマである

コレクションの展示と収蔵の問題について、最も先端的な事例が基調講演として発表された。 
② ICFA年次大会発表 …9/18〜9/19（終日） 
Displays in historical contexts、Displays and storages in Asian museums、From storage to display 
Challenges of displays、Audience, display, storageの４つのセッションに分けて、二日間にわたり 11人の発
表があった。筆者も、Would Permanent Displays Take Root in Japan? From the Historical Background 
of Japanese Museums to a Case Study of Contemporary Collection Usage と題して発表したが、日本特
有の状況について高い関心が寄せられた。ボードメンバーの発表は１名のみ、コペンハーゲンの発表者が３名

いたが、できるだけ広い範囲から発表者を募ろうとする意識が見受けられた。質疑の議論も活発に行われた大

会であった。 
③ Hirschsprung Collection 展示見学 …9/18午後 
会場となったHirschsprung Collectionの企画展示を、所属するボードメンバーの解説によって見学した。 
④ 総会 …9/19午後 
会計報告に加えて、ICFA活性化に向けての方策についてさまざまな議論が行われた。現在 ICFAは、登録者
数としては最大規模でありながら、大会参加者数の減少に悩んでいる。連絡方法の見直し、大会日決定の前倒

し、ワーキンググループの設立などを検討した。大会テーマ、日程決定、アナウンスの時期によって、参加できる

かどうかに大きく影響するため、2018年の年次大会と 2019年の京都大会のテーマについて、同時進行で検討
されることが説明された。 
また、アジアからの参加者をどうやって増やせば良いかという問題について、筆者から具体的な提案を行った。
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呼び掛けた。セッション６は「デジタル時代における博物館職員の技術研修について」として、どのようにデジタ

ル技術を展示に役立てていくかが報告された。 
 この日の夜はギリシャの博物館関係者を中心とするポエット・リーディングのグループで、またパーフォーマンス

グループ IAMA による演奏とポエット・リーディングが開催された。土地の人たちも加わって素晴らしい夢のよう

な閉会セレモニーとなった。 
 19 日は終日クレタ島の博物館見学が挙行されたが、紙幅の関係上、その詳細を省く。クレタ島の東側を中心
に遺跡を含めて回った、観光化が促進するクレタ島にあって古代文明と、現代の融合をはかる施設建設の現状

は、観光産業と博物館の関係を考察する上にも役立った。 
 20日に 2018年度クロアチアでの年次総会での再会を約して、散会となった。 
ICOM京都大会の PR： 
 今回の年次大会で ICOM 京都大会に向けてアピールした事項は、パンフレット・ニュースレターの配布、PR
プレゼンテーションを発表の中で行い、また閉会式場でも参加を呼び掛けた。 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 来日経験者が非常に少なかったこともあり、大部分が多大な興味をもってくれたようだ。コミッティ・ボードのメン

バーからは勿論、参加の意向が伝えられたが、そのほかに参加者からも京都の立地などについて質問があった。

ただし、旅費が高額であることなどが懸念材料として伝えられた。所属する各国のイコム、或いは所属博物館か

らの補助の有無について質したところ、多くは補助は得られないとのことであった。ヨーロッパ内であれば、比較

的動きやすいが、やはり遠隔地は旅費問題があるとのことであった。それでもこれまで憧れとして日本訪問があ

ったとする人も多く、三島由紀夫や遠藤周作、村上春樹、カズオ、イシグロなど著名な文学者の出身国として認

知も高く、これから勧誘をしていきたい。 
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国際委員会名： 
International Committee for Literary Museums 
（文学の博物館国際委員会） 

 
参加者名： 
中川成美 （立命館大学） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 15日～20日（全日程参加） 
 
実施場所： 
ギリシャ クレタ島 
Kazantzakis Museum,creta,Greece （カザンザキス博物館） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Exhibitions:New Insights （展示の新視角） 
 
 国際文学博物館会議（ICLM）の 2017 年度年次総会は、ギリシャ、クレタ島イラクリオン市郊外ミルティアにあ
るカザンザキス博物館に開催された。ニコス・カザンザキスは「その男、ゾルバ」によって世界的な名声を得たギリ

シャを代表する作家であるが、出身地であるここイラクリオンに友人で親戚でもあった舞台衣装家・アネモネイア

スによって 1983 年に創立されたカザンザキス文学博物館にはその原稿や絵画、あるいは政治家でもあったカ
ザンザキスの広範な活動の資料が収められている。 
 9月 15日の到着日にはボードミーティングが行われ、16日 10時 30分からオープニング・セッションが始まっ
た。セッション１は「天才の場所―共役的な場所の力」であり、主に作家とその生地や居住場所との相関的な関
係について、発表がされた。セッション２は「違った構造、違ったアプローチ」のテーマのもと、文学博物館、およ

び音楽家博物館における新たなアプローチのあり方が議論されたが、その中で印象的なのはアイルランドから

参加したヒュー・マグアイアー氏がノーベル賞作家を輩出しているアイルランドに一つも文学博物館が無い状況

を報告して、アイルランドの文学遺跡の再発見と再視角化を訴えたことである。この日は夕刻から歓迎晩さん会

が、クレタ市庁の招待にてミルティアの郷土料理レストランで開催された。 
 翌 17 日午前はセッション３Ａ、３Ｂとして「文学展示における言語、アート、新メディアの複合的な経験」としてク
ロアチア、ハンガリー、アルメニア、オランダ、ロシア、イタリー、ギリシャから報告があったが、90 年代から加わっ
た音楽家博物館は視聴覚資料を使用することから、新メディアとの対応は不可欠であることから興味深い展示

方法が提示された。また午後のセッション４「アートとの対話」では、視覚資料をどのように文学資料と関連付ける

かという、文学博物館にとって基本的な課題についてはが活発に話し合われた。そのなかで現在設立準備中で

あるマリア・カラス博物館に携わるギリシャの学芸員から、カラスがその歌声ばかりでなく、舞台衣装や舞台美術、

あるいはその華麗な遍歴を示す絵画資料などとの相関的な展示についての計画を発表したのは印象に残る。こ

の日、4 時半から基調講演としてギリシャ・アテネのキクラデス文明と古代ギリシャ美術博物館館長のニコラス・ス
タンポリディス氏による「詩の視覚化―カバフィスとキクラデスの博物館展示をめぐって」が行われ、示唆深い博物
館展示の提言がなされた。 
 18 日午前はクレタ島歴史博物館の見学が行われた。午後はセッション５Ａ，５Ｂとして「コレクションとコネクショ
ン」として、主にギリシャにおける文学系博物館の現状が報告され有意義であった。ギリシャ文学に関しては、特

に現代は日本ではあまり知られていないが、ギリシャの豊穣な文学的磁場の在り様を知ることが出来、収穫であ

った。私はこのセッションの最後に「日本の文学博物館のイメージをどのように想像するか？」と題して、2019 年
に向けた日本の文学イメージ、および実情を報告した。後半に京都大会の進捗を話し、多くの参加がある事を
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 陶器・織物など伝統技術継承施設、シルヴァンシャー宮殿など、旧市街を電気車でツアーしたのち、マリオネ

ット劇を見学。その後、同劇場にて、懇親会。ICOM加盟 25周年も祝された。 
◯二日目（10月 5日） 
１）午前：「産業コレクションの博物館学」セッション 
 午前前半は英国１、アゼルバジャン１、ベルギー１の発表があったが、後述するように、国営テレビニュースに

出演するため、参加できなかった。会場に戻って来てから、京都大会のプレゼンテーションを行った。 
 午後後半最後に、日本からの唯一の榊玲子さんによる「たばこと塩の博物館」の発表があった。 
２）午後：研究発表「産業コレクションの博物館学」セッション 
 フランス１、アゼルバイジャン 2、トルコ１、ギリシャ１の 5本の発表。アゼルバイジャンはオイルとカーペットという
同国の 2 大産業、その博物館の役割に焦点を当てたもの。フランスの発表は、産業遺産の 3D モデリングに関

するもので、巨大な施設、機械などのプレゼンテーション、「保存」に有効で、参加者の関心が高かった。 
３）夕方 
 カーペット博物館のガイドツアーの後、同博のレストランで、カジュアルな夕食会。ICMAH 委員長と事務局長、

会計の三人とテーブルを共にし、京都大会の打ち合わせを行った。 
◯三日目（10月 5日） 
１）午前：「博物館と産業関係建造物」 
 ジョージア 2、アゼルバイジャン 1、セビリア 1、セネガル 1、トルコ 1 の 6 本の発表があった。いずれも自国の
産業関係建造物に関する発表であるが、とりわけ、オリーブオイル工場、造船所、発電所、たばこ工場など、もと

工場を博物館化し、保存し、再利用するプロセスとその課題を扱ったトルコ（イスタンブール）の発表に参加者の

注目が集まった。発表はここまでで、初日の午後から丸二日間当てられたことになる。発表への参加者は初日

50名、二日目は 35～40名であった。  
２）午後：遺跡・博物館見学とワークショップ 
 旧市街内で発掘された中世遺跡、国立歴史博物館見学の見学後、スポーツ博物館ワークショップと Qala 史
跡公園の二手に分かれ、最終的にヘイダル・アリエフ・センターでの展示の内覧会で合流した。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターの配布のうえ、2日目午前の最後に、10分のプレゼン時間をいただいた。 
 そのほか、同日朝に、急遽、今回の ICMAH 年次総会、ICOM について、アゼルバイジャン国営放送ニュー

ス番組で紹介されることとなり、ICOMアゼルバイジャン委員長、ICMAH委員長とともに生放送出演し、京都大
会の PRを行った（写真参照）。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 もととも海外からのゲストに対して、非常にホスピタリティの高いお国柄である、今回は先述したようにアゼルバ

イジャンにとって、初めての ICOM 国際委員会ということもあり、過去２度の大会（2015 アテネ、2016 ミラノ本大
会）に比べ、宿泊関係、地域情報など事前段階から、本番当日のスケジュールまで緻密に準備、計画されてい

た。発表要旨とともに発表者の顔写真プロフィールを掲載した立派なプログラムが作成され、発表の理解、交流

に非常に有効であった。セッションは 90分を一単位、午前 2午後 2の 1日 4セッション。1セッションは 3本の
発表と質疑応答とゆったり組まれていた。学生ボランティア 10 数名が公募され、私には日本語を学ぶ大学生が
アテンドしてくれた。また、今回初めて体験し、なかなか良いな、と思ったのは最後の参加証明授与式である。一

人一人名前を呼ばれ、現地 ICOM、ICMAHの両委員長との記念撮影もあり、大会を締めくくるにふさわしいセ
レモニーに思えた。なお、今回の発表は PDF媒体でまとめられる予定である。 
 そのほか、英語が堪能で、日本語を学ぶ熱心な学生からは、国際ボランティアの募集はないか、尋ねられた。

現地の日本（文化）への関心は非常に高く、実現すれば、きっとよい働きをしてくれるだろうと思う。 
 大会の成否は、現地実行委員会の熱意、能力にかかっていることを再認識し、その具体的な方法、アイデアを

多く得ることができた。なお、来年の大会はイスタンブールで、会場の都合もあるが 10 月 10～12 日、
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国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Archaeology and History 
（考古学・歴史の博物館・コレクションの国際委員会） 
 
参加者名： 
岡村 勝行 （公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 4日～6日（全日程参加） 
 
実施場所： 
アゼルバイジャン バクー 
Administration of State Historical-Architectural Reserve Icherisheher 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Museums, collections and industrial heritage（産業遺産） 
 
 2017 年の ICMAH 年次総会は、カスピ海の面するバクー旧市街（世界遺産）にある歴史建造物保存局で開

催された。アゼルバイジャンでは初めての ICOM 国際委員会の開催であり、また、加盟 25 周年という節目の年
でもあった。「ミュージアム、コレクション、産業遺産」という大会テーマのもと、基調講演 2本のほか、11 か国から
26の研究発表、ワークショップがあった。発表国の内訳はアゼルバイジャン 10、トルコ 3、ジョージア 2、フランス
3、パラグアイ 1、ベルギー2、英国１、日本１、ギリシャ１、セルビア１、セネガル１で、地元、近隣国で半分以上を
しめた。 
 3日間のプログラム、おもだった内容は下記の通りである（資料１参照）。 
 
◯初日（１０月４日） 
１）午前：開会式・基調講演 
 開会式は文化観光省など政府関係者を含め、100 名ほど参加し、会場満席であった。テレビ局カメラが 6 台
設置され、フラッシュも休む間もなく、賑やかなオープニングで、英語、アゼルバイジャン語の同時通訳が用意さ

れた。挨拶は会場となった歴史建造物保存局の局長、文化観光局副局長に続き、アゼルバイジャン ICOM 委

員長（Shirin Melikova）、ICMAH委員長（Myriame Morei-Deledalle）が行った。 
 基調講演の一人目は Nartgiz Akuhunorda 氏による「アゼルバイジャンの産業考古学・産業遺産の展望」。
豊富なスライドを用いて、同国の状況を報告された。続くソルボンヌ大学の Paul Smith 氏の「産業遺産の型式
学」は、伝統的・因習的な素材による分類（レンガ／タイル産業、繊維産業、水力発電、鉄道業などなど）ではな

く、これらの現在ある社会的認知や保存などの「状況」、また「価値」の視点からの分類を提案する野心的な試み

であった。現代社会と文化遺産の関係を分析する上で、斬新かつ有効な「補助線」の作り方と感じた。 
２）午後：研究発表「産業考古学」セッション 
 午後前半はパラグアイ１、アゼルバイジャン２の発表。前者は「石器時代からタービンまで」と題し、産業

（industry）の視点から、パラグアイの発展・歴史を扱う内容。アゼルバイジャンの報告は先史土器の始まりと近
年の新石器時代の遺跡発掘調査。Industry、「産業遺産」をてっきり産業革命以降のものを対象と考えていた
のであるが、かなり幅広く取らえられていた。おそらく特に開催地からの発表は柔軟に対応されたものと思われる。

午後後半はアゼルバイジャン２、ベルギー１の発表。ベルギーの地域ボランティア（平均年齢 72歳！）に Rupel
地域のレンガ産業遺産の保存の取り組み、博物館運営の発表は、日本との対比でも興味深く感じた。 
３）夕方 
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ット劇を見学。その後、同劇場にて、懇親会。ICOM加盟 25周年も祝された。 
◯二日目（10月 5日） 
１）午前：「産業コレクションの博物館学」セッション 
 午前前半は英国１、アゼルバジャン１、ベルギー１の発表があったが、後述するように、国営テレビニュースに

出演するため、参加できなかった。会場に戻って来てから、京都大会のプレゼンテーションを行った。 
 午後後半最後に、日本からの唯一の榊玲子さんによる「たばこと塩の博物館」の発表があった。 
２）午後：研究発表「産業コレクションの博物館学」セッション 
 フランス１、アゼルバイジャン 2、トルコ１、ギリシャ１の 5本の発表。アゼルバイジャンはオイルとカーペットという
同国の 2 大産業、その博物館の役割に焦点を当てたもの。フランスの発表は、産業遺産の 3D モデリングに関

するもので、巨大な施設、機械などのプレゼンテーション、「保存」に有効で、参加者の関心が高かった。 
３）夕方 
 カーペット博物館のガイドツアーの後、同博のレストランで、カジュアルな夕食会。ICMAH 委員長と事務局長、

会計の三人とテーブルを共にし、京都大会の打ち合わせを行った。 
◯三日目（10月 5日） 
１）午前：「博物館と産業関係建造物」 
 ジョージア 2、アゼルバイジャン 1、セビリア 1、セネガル 1、トルコ 1 の 6 本の発表があった。いずれも自国の
産業関係建造物に関する発表であるが、とりわけ、オリーブオイル工場、造船所、発電所、たばこ工場など、もと

工場を博物館化し、保存し、再利用するプロセスとその課題を扱ったトルコ（イスタンブール）の発表に参加者の

注目が集まった。発表はここまでで、初日の午後から丸二日間当てられたことになる。発表への参加者は初日

50名、二日目は 35～40名であった。  
２）午後：遺跡・博物館見学とワークショップ 
 旧市街内で発掘された中世遺跡、国立歴史博物館見学の見学後、スポーツ博物館ワークショップと Qala 史
跡公園の二手に分かれ、最終的にヘイダル・アリエフ・センターでの展示の内覧会で合流した。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターの配布のうえ、2日目午前の最後に、10分のプレゼン時間をいただいた。 
 そのほか、同日朝に、急遽、今回の ICMAH 年次総会、ICOM について、アゼルバイジャン国営放送ニュー

ス番組で紹介されることとなり、ICOMアゼルバイジャン委員長、ICMAH委員長とともに生放送出演し、京都大
会の PRを行った（写真参照）。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 もととも海外からのゲストに対して、非常にホスピタリティの高いお国柄である、今回は先述したようにアゼルバ

イジャンにとって、初めての ICOM 国際委員会ということもあり、過去２度の大会（2015 アテネ、2016 ミラノ本大
会）に比べ、宿泊関係、地域情報など事前段階から、本番当日のスケジュールまで緻密に準備、計画されてい

た。発表要旨とともに発表者の顔写真プロフィールを掲載した立派なプログラムが作成され、発表の理解、交流

に非常に有効であった。セッションは 90分を一単位、午前 2午後 2の 1日 4セッション。1セッションは 3本の
発表と質疑応答とゆったり組まれていた。学生ボランティア 10 数名が公募され、私には日本語を学ぶ大学生が
アテンドしてくれた。また、今回初めて体験し、なかなか良いな、と思ったのは最後の参加証明授与式である。一

人一人名前を呼ばれ、現地 ICOM、ICMAHの両委員長との記念撮影もあり、大会を締めくくるにふさわしいセ
レモニーに思えた。なお、今回の発表は PDF媒体でまとめられる予定である。 
 そのほか、英語が堪能で、日本語を学ぶ熱心な学生からは、国際ボランティアの募集はないか、尋ねられた。

現地の日本（文化）への関心は非常に高く、実現すれば、きっとよい働きをしてくれるだろうと思う。 
 大会の成否は、現地実行委員会の熱意、能力にかかっていることを再認識し、その具体的な方法、アイデアを

多く得ることができた。なお、来年の大会はイスタンブールで、会場の都合もあるが 10 月 10～12 日、

（17）ICMAH 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Archaeology and History 
（考古学・歴史の博物館・コレクションの国際委員会） 
 
参加者名： 
岡村 勝行 （公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 4日～6日（全日程参加） 
 
実施場所： 
アゼルバイジャン バクー 
Administration of State Historical-Architectural Reserve Icherisheher 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Museums, collections and industrial heritage（産業遺産） 
 
 2017 年の ICMAH 年次総会は、カスピ海の面するバクー旧市街（世界遺産）にある歴史建造物保存局で開

催された。アゼルバイジャンでは初めての ICOM 国際委員会の開催であり、また、加盟 25 周年という節目の年
でもあった。「ミュージアム、コレクション、産業遺産」という大会テーマのもと、基調講演 2本のほか、11 か国から
26の研究発表、ワークショップがあった。発表国の内訳はアゼルバイジャン 10、トルコ 3、ジョージア 2、フランス
3、パラグアイ 1、ベルギー2、英国１、日本１、ギリシャ１、セルビア１、セネガル１で、地元、近隣国で半分以上を
しめた。 
 3日間のプログラム、おもだった内容は下記の通りである（資料１参照）。 
 
◯初日（１０月４日） 
１）午前：開会式・基調講演 
 開会式は文化観光省など政府関係者を含め、100 名ほど参加し、会場満席であった。テレビ局カメラが 6 台
設置され、フラッシュも休む間もなく、賑やかなオープニングで、英語、アゼルバイジャン語の同時通訳が用意さ

れた。挨拶は会場となった歴史建造物保存局の局長、文化観光局副局長に続き、アゼルバイジャン ICOM 委

員長（Shirin Melikova）、ICMAH委員長（Myriame Morei-Deledalle）が行った。 
 基調講演の一人目は Nartgiz Akuhunorda 氏による「アゼルバイジャンの産業考古学・産業遺産の展望」。
豊富なスライドを用いて、同国の状況を報告された。続くソルボンヌ大学の Paul Smith 氏の「産業遺産の型式
学」は、伝統的・因習的な素材による分類（レンガ／タイル産業、繊維産業、水力発電、鉄道業などなど）ではな

く、これらの現在ある社会的認知や保存などの「状況」、また「価値」の視点からの分類を提案する野心的な試み

であった。現代社会と文化遺産の関係を分析する上で、斬新かつ有効な「補助線」の作り方と感じた。 
２）午後：研究発表「産業考古学」セッション 
 午後前半はパラグアイ１、アゼルバイジャン２の発表。前者は「石器時代からタービンまで」と題し、産業

（industry）の視点から、パラグアイの発展・歴史を扱う内容。アゼルバイジャンの報告は先史土器の始まりと近
年の新石器時代の遺跡発掘調査。Industry、「産業遺産」をてっきり産業革命以降のものを対象と考えていた
のであるが、かなり幅広く取らえられていた。おそらく特に開催地からの発表は柔軟に対応されたものと思われる。

午後後半はアゼルバイジャン２、ベルギー１の発表。ベルギーの地域ボランティア（平均年齢 72歳！）に Rupel
地域のレンガ産業遺産の保存の取り組み、博物館運営の発表は、日本との対比でも興味深く感じた。 
３）夕方 
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写真 5．国営 TV放送朝のニュース出演 写真 6．ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真 7．参加証明書授与式 写真 8．Qala史跡公園エクスカーション 

（17）ICMAH 

"Museums and Collections of Companies and Institutions"のテーマで開催される予定である。 
 
［京都大会についての要望など］ 
 ICMAH の運営は、実際には委員長（フランス）、事務局長（トルコ）、会計（セネガル）の 3 名で運営している
のが実態のようだ。今回は大会前日から同じホテルであったこともあり、その 3 名と京都大会での ICMAH のイ

メージを話し合うことができた。以下、箇条書きする。 
・発表者は、できれば半分、少なくとも 1/3 は日本から欲しいという、ローカル、開催地重視が基本的な考えであ
り、大会テーマについては、大枠を「考古学」とし、日本からできるだけ多くの参加者が集まる内容を提案して欲

しいとのこと。 
・会場は 60名規模の小さな部屋で十分である。 
・日程は、2019年 9月 2、3日の二日間が研究発表、4日がエクスカーションと具体的に設定された。 
・エクスカーションの候補地は、大阪の考古／歴史系博物館で、ワークショップを行いたいという。 
・京都からの方法は公共交通を用いるか、バスを手配するか、経費によって判断するとのこと。 
 以上の要望を受け、それぞれについて検討を進めているところである。 
 なお、2018年のプレ会議については、ICMAHでは予算がなく、参加は難しいとのことであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．大会前日の打ち合わせ 写真 2．会場となった歴史建造物保存局 

写真 3．開会式 写真 4．ICMAH委員長挨拶 
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写真 7．参加証明書授与式 写真 8．Qala史跡公園エクスカーション 
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［京都大会についての要望など］ 
 ICMAH の運営は、実際には委員長（フランス）、事務局長（トルコ）、会計（セネガル）の 3 名で運営している
のが実態のようだ。今回は大会前日から同じホテルであったこともあり、その 3 名と京都大会での ICMAH のイ

メージを話し合うことができた。以下、箇条書きする。 
・発表者は、できれば半分、少なくとも 1/3 は日本から欲しいという、ローカル、開催地重視が基本的な考えであ
り、大会テーマについては、大枠を「考古学」とし、日本からできるだけ多くの参加者が集まる内容を提案して欲

しいとのこと。 
・会場は 60名規模の小さな部屋で十分である。 
・日程は、2019年 9月 2、3日の二日間が研究発表、4日がエクスカーションと具体的に設定された。 
・エクスカーションの候補地は、大阪の考古／歴史系博物館で、ワークショップを行いたいという。 
・京都からの方法は公共交通を用いるか、バスを手配するか、経費によって判断するとのこと。 
 以上の要望を受け、それぞれについて検討を進めているところである。 
 なお、2018年のプレ会議については、ICMAHでは予算がなく、参加は難しいとのことであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．大会前日の打ち合わせ 写真 2．会場となった歴史建造物保存局 

写真 3．開会式 写真 4．ICMAH委員長挨拶 
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国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Ethnography 
（民族学の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
飯田卓（国立民族学博物館） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 17日～19日（会議後のエクスカーションを除き、全日程参加） 
 
実施場所： 
アメリカ ワシントン D.C. 
National Museum of the American Indians （NMAI） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Migration, Home, and Belonging（移動と故地、そして所持品） 
 

 民族誌博物館は、文化の問題が深刻なかたちで露呈する場であり、ときには政治的な対立にまで発展するこ

ともあります。残念ながら文化は、今のところ、すべての人たちを幸福にしているわけではありません。そうした現

状を少しでも改善するため、民族誌博物館は、モノを展示するという従来の役割を超えて、さまざまな試みをお

こなっていると言ってよいでしょう。2017 年度の ICME 年次大会でおこなわれていた議論は、そのことをよく示

していると思います。「文化をつなぐミュージアム」をテーマに掲げる京都大会の関係者も、ぜひとも民族誌博物

館の議論に耳を傾けていただきたいと思います。 
 民族誌博物館の置かれた現況をもっともよく示しているのは、今年の大会テーマのうち「故地」に関わる資料返

還（repatriation）の問題でしょう。今年の ICME 大会では、北欧 4 ヶ国にまたがって居住する先住民サーミの
自治体に対して博物館がおこなった資料返還に関して、2 件の発表がありました。その背景にはいくつもの問題
が横たわっているのですが、もっとも重要な点は、博物館では価値がよくわからない資料を「故地」の人びとがよ

く理解しており、活用できるということでしょう。逆にいえば、価値もわからずに死蔵されているような資料は、返還

要求の対象となりやすいということです。 
 このため多くの民族誌博物館は、さまざまな関係者とコンタクトをとりながら資料の情報を集めています。年次

大会の発表のなかでは、国立民族学博物館の「Info-Forum Museum」や大英博物館の「Objects Journeys」、
ミシガン州立大学博物館の「Great Lakes Research Alliance for the Study of Aboriginal Arts and 
Cultures」がそれに当たります。デジタル画像で情報を集める場合も、モノを手にとってもらって情報を集める場
合もありますが、いずれの場合も、民族誌資料とゆかりのある文化的背景を持つ人を相手にしないと意味があり

ません。とはいえ、そうした博物館活動はあらたな情報収奪につながるのではないかと言う人たちや、古い情報

の誤りを指摘するのをためらう人たちもおり、対等な協働の実現にむけて民族誌博物館はまだまだ努力していか

なければなりません。 
 じっさいにモノの情報を集めるのでなくとも、資料をよく知る人たち（ソースコミュニティ）との関係を維持すること

は、それ自体として民族誌博物館の存在意義となりつつあります。ある発表では、博物館の活動を説明するさい

に「展示（Exhibits）」「文化公演（Programs）」「研修（Training）」「記念物管理（Site enhancement）」「関係
構築（Partnership）」という分類を用いていました。最後の関係構築というのが、民族誌博物館の活動で次第に
重要性を増してきているわけです。たとえば、上記の「展示」はもちろんのこと「文化公演」や「研修」、「記念物管

理」でも、ソースコミュニティの人たちを優先して企画することが、近年の民族誌博物館では一般化しつつありま

す。たんにモノを保管するだけでなく、文化的実践を支援することにより、生きた文化を化石化させずに活性化

（17）ICMAH 

資料 1．プログラム 
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国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Ethnography 
（民族学の博物館・コレクション国際委員会） 
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還（repatriation）の問題でしょう。今年の ICME 大会では、北欧 4 ヶ国にまたがって居住する先住民サーミの
自治体に対して博物館がおこなった資料返還に関して、2 件の発表がありました。その背景にはいくつもの問題
が横たわっているのですが、もっとも重要な点は、博物館では価値がよくわからない資料を「故地」の人びとがよ

く理解しており、活用できるということでしょう。逆にいえば、価値もわからずに死蔵されているような資料は、返還

要求の対象となりやすいということです。 
 このため多くの民族誌博物館は、さまざまな関係者とコンタクトをとりながら資料の情報を集めています。年次

大会の発表のなかでは、国立民族学博物館の「Info-Forum Museum」や大英博物館の「Objects Journeys」、
ミシガン州立大学博物館の「Great Lakes Research Alliance for the Study of Aboriginal Arts and 
Cultures」がそれに当たります。デジタル画像で情報を集める場合も、モノを手にとってもらって情報を集める場
合もありますが、いずれの場合も、民族誌資料とゆかりのある文化的背景を持つ人を相手にしないと意味があり

ません。とはいえ、そうした博物館活動はあらたな情報収奪につながるのではないかと言う人たちや、古い情報

の誤りを指摘するのをためらう人たちもおり、対等な協働の実現にむけて民族誌博物館はまだまだ努力していか

なければなりません。 
 じっさいにモノの情報を集めるのでなくとも、資料をよく知る人たち（ソースコミュニティ）との関係を維持すること
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す。たんにモノを保管するだけでなく、文化的実践を支援することにより、生きた文化を化石化させずに活性化
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写真３ 国立アメリカンインディアン博物館のホール 

 
写真４ 報告者の発表 

 
写真５ 挑発的なタイトルの発表もおこなわれた 
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させるのだということが、複数の発表で強調されていました。 
 会場となったアメリカインディアン博物館や、同じスミソニアン協会の傘下で昨年開館したアフリカンアメリカン

歴史文化博物館なども、建物のつくりからしてそうした多目的の活動を想定しています。これらの博物館が対象

とするのは、国家を中心とする歴史のなかで軽視されてきた人びとです。これらの博物館は歴史博物館と呼ぶこ

ともできますが、多くの歴史博物館は政治的マジョリティによって作られたので、社会参画をうながすような活動

はそれほど盛んでないかもしれません。アメリカインディアンやアフリカンアメリカンの博物館は、モノだけでなく

マイノリティの生きた声を反映させる役割を担うという意味で、多くの民族誌博物館と共通するといえます。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレットとニュースレターを配布しました。年次大会では、理事の黒岩啓子氏が京都国際会議場のようすを

紹介し、飯田が持参した京都大会プロモーション用ビデオの上映をおこないました。また、オフサイトミーティン

グは、飯田の所属する国立民族学博物館で開催する予定であると理事から発表がありました。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 「概要」の冒頭に書きましたが、「文化をつなぐミュージアム」というテーマを掲げた京都大会にとって、ICMEの
議論は看過しがたい論点を多数提起しています。ミュージアムにかぎらず、文化的なことによって人びとは繋が

ることもできるし、逆に分断されることもあります。人類共通の遺産という意味の文化ならばよいのですが、われわ

れはそうした文化を築く途上にありますし、そうでない意味での「文化」を濫用しすぎると、偏狭なエリート主義に

陥ったり反発を招いたりしてしまいます。きわめて多様な文化的背景をもつ人たちと正面から向きあっている民

族誌博物館の活動に、ICOM京都大会の参加者の皆さんも注目していただきたいと思います。 
 なお、ICME 年次大会では、京都大会でのポストカンファレンス・ツアーについても要望が出ました。国際委員
会ごとにツアーを組織するよりも、大会がいくつかのオプションを呈示して、参加者が行きたい場所を選べるよう

にしてほしいということでした。 
 

 
写真１ 会場となったスミソニアン協会国立アメリカインディアン博物館 

 
写真２ 参加者記念撮影（ICME理事会提供） 
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10月 15日： 午前中は大会メイン会場のフリーダム・センターで館長による「歓迎スピーチ」と意見交換を行っ
た。その後、 ドーセントの案内によって館内常設展示をグループに分かれて視察した。フリーダム・センターのド
ーセント（所属博物館が予め定めた専門知識を習得する研修をおえたボランティア）の話によると、かれらの研

修の一環として実施されている「読書会」が楽しかったとのことだ。ドーセントになるには、100冊にも及ぶ南北戦
争と奴隷制度に関する書物よむことが課されていたらしい。100冊の本のタイトルは、ピュリッツアーアー賞を受
賞した歴史家エリック・フォーナ―氏に依頼してリストアップしてもらったそうだ。 
午後はスアイ・アクソイ ICOM会長による最初の基調講演が行われた。アクソイ会長はイスタンブール（トル

コ）の事例をもとに都市の記憶を保存するために、ＮＧＯと博物館の協力関係が必要であることを力説した講演

の内容であった。二人目の基調講演は「米国ホロコースト博物館」、サラ・ブルームフィールド館長によるもので、

博物館の入館者に実施されるアンケートの新活用方法などが紹介された。ブルームフィールド館長の講演を受

けて、その後は 3名のホロコースト教育関係者がスカイプを利用して、討論を繰りひろげるように設定されていた
ものの、スカイプを利用した討論は基本的に困難であると感じた。同日の夜は、シンシナティ美術館主催のレセ

プションに参加した。 
10月 16日： 本大会のテーマであるMemory Building についての講演が行われた。最もタイムリーナ話題
となった「米国史の記憶と南部同盟：奴隷制度と向き合う」と題された講演では、米国南北戦争博物館の最高責

任者 Christy Coleman による迫力に満ちた報告があった。2017年にロバート・リー将軍（南部同盟）の銅像
の撤去が決定してから、ヴァージニア州で過激な反対運動がくりひろげられていたことは日本のメディアでも話

題になっていたが、人種差別主義を肯定するような動きについてについて、Coleman氏と参加者との全体会議
で活発な意見交換が行われ、博物館のミッションを明確に打ち出していたのが印象的であった。 
10月 17日： Jacob Rader Marcus Center of the American Jewish Archives （AJA）で開催。「今後のホ
ロコーストミュージアム」という題のもとで、シンシナティ（米国）、マケドニア、テレジン（チェコ共和国）、ダラス（米

国）各都市にあるホロコーストミュージア所属の関係者による報告が行われた。午後からはＡＪＡ敷地内のアーカ

イヴスコレクションの視察を行った。さらに米国公園局のMary Case と Joan Bacharach によるヨハネスブル
ク（南アフリカ）「憲法裁判所」の建造物デザインの特徴を紹介するフィルム上映が行われ、民主主義の象徴とし

ての建築について報告があった。その後は二つの分科会が同時開催され、スライド 20枚が自動的に映し出さ
れる「ペチャクチャ形式」で 5名による報告が、それぞれの部屋であった。夜はアメリカ建築家協会シンシナティ
（他）の主催で「博物館と持続可能性」のテーマで、エコな博物館に関する発表・討論会が行われた。 
10月 18日: 午前中に 1930年に建てられたアールデコ建築のホテルの見学ツアー、残りの研究発表を行った
後、ユニオン鉄道駅を改修し建設しているミュージアムセンターの工事現場で Hard Hat tour。自然史、歴史、
こども科学館等と、ホロコースト＆ヒューマニティセンターが移転され、巨大な複合施設となる。これまで地域の学

校と同居していた地域密着型の良さが損なわれてしないかむしろ心配にもなった。昼に解散。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 スペイン語・フランス語、英語のパンフレット及びニュースレターの配布を行った。事前に大会運営委員会役員

にお願いしていた通り、5 分程度のプレゼンテーションをメイン会場ホールで行った。プレゼンテーションでは京
都大会プロモーション用ビデオの音を消した状態で上映し、代わりに準備した原稿を読みながら補足説明を東

が行った。 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
ICMEMO 会員は他の国際委員会と同様に欧州中心の会員が多く、どうしてもホロコーストに関連するテーマを

取り上げることが多かった。だが、2017 年度年次大会のように、米国の「奴隷制度の記憶」に焦点をあてることに
よって、米国博物館協会（AAM）の会員とのネットワークを強化することにも繋がったといえる。東欧出身者は米
国までの旅費を準備することができないところをみると、京都大会に参加することはさらに困難であろうと思えて

ならない。今回の年次大会では広島平和記念資料館の小山学芸員が、現在進行中のリニューアルプロジェに

ついて簡単に報告をしていただき、国際委員会の会員たちが日本にくるように促してくれるように事前に手配を

したが、は京都大会で ICMEMO とコラボができる国際委員会に積極的に声をかけていきたい。 

（19）ICMEMO 

国際委員会名： 
International Committee of Memorial Museums in Remembrance of the Victims of Public Crimes 
（公共に対する犯罪犠牲者追悼のための記念博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
東 自由里 （京都外国語大学）  
大原一興  （横浜国立大学） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 14日～18日 （東 14～17日参加；大原 15～18日参加） 
International Committee for Architecture and Museum Techniques （建築・博物館技術国際委員会）と
合同会議 
 
実施場所： 
アメリカ シンシナティ 
メイン会場：  

National Underground Railroad Freedom Center、（奴隷解放フリーダムセンター） 
大会開催期間中にレセプション、シンポジウム、討論が行われたその他の会場：  

Jacob Rader Marcus Center of the American Jewish Archives,  
Cincinnati Museum Center at Union Terminal （ユニオン・ターミナル・シンシナティ博物館センター）、 
Holocaust and Humanity Center,  
Contemporary Arts Center （現代美術センター）.  
Cincinnati Art Museum （シンシナティ美術館） 

 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
Memory Building: Engaging Society in Self-Reflective Museums 
 
オハイオ州シンシナティは ICOM2019年総会開催地候補地としても名乗り上げていた都市である。京都が

開催地となることが決定した後も、シンシナティの博物館関係者は積極的に誘致活動を 2016年 ICOM ミラノ

大会で行っていた。そのため、ICMEMOは初めて米国での開催となる 2017年度年次大会をシンシナティで
開催することになった。参加者を増やすためにＩＣＡＭＴと共催となったものの、テーマの設定の関係、

ICMEMO会員の参加者数の方が多かったといえる（合わせて最大約 70名）。シンシナティは南北戦争中、奴
隷解放運動が盛んな地域であったことから、奴隷解放の歴史を中心に語るNational Underground Railroad 
Freedom Center（別名フリーダム・センター）が 2005年に開館した。フリーダム・センターの常設展示は、米国
における奴隷制度とその解放の歴史だけではなく、館長の説明によると最近は世界中に起きている人身売買に

関係する教育事業も繰り広げているという。尚、本年次大会にはスアイ・アクソイ ICOM会長に年次大会期間全

日（14日～18日）まで参加していただくことができた。 
 
10月 1４日：  午前中から ICMEMO役員会議の後、会員の全体会議が開催され、2018年度年次大会の候
補地とその準備について話し合った。午後は、奴隷解放運動に因んだ名所をバスで巡る半日ツアーが実施され

た。夜は、シンシナティ市が主催している 4日間の「光の芸術祭、BLINK」を楽しむことができた。 2019年京
都大会で ICMEMOのホスト博物館となることが決定している広島平和記念資料館の小山亮学芸員が文科省
の「学芸員等在外派遣研修」制度を利用して、初日の半日ツアーから参加することができ、年次大会が本格的

に始まるまえに会員たちと有意義な交流ができた。 
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（19）ICMEMO 

国際委員会名： 
International Committee of Memorial Museums in Remembrance of the Victims of Public Crimes 
（公共に対する犯罪犠牲者追悼のための記念博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
東 自由里 （京都外国語大学）  
大原一興  （横浜国立大学） 
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概要：  
今年度年次大会テーマ 
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資料 1．プログラム （一部変更もあり） 
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写真 1．Freedom Centerでの館長挨拶 
写真 2 Skype利用のディスカッション（Freedom Center） 

写真 3．Art Museumでのレセプション 
写真 4．ICOM2019京都大会の紹介 

写真 5．Holocaust and Humanity Center 
写真 6．AJAの図書室の見学 

写真 7．Contemporary Arts Center 写真 8．ユニオン駅 Museum Center の Hard Hat 

Tour 
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（20）ICMS 

パンフレットとニュースレターは参加者全員の手元に配布した。執行役員会のミーティングに参加し、今後配布

される事前アンケートや京都大会での費用分担や今後の計画について話す機会を設けた。また、できるだけ多

数の参加者と積極的に話をし、京都大会への要望を聞き、参加を促す活動を行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
執行役員会のミーティングにて日本側の要望と博物館セキュリティ分野の専門家が日本には数が少なく、ほとん

どいない現状を説明した。前者については DRMC、ICOM-CC、INTERCOM、Blue Shield とのジョイント・セ
ッションの可能性について話をした。後者に関しては、博物館にセキュリティの専門家がいないのであれば、博

物館のセキュリティ部門を管理する責任者、または、委託元企業のセキュリティを計画する責任者を紹介して欲

しいとの要望があった。2019京都大会での ICMS年次大会のプレゼンテーションでは、狭義の意味でのセキ
ュリティの問題だけではなく、広義の意味で博物館を守るという観点から過去の災害事例や自然災害に対する

最新の技術・対策・計画等を、特に日本では多くの事例があると思われる地震・津波・洪水に焦点を当てて報告

を聞きたいとの強い要望があった。英語圏において日本の情報が少ないという現状において、民間企業、ITな
どの情報管理専門家、危機管理学研究者等のプレゼンテーションを含めて、博物館職員及び学芸員の報告が

大いに期待される。残る問題は、分野別発表者の決定・発表者数・英語力を考慮の上、どのような方法で日本

側の発表者を早い段階で依頼・募集するかである。発表や視察の際に日⇆英同時・逐次通訳は不可欠である。 
Hekman事務局長は、201６、201７年の両年次大会に欠席しているが、京都大会 ICMSプログラムについて
は、Hansen議長並びに日本側とメールにてどのような相談にも応ずると連絡があった。 
 
ビジネス・ミーティングや交流の場で、京都大会に参加することを楽しみにしている人が多くいることがわかった。

ICMS ウェブサイト担当者から ICOM KYOTO リンク先を教えてほしいとの質問があった。近々英語サイトが開
設されると回答した。今後、ICOM KYOTOのサイト更新時には、その旨委員会ウェブサイト担当者へ報告する
ことが、アクセス促進及び情報の周知に効果的と思われる。参加者からは、セキュリティだけではなく、人的及び

収蔵品マネイジメントについて知りたい、宿泊先について予約はいつどのようにするのか教えてほしい、家族で

京都に来られるようにしたいので同伴者 3~4人は登録できるようにしてほしい、ポスト・コンフェレンス・ツアーで
富士山や東京を訪れたい等の要望があった。また、本大会中グルテンフリー食の人がいたので、食事面での配

慮も必要と考えられる。 
 
次年度の ICMS2018は、2018年 9月 17~19日にケニヤ・ナイロビに於いて、災害対策・計画をテーマ行わ
れる予定である。また、大会終了後にケニヤ国内の博物館職員を対象に 2日間（20、21日）のワークショップを
ICMS主催で行う予定である。 
  

（20）ICMS 

国際委員会名： 
International Committee for Museum Security 
（博物館セキュリティ国際委員会） 
 
参加者名： 
前田裕美 （浦賀ドック野外船舶技術博物館設立推進会議） 
 
開催期日： 
平成 29年 8月 20日～25日（全日程参加） 
 
実施場所： 
アメリカ ケンブリッジ 
Harvard Art Museum  
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Sensitivity to Cultures in Museum Security（博物館セキュリティにおける文化的配慮） 
 
2017年 ICOM/ICMS (博物館セキュリティ国際委員会)の年次大会が米国・ケンブリッジのハーバード大学美
術館にて 8月 20~25日（6日間）の日程で開催された。会議のテーマは、「博物館セキュリティにおける文化的
配慮」で、参加者は、（同伴者 11名を含め）70名であった。内、米国を除いた最多数参加国は中国で（同伴者
を含め）14名であった。日本からの参加は本報告者 1名であった。尚、執行役員メンバー6名中、田氏（中国）
と事務局長 Hekman氏（カナダ）は欠席であった。 
 
会議は、主に、プレゼンテーション、博物館美術館見学、エクスカーション、博物館セキュリティ実地分析及び結

果報告で構成されている。プレゼンテーションでは、議題に沿った米国、モンゴル、ケニヤ、ナイジェリア等から

の報告とその他、博物館セキュリティに関係し文化遺産保護・自然災害被災事例及び対策・戦争時盗難文化財

の返還・城郭防火訓練事例、博物館事件事故年報等が報告された。それらに加えて、2018年、2019年の
ICOM/ICMS大会の PR映像とプレゼンテーションも行われた。また、執行役員会と ICMS メンバーによるビジ
ネス・ミーティングが行われ、ICSMの今後の活動計画や監査報告の承認が行われた。 
 
日 程（プログラム詳細は資料参照） 
【第 1日目】登録、執行役員会及び夕食会 
【第 2日目】歓迎の辞・レセプション、集合写真、ハーバード大学美術館見学、プレゼンテーション（含・事例及

び    学術報告、スポンサー企業）、参加者昼食会及び夕食会 
【第 3日目】プレゼンテーション（含・ICOM KYOTO 2019、事例及び学術報告、スポンサー企業） 
【第 4日目】セキュリティ・ツアー（４館４グループ）、ハーバード大学美術館内施設視察、プレゼンテーション（事

例報告）、ハーバード大学キャンパス見学 
【第 5日目】ボストン市内観光（フリーダムトレイルを歩く）、セキュリティ・ツアー結果報告（４館４グループ） 
【第 6日目】ボストン市内観光（ボストン・パブリック・ガーデン）、プレゼンテーション（含・ICMS NAIROBI 2018

〈ケニヤ〉、事例報告）、ビジネス・ミーティング、閉会の辞・レセプション 
 
ICOM京都大会の PR： 
会議、第 3日目プログラム内でプレゼンテーション「ICOM Kyoto 2019」を行った。内容は、ICOM京都大会の

テーマとその意味を解説し、日程・会場についての情報を提供し、最後に大会 PR 用の動画映像を上映した。
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写真７ 会場の様子 写真８ セキュリティ・ツアー 

写真９ セキュリティ・ツアー 写真１０ ボストン市内観光（フリーダム・トレイル） 

写真１１ フェアウェル・レセプション 
（ハーバード大学美術館 Adolphus Bush Hall） 
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写真１ 会場遠景 写真２ 開会の挨拶  
（ハーバード大学美術館・セキュリティ部長） 

写真３ 集合写真 写真４ ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真５ ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真６ ICMS執行役員（右）、ICMS議長（中央）、拙者（左） 
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写真１ 会場遠景 写真２ 開会の挨拶  
（ハーバード大学美術館・セキュリティ部長） 

写真３ 集合写真 写真４ ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真５ ICOM京都大会のプレゼンテーション 

写真６ ICMS執行役員（右）、ICMS議長（中央）、拙者（左） 
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（21）ICOFOM 

国際委員会名： 
International Committee for Museology 
（博物館学国際委員会） 
 
参加者名： 
栗原 祐司（京都国立博物館副館長） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 25日～28日（全日程参加） 
 
実施場所： 
キューバ ハバナ 
Palacio del Segundo Cabo Habana 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The politics and poetics of museology（博物館学の政治性と詩韻性） 
 
ICOM Latin America & Caribbean Alliance（ラテンアメリカ・カアリビアン地域連盟）と合同会議 
 キューバの首都・ハバナで開催された第 40 回 ICOFOM シンポジウムは、第 25 回 ICOFOM-LAC 会合及
び ICOM-LAC 年次大会との同時開催で、およそ 100 名の参加者のうち、過半数は中南米の方で、日本及び
アジアからは出張者のみであった。世界遺産にも登録されているハバナ旧市街地（La Habana Vieja）の旧館
で開催され、英語・スペイン語・フランス語の同時通訳がつき、多様な議論が展開された。 
 Alissandra Cummins ICOM前々会長ら 4人が基調講演を行い、8つのセッションの他、ポスターセッション
などが行われ、栗原は、ブルーシールドに関するセッション（Round Table“The Importance of Blue Shield 
for heritage protection in the Latin America and Caribbean”）で日本の文化財防災の取り組みを紹介し
た。カリブ・中米諸国は、ハリケーンの常襲地域であり、つい最近もメキシコで大地震があり、火山、水害等の災

害も多い。ICOM-LAC委員長の Smuel Franco氏は、栗原と同じ ICOM-DRMC（災害対策委員会）のメンバ
ーであり、2017年 3月に東京国立博物館で開催した文化遺産防災国際シンポジウムで基調講演者として招へ
いした経緯がある。今回の会議の共催者代表の一人である Franco氏は、開会式のあいさつの中でも日本の防
災取組に学ぶべきところは多いと触れ、今後の連携方策を提案した。また、Alissandra Cummins ICOM前々

会長もバルバドス出身であり、カリブ諸国は文化財防災に関して日本ともっと連携すべきであると主張した。 
 会期中には、キューバの故 ICOM メンバーの追悼式や、教会でのコンサートなども行われた。 
 来年度は、イラン・テヘランで開催予定。今回もそうだったが、次回もビザの取得が難しい国であり、それほど

多くの参加が見込まれないことが予想される。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 最終日（9 月 28 日）の ICOFOM 年次総会において、5 分ほど京都大会プレゼンテーションの時間をいただ
き、プロモーション用ビデオを上映し、説明した。 
 また、リーフレットの英語版及びスペイン語版を配布した。 
 

（20）ICMS 
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KYOTO 2019 プレゼンテーションを含む） 
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（22）ICOM-CC 

国際委員会名： 
International Committee for Conservation  
（保存国際委員会） 
 
参加者名： 
榊 玲子 （たばこと塩の博物館） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 4日～8日（全日程参加） 
 
実施場所： 
デンマーク コペンハーゲン 
The Tivoli Congress Center 
 
概要：  
今年度年次大会テーマ 
The 18th ICOM-CC Triennial Conference – Linking Past and Future （ICOM-CC第 18回大会） 
 

2017年の大会は、ICOM-CCが 3年ごとに開いている大会に加え、1967年の ICOM-CC創設から５０年と
いうことで ICOM-CC 50周年を祝う記念大会でもあった。そのためもあるのか、参加者数は１,000名を超える大
規模な大会であった（うち日本からの参加者は 17名）。 
大会では 2 本の基調講演、合計 150 本の発表・報告および 100 件のポスター発表が 21 の working group
に分かれて行われた他、毎日夜には social eventが催され、また大会 3日目の午後には Technical Visits と
いう名目で、コペンハーゲン市内だけではなく、近郊も含めた 26 の見学研修プログラムが用意されており、さな
がら小 ICOM 大会という様相を呈していた。また、ICOM-CC のボードメンバーおよび各 working group の
coordinator の選挙が大会開催に合わせて行われ、2017-2020 期の新メンバーが決定した。ボードメンバー数
人の入替はあったが、委員長については 2016 年の ICOM ミラノ大会より連絡を取り合っている Strætkvern
委員長の再選となった。 
なお本大会に対しては、さまざまな形でのサポートがあったと思われるが、Dronning Margrethes og Prins 
Henriks Fond 、AUGUSTINUS FONDEN 、Aage of Johanne Louis-Hansens Fond 、The Getty 
Foundtion、the Agency for Culture and Palacesが主要スポンサーであったようだ。また、大会会場のホー
ルでは 22 の企業による展示ブースが設けられており、それぞれプレゼンが行われていた。（うち１社は、日本の
株式会社森木ペーパー Moriki Paper Company, Ltd.） 
5日間の大会プログラムの概要は下記の通り。 
 
大会１日目：2017年 9月 4日 
オープニングは、マルグレーテ 2 世デンマーク女王陛下のご臨席をはじめ、デンマーク文化省大臣、ICOM 
Suay Aksoy 会長が出席するなか、盛大に開催された（女王陛下によるスピーチはなし）。また、それぞれのオ
ープニングスピーチのあと、ICOM-CC 50周年を記念して、50年を振り返るプレゼンテーションも行われた。女
王陛下の臨席はここまでで、ご退席にあわせて coffee break となり、その後は、2014−2017の ICOM-CCおよ
び各 working groupの活動が報告された。ランチタイムの後は、5つの会場に分かれて working group によ
るセッションおよびポスター発表が行われた。なお、期間中は、会場のホワイエに数種類のサンドイッチ（ベジタリ

アン、ハラールやカロリー表示あり）、フルーツ、各種ドリンク（コーヒー、各種ティー、ソフトドリンク）がランチとして

準備されており、ほとんどの参加者はそこで済ませていたようである。 
セッション終了後は、“ブラック・ダイアモンド Black Diamond”と呼ばれている王立図書館にて、合唱あり、バレ

（21）ICOFOM 

     
       ブルーシールド・セッションで、日本の       ICOFOM年次総会で、ICOM京都大会 
       文化財防災の取組について説明。         についてアピール。 
       （右は、ICOM-LAC委員長の Smuel 

Franco氏。） 
 

        
     Alissandra Cummins元 ICOM会長              大会用トートバッグ等 
 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 ハバナ大会開催時点で ICOFOM の窓口担当者が決まっていなかったため、運営委員長である栗原が、文

化財防災に関する調査を兼ねて参加した。 
 François Mairesse委員長からは、担当者は、早めに、できれば京都の大学で博物館学を教えている専門家
が望ましい、との話があった。また、ICOM 京都大会では、今のところ他の委員会とｵジョイント・セッションは考え

ていないけれども、ボードミーティングの結果、クエスチョネアーで 3 日と 4 日を 1 部屋で回答したけれども、ワ
ークショップをやりたいので、20 人程度の小部屋を 5 つ用意してもらいたい、との話があった。オフサイト・ミーテ
ィングについても、博物館学を教えている大学の博物館等があれば、教えてほしいとのことであった。 
 なお、会議自体は比較的シンプルで、4 日間を通じて特にツアー等はなかったが、3 日目の午後にフリータイ
ムがあり、ハバナ旧市街の博物館等を見学することができた。 
 ICOFOM は、2013-2016 年に水嶋英治氏がボードメンバーとなり、2015 年に筑波大学で年次大会（シンポ
ジウム）を開催しているが、ICOM日本委員会役員の参加はなく、日本からの ICOFOM メンバーも増えることな

く終わっている。そもそも同大会そのものが、あまり学芸員養成課程の教員等に十分周知されなかったという問

題があったが、ICOFOM での議論は、日本の博物館学の発展にも寄与する質の高いものであり、2019 年の
ICOM京都大会の開催を機に、日本の博物館学研究者から ICOFOMへの多数の参加が望まれる。 
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（22）ICOM-CC 

国際委員会名： 
International Committee for Conservation  
（保存国際委員会） 
 
参加者名： 
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ークショップをやりたいので、20 人程度の小部屋を 5 つ用意してもらいたい、との話があった。オフサイト・ミーテ
ィングについても、博物館学を教えている大学の博物館等があれば、教えてほしいとのことであった。 
 なお、会議自体は比較的シンプルで、4 日間を通じて特にツアー等はなかったが、3 日目の午後にフリータイ
ムがあり、ハバナ旧市街の博物館等を見学することができた。 
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く終わっている。そもそも同大会そのものが、あまり学芸員養成課程の教員等に十分周知されなかったという問
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（22）ICOM-CC 

 
ICOM京都大会の PR： 
残念ながら、大会のプログラムは詳細にスケジュールが組まれており、また、次大会の開催地の発表に力が置か

れていたため、京都大会のプレゼンは行えず、パンフレットおよびニュースレターの配布のみとなった。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
ICOM-CC メンバーにとっては、ICOM-CC Triennial Conference に比重が置かれている、ということは常々
言われており、また、実際に参加してみるとそのことが実感されたが、レセプション横で配布した京都大会のパン

フレットやニュースレターを手に取っている姿を見ると、興味がないわけではないことがわかった。しかし、京都大

会の 1年後の次回大会開催地が北京となると、やはり 2年続けてアジアへ来るというのは、アジア地域以外のメ
ンバーにとってはかなりハードルが高いことが容易に想像される。ただし、大会期間中に京都大会の進捗状況

などを説明するための時間を割いてくれた Strætkvern 委員長は、ICOM-CC として京都大会には期待されて
いるようで、密に連絡を取り合いながら準備を進めていくことを確認し合った。 
 
Strætkvern委員長・ICOM-CC事務局からの質問・提案等 
① 地理的な質問： 京都大会会場と京都市内の位置関係に始まり、関西全般、あるいは東京など他の都市と

の位置関係など、一般的な情報について。また、それにあわせて京都市内外の交通手段等について。 
② 物価についての質問： 特に宿泊費、交通費について。 
③ 京都大会でのプログラムについての提案： ICOM-CC はボードメンバーの入替のための選出や総会は

ICOM-CC Triennial Conference で行っているため、京都大会では board meetina は行わず ICOM-
CC の単独セッションを半日、ジョイントセッションを半日実施する方向で検討するという意向を伺った。なお、

打ち合わせ時には、ジョイントセッションについては、現在、ICOM-CC と共同プロジェクトを組んでいる

ICAMT（International Committee for Architecture and Museum Techniques）の名前が上がってい
たが、大会終了後、ICAMT と連絡を取り合って、ジョイントセッションを行う方向で調整始めた旨、連絡があ
った。 

④ オフサイトについて： Strætkvern 委員長からは、奈良文化財研究所での東日本大震災での被災文書資

料等のレスキュー作業についてのヒアリングをしたいとの希望が寄せられた。また、post conference tour
などで、希望者を募って東北地方を訪れて東日本大震災後の文化財レスキューあるいは現状についての

視察を行いたいとの希望が出された。 
⑤ その他： ICOM-CC は、今回の大会後は 2020 年の次回大会まで年次大会の予定はなく、京都大会まで

は各 working groupでの研究会などが開催されるだけであるので、京都大会に向けての進捗状況の報告
などを含めた PRは、ICOM-CCが出しているニュースレターを通じて行うことを提案された。 

⑥ 今回、9 月 4 日から始まる ICOM-CC Triennial Conference に参加するため、前日の 3 日に現地に到
着する直行便のフライトを予約していた。しかし、出発直前になって機体不良のために予定のフライトがキャ

ンセルになるというアクシデントが発生。そのため、他の便へ振り替えて、当日早朝、現地入りすることになっ

た。初日のホテル宿泊を不泊せざるを得なかったが、今回の宿泊については大会参加申し込みと一緒に大

会 PCOの The Meeting Planners ApSを通じて行ったため、ここを通じてホテル他に連絡を入れてもらう
ことができた。京都大会でも今回のようなトラブルをはじめ、さまざまなトラブルが発生する可能性は十二分

にあるので、そうした場合の対処法や連絡網の確立など、トラブルに対して万全な態勢で臨めるような準備

が肝要であることが痛感された。 
 
 
 
 
 

（22）ICOM-CC 

エありのウェルカム・レセプションが開かれた。ちなみにこのレセプションへの参加費用は大会参加費に含まれて

いるため、軽食とドリンク１杯は無料であったが、ドリンクの 2杯目からは有料であった（事前予約制）。 
 
大会 2日目：2017年 9月 5日 
大会二日目は、午前・午後を通じて一日 working groupのセッションとポスター発表が行われた。 
セッション終了後の 19時からは、Copenhagen City Council 主催のレセプションが、Copenhagen City Hall
にて開催された（パンケーキ・レセプション）。このレセプションへの参加費も大会参加費に含まれていたが、事

前予約は必要であった。 
 
大会 3日目：2017年 9月 6日 
午前中は coffee breakをはさんでの二本の基調講演とディスカッションが開催された。ディスカッションでは、ふ
たりの keynote speaker に対してフロアから多くの質問や意見が出され、活発な討議が行われた。ランチの後
は、Technical visits が実施され、それぞれが事前に申し込んでいた見学コースに分かれて参加した。見学コ
ースは 26プログラム用意されていたが、二つのプログラムはキャンセルとなっていたので、実際には２４コースで
あったが、大会会場から徒歩で参加できるコースだけではなく、バスを使っての郊外への見学コースも準備され

ており、充実した内容の Technical visit となっていた。 
18時からはナショナル・ギャラリー National Gallery of Denmarkにてレセプションが行われたが、これは特
にセレモニー的なものが用意されているわけではなく、ドリンクを飲みながら National Gallery を見学する、と
いう趣旨のものであったようである（不参加のため、参加者からの聞き取りによる／事前予約不要）。 
 
大会 4日目：2017年 9月 7日 
大会 4日目は 2日目同様、午前・午後を通して一日 working groupのセッションとポスター発表が行われた。
予定していた全ての発表が終了した working groupでは、最後に working group内ミーティングが開催され
ていた。 
セッション終了後は、ICOM-CC主催の ICOM-CC Conference Dinnerがデンマーク国立博物館 National 
Museum of Denmarkで開催された（要事前予約）。なお、大会期間中に準備されていた夜の social eventの
なかで、本 Dinnerのみが大会参加費用に含まれておらず、別途参加費用が必要であった。 
 
大会 5日目（最終日）：2017年 9月 8日 
大会最終日の午前中は、最後の working groupセッションとポスター発表、および working group ミーティン
グが行われた。 
午後は総会が開かれ、総会の第 1部は“The conservation profession; achievements and challenges”とい
うテーマで、ICOM-CCの前委員長たちによるセッションが行われた後、会場からの質問・意見などを受けて、会
場一体で活発な討議が行われた。総会第 2 部では、2014-2017 期で目覚ましい活動をした ICOM-CC メンバ
ーに対する表彰、各 working group リーダーへの慰労に続き、2017-2020 期の新 working group リーダー
および新ボードメンバーの発表となった。そして、最後に次回 2020年の ICOM-CC Triennial Conference開
催地の発表となったが、地名が伏せられたままでスクリーンに映し出されていく開催地に関連するさまざまな映

像を見ながら、会場内のメンバー同士がどこなのかを推測し合っている中、最後に「北京」であることが発表され

て大会が幕を閉じた。 
なお、Lapidarium of Kingsで開かれた farewell partyでは、ビールやソフトドリンクを飲みながら、大会期間
中に知り合った仲間同士、3年後の再会を約束しながら語り合っていた。 
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写真 7．各 working groupによるセッションのようす 
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年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 年次大会の参加者に京都大会に参加するか聞いたところ、「内容による」、「研究発表のテーマによる」といっ

た答えがあった。オフサイトミーティングなどの内容を充実させることは、参加者を増やすために重要であると感

じた。 
 初日には、歓迎晩餐会が催された。そのさい、参加者は主催者からインドネシアの伝統的なバティック・シャツ

と ICOMONのロゴ入りのポロシャツを贈呈され、その他にも、大会開催期間中に様々なお土産をもらった。 
 当初渡されていた参加者リストは 48名参加予定だったが、実際に参加したのは 39名だった（キャンセル者の
出身国：ナイジェリア、ケニア、ウガンダ、ロシア、オランダ、カナダ）。また、中国からは 2 つの施設の参加者に 1
人ずつ通訳が追加で参加した。京都大会でも、大会直前や当日になって参加予定の変更がありうると思われる

ので、それに対応できるよう計画を立てる必要があると感じた。 
 ミラノ大会のさいはヨーロッパからの参加者が多かったが、今回はジャカルタが開催地であったため、通常より

もアジア圏からの参加者が多かったようである。その合計は 22名で、インドネシア（3名）、シンガポール（1名）、
マレーシア（1 名）、タイ（4 名）、インド（2 名）、中国（9 名）、韓国（1 名）、日本（1 名）からの出席であった。その
他は、ヨーロッパ圏から 16 名、ブラジルから 1 名であった。京都大会にもアジアから多くの参加者があるのでは
ないかと感じた。 
 ICOMON の会員構成を反映して、今回の参加者も半数近い 18 名が中央銀行の運営する博物館の職員だ
った（国数にすると 16 か国中の 10 か国だが、その中には中央銀行以外の博物館や個人研究者も参加してい
る国が複数ある）。 
 インドネシアは人口の 9 割がイスラム教徒であり、食事はハラル食であったと思われる（お酒は一切出なかっ
た）。また、インドからの参加者に、おそらく宗教的な理由（おそらくヒンズー教）で肉を一切食べないかたがいた。

京都大会でも、提供する食べ物に注意が必要だと感じた。 
 年次大会終了後、インドネシア中央銀行から拙宅に大会参加への感謝状（Thank You Letter）が送られてき
た。大会終了後の年末には、やはりインドネシア中央銀行からシーズンズ・グリーティングが E メールで送られて
きた。 
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国際委員会名： 
International Committee for Money and Banking Museums 
（貨幣博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
川仁央 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 3日～6日（全日程参加） 
 
実施場所： 
インドネシア ジャカルタ 
Museum Bank Indonesia（インドネシア中央銀行博物館） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Money and Banking Museums: From Display to Engagement（貨幣・銀行博物館――展示から参加へ） 
 
 今回の年次大会はインドネシア中央銀行が主催し、会場は同中央銀行博物館であった。関係者の話では、イ

ンドネシアでは自国の PR になる催しには公的資金が積極的に充てられるそうで、大会と関係イベントの企画運
営・資金提供はすべてインドネシア中央銀行によるものと聞いた。同中央銀行の広報部門職員、業務委託先で

あるコンベンション企画業者、旅行代理店、オフサイト・ツアーの受け入れ先など、様々な準備組織の人員（大会

参加者数の倍に上るという）が打ち合わせを重ねて実現したとのことで、その歓待ぶりは一貫していた。また、大

会には、ジャカルタの博物館関係者や ICOM インドネシア、観光局職員など多くの現地関係者も参加していた。 
 2 日間に渡って 13 名による研究発表があり、それぞれモデレーターによるコメント、会場からの質疑応答があ
った。特に中央銀行が運営する博物館では、経済のメカニズムや金融制度といった概念、社会における中央銀

行の役割といった、抽象的で一般にわかりづらい内容を公衆に伝える必要がしばしばある。そのため、それをい

かに博物館の展示や活動に積極的に関わってもらうことで成し遂げるかという課題からのテーマである。こうした

問題意識から、研究発表は 3部のセッションに分けられ、それらは「コミュニケーション・ツールとしての博物館」、
「公共教育における貨幣・銀行博物館の役割」、「博物館のコミュニケーションを支える展示とテクノロジーの発達」

と題するものであった。具体的には、博物館を情報センターにするためのシステムの構築、子供向けのゲームの

設計による金融教育の試み、貨幣博物館によるブログやSNSの利用、貨幣博物館の展示方法の歴史などにつ
いての発表があった。シンガポールに拠点を置く展示設計業者による特別発表もあった。 
 ジャカルタ市内の博物館施設見学は、2 日目は午後にタマン・ミニ・インドネシア・インダー（他民族国家である
インドネシアの様々な建築様式、衣装、舞踊などの文化を紹介するテーマパーク）、3 日目は午後にジャカルタ
旧市街のジャカルタ歴史博物館などであった。4 日目は、丸 1 日、ジャカルタからバスで 2 時間程のリゾート地
であり、戦後に独立したアジアとアフリカの国々が参加した「バンドン会議」（1955 年）の開催地でもあるバンドン
への遠足に行き、当地の博物館施設などを見学した。毎晩、中央銀行主催の夕食会があった。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 閉会式のさいに、来年の年次大会が開催されるギリシャ（アテネ）の代表者による告知と、筆者による 2019 年
に開催する ICOM 京都大会 2019 の告知（PR プレゼンテーション）がなされた。パンフレット及びニュースレタ
ーの配布を行い、プロモーション用ビデオの上映とパワーポイントを使ったプレゼンを合わせて 15 分を割り当て
てもらい、京都大会の PR を行った。アテネの告知が簡潔であったため、筆者のプレゼンは少々派手に映った

感があり、「京都大会の準備は万全ですね」といった声を掛けられた。 
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年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 年次大会の参加者に京都大会に参加するか聞いたところ、「内容による」、「研究発表のテーマによる」といっ

た答えがあった。オフサイトミーティングなどの内容を充実させることは、参加者を増やすために重要であると感

じた。 
 初日には、歓迎晩餐会が催された。そのさい、参加者は主催者からインドネシアの伝統的なバティック・シャツ

と ICOMONのロゴ入りのポロシャツを贈呈され、その他にも、大会開催期間中に様々なお土産をもらった。 
 当初渡されていた参加者リストは 48名参加予定だったが、実際に参加したのは 39名だった（キャンセル者の
出身国：ナイジェリア、ケニア、ウガンダ、ロシア、オランダ、カナダ）。また、中国からは 2 つの施設の参加者に 1
人ずつ通訳が追加で参加した。京都大会でも、大会直前や当日になって参加予定の変更がありうると思われる

ので、それに対応できるよう計画を立てる必要があると感じた。 
 ミラノ大会のさいはヨーロッパからの参加者が多かったが、今回はジャカルタが開催地であったため、通常より

もアジア圏からの参加者が多かったようである。その合計は 22名で、インドネシア（3名）、シンガポール（1名）、
マレーシア（1 名）、タイ（4 名）、インド（2 名）、中国（9 名）、韓国（1 名）、日本（1 名）からの出席であった。その
他は、ヨーロッパ圏から 16 名、ブラジルから 1 名であった。京都大会にもアジアから多くの参加者があるのでは
ないかと感じた。 
 ICOMON の会員構成を反映して、今回の参加者も半数近い 18 名が中央銀行の運営する博物館の職員だ
った（国数にすると 16 か国中の 10 か国だが、その中には中央銀行以外の博物館や個人研究者も参加してい
る国が複数ある）。 
 インドネシアは人口の 9 割がイスラム教徒であり、食事はハラル食であったと思われる（お酒は一切出なかっ
た）。また、インドからの参加者に、おそらく宗教的な理由（おそらくヒンズー教）で肉を一切食べないかたがいた。

京都大会でも、提供する食べ物に注意が必要だと感じた。 
 年次大会終了後、インドネシア中央銀行から拙宅に大会参加への感謝状（Thank You Letter）が送られてき
た。大会終了後の年末には、やはりインドネシア中央銀行からシーズンズ・グリーティングが E メールで送られて
きた。 
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国際委員会名： 
International Committee for Money and Banking Museums 
（貨幣博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
川仁央 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 3日～6日（全日程参加） 
 
実施場所： 
インドネシア ジャカルタ 
Museum Bank Indonesia（インドネシア中央銀行博物館） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Money and Banking Museums: From Display to Engagement（貨幣・銀行博物館――展示から参加へ） 
 
 今回の年次大会はインドネシア中央銀行が主催し、会場は同中央銀行博物館であった。関係者の話では、イ

ンドネシアでは自国の PR になる催しには公的資金が積極的に充てられるそうで、大会と関係イベントの企画運
営・資金提供はすべてインドネシア中央銀行によるものと聞いた。同中央銀行の広報部門職員、業務委託先で

あるコンベンション企画業者、旅行代理店、オフサイト・ツアーの受け入れ先など、様々な準備組織の人員（大会

参加者数の倍に上るという）が打ち合わせを重ねて実現したとのことで、その歓待ぶりは一貫していた。また、大

会には、ジャカルタの博物館関係者や ICOM インドネシア、観光局職員など多くの現地関係者も参加していた。 
 2 日間に渡って 13 名による研究発表があり、それぞれモデレーターによるコメント、会場からの質疑応答があ
った。特に中央銀行が運営する博物館では、経済のメカニズムや金融制度といった概念、社会における中央銀

行の役割といった、抽象的で一般にわかりづらい内容を公衆に伝える必要がしばしばある。そのため、それをい

かに博物館の展示や活動に積極的に関わってもらうことで成し遂げるかという課題からのテーマである。こうした

問題意識から、研究発表は 3部のセッションに分けられ、それらは「コミュニケーション・ツールとしての博物館」、
「公共教育における貨幣・銀行博物館の役割」、「博物館のコミュニケーションを支える展示とテクノロジーの発達」

と題するものであった。具体的には、博物館を情報センターにするためのシステムの構築、子供向けのゲームの

設計による金融教育の試み、貨幣博物館によるブログやSNSの利用、貨幣博物館の展示方法の歴史などにつ
いての発表があった。シンガポールに拠点を置く展示設計業者による特別発表もあった。 
 ジャカルタ市内の博物館施設見学は、2 日目は午後にタマン・ミニ・インドネシア・インダー（他民族国家である
インドネシアの様々な建築様式、衣装、舞踊などの文化を紹介するテーマパーク）、3 日目は午後にジャカルタ
旧市街のジャカルタ歴史博物館などであった。4 日目は、丸 1 日、ジャカルタからバスで 2 時間程のリゾート地
であり、戦後に独立したアジアとアフリカの国々が参加した「バンドン会議」（1955 年）の開催地でもあるバンドン
への遠足に行き、当地の博物館施設などを見学した。毎晩、中央銀行主催の夕食会があった。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 閉会式のさいに、来年の年次大会が開催されるギリシャ（アテネ）の代表者による告知と、筆者による 2019 年
に開催する ICOM 京都大会 2019 の告知（PR プレゼンテーション）がなされた。パンフレット及びニュースレタ
ーの配布を行い、プロモーション用ビデオの上映とパワーポイントを使ったプレゼンを合わせて 15 分を割り当て
てもらい、京都大会の PR を行った。アテネの告知が簡潔であったため、筆者のプレゼンは少々派手に映った

感があり、「京都大会の準備は万全ですね」といった声を掛けられた。 
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ICOM京都大会の PR： 
今回の年次大会では、ICOM 京都大会のパンフレット、ニュースレターを配付し、京都大会プロモーション用

ビデオの上映及び PPTによるプレゼンテーションを行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
京都大会については、ICR独自の大会テーマや国内団体との共催セッション、訪問候補地等、すでに筆者

が ICRの secretary として検討しはじめているものの、まだ十分に共有・検討できていないことも多いため、今
後メール審議等で内容を詰めることになった。 
 
  

（25）ICR 

国際委員会名： 
International Committee for Regional Museums  
（地方博物館国際委員会） 
 
参加者名： 
五月女 賢司（吹田市立博物館 学芸員） 
 
開催期日： 
平成 29年 8月 28日～9月 1日（27日の理事会と初日（28日）午前のみ参加） 
 
実施場所： 
フィンランド 
 ヘルシンキ （Helsinki City Hall, Helsinki City Museum, World Heritage Site Suomenlinna） 
 ハメーンリンナ（Hämeenlinna City Museum, Hämeenlinna Medieval Castle） 
 タンペレ（Vapriikki,The Industrial Heritage of Tampere, The Finnish Labour Museum Werstas, 

Lenin Museum, Adopt a Monument –project, Archaeological Site Tursiannotko, Iron Age Village） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
TOGETHER! Regional Museums Engaging with the “New Reality” 
 
今回の年次大会は、本務の関係で、初日の午前中しか参加できず、全体像を語ることはできないが、フィンラ

ンドでの開催ということもあって、落ち着いた、しかし、ヘルシンキというやや都会的・観光地的な雰囲気の中で、

充実した大会となった。 
まず、大会前日の 27日には丸一日、ヘルシンキ市立博物館で ICRの理事会を行った。議題の一つとして京

都大会のことも話した。夜は ICOM フィンランド委員長の Eero Ehanti 氏からの招待による夕食会が開催され
た。 
年次大会は、ヘルシンキ市役所のホールでの開会式から始まった。参加者は約 50 名。ヘルシンキ副市長

Nasima Rasmyar 氏、ICOM フィンランド委員長、ICR 委員長 Irena Žmuc 氏による挨拶の後、フィンランド
博物館協会事務局長 Kimmo Levä による基調講演が行われた。「A Museum is a Service. New 
professional practices – customer orientation and networking（博物館はサービスである： 新しい職業上
の実践 - 顧客指向とネットワーキング）」で氏は、現在の博物館が直面するサービス施設としての“new 
realities”について、やや強めの口調で力説した。 
その後、第 1・2セッションが共に「Collections and collection policies（コレクションとコレクションのポリシー）」

というテーマのもと実施され、計 6名の発表があった。筆者もこのセッションで「Peace Memorial Museums in 
Japan Engaging with the New Reality（新しい現実に立ち向かう日本の平和記念資料館）」と題して発表し
た。また、第 2セッションの後には、再び筆者が時間をいただき ICOM京都大会の PR を 30分間行った。引き
続き行われたフィンランドのミュージアム・オブ・ザ・イヤーを 2017 年に受賞したヘルシンキ市立博物館の紹介
プレゼンテーションと簡単なガイドツアーまで参加し、帰国の途についた。 
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 昼食ののち、バスでウィンドフック市内を巡検。1959 年のウィントフックの虐殺を追悼する施設や公設市場、女
性の就業トレーニング施設を視察ののち、11 月に開館予定のウィンドフック市立博物館（フィンランド博物館協
会との協力により設立）を学芸員のガイドと共に見学。同館の庭で、ウェルカムパーティが開催された。 
 10月 13日（金）、午前 9時より、ナミビア大学にて最終日を迎えた。 
 最初のセッションでは、フィンランドにおける、地域の歴史に働きかける人材育成に関する発表が 2 件あった。
昨日視察したウィンドック市立博物館とのかかわりを強く認識できる内容であった。 
 そののち、同大学の図書館エントランスのスペースを展示スペースとし、1920 年代から 1960 年代のナミビア
の都市・Usakosの写真展示を見学。同館学芸員からのガイドがあった。 
 昼食前の最後のセッションは、UMAC との共同セッションとして、「等教育における博物館の職業化：グローバ

ルなアプローチ」をテーマにしたウォークショップがあった。大学博物館と博物館学（学芸員養成課程）の関係が

世界各国でどのようになっているのかを把握することの重要性が指摘された。 
 昼食ののち、建国のために活動された政治家などを追悼する施設「Heroes Acre」および国立独立記念博物
館を視察した。両者ともプロパガンダ的な展示手法が多く取り入れていた。 
 
ICOM京都大会の PR： 
 上記概要初日に記載した通り。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 まず、参加者数が 40 名に満たない小規模な会議であった。また、ナミビア、南アフリカからの参加者が多かっ
た。ナミビアや南アフリカからの発表内容も、植民地時代や独立に向けての活動を博物館として扱うか、といった

人文系－特に近現代史中心－ものであり、ナミビアの気候や天然資源といった自然史系・理工系の視点での博

物館活動の報告が皆無であった。 
 京都大会に関しては、ナミビアや南アフリカからの参加者から、大変興味はあるものの、あまりにも距離がある

こと、日本の物価が高いことなどから、行きたくても行かれないのでは、という不安が多く聞かれた。遠方からの参

加者には、渡航費用の一部負担や宿泊費の無料（学生寮などを使わせてもらう）など、アフリカ諸国からの参加

者には一定の支援は必要であるかもしれない。 
 
・ICOM-ICTOPで現在決まっている予定 
2018年 8月  ICTOP会長による学芸員養成課程研究会（全国大学博物館学講座協議会主催予定？） 
2018年 9月  ICOM日本委員会主催 各国際委員会プレ委員会（舞鶴） 
2018年 10月 ICTOP年次総会（ニュージーランド開催予定） 
 
・京都大会への要望、オフサイトミーティング・エクスカーションに関して 

ICTOP会長副会長ともに、今のところ京都大会開催に関して、現在のところ特段要望はない（井上と江水を
通して、日本委員会の状況を適宜会長副会長に伝えている）。来年舞鶴で開催予定のプレ大会に関しても参加

予定（日本までの交通費のみの負担をお願いし、了承された）。ICTOPでは、プレ大会前日に、学芸員養成に
関する研究会（主催：全国大学博物館学講座協議会予定）を開きたいと考えており、研究会での講師引き受け

を会長から了承いただいている。 
ICOM京都大会 2019のエクスカーションとオフサイトミーティングの件は、京都を離れ 1泊がかりで、博物館

サイドからの養成教育に関する実態を把握するための事前案を話したが、会長副会長ともいい案であるというコ

メントをいただいた。また会長からは追加料金はなるべく発生させないようにしてほしい、とのコメントをいただい

た。エクスカーションやオフサイトミーティングに関しては、UMAC との兼ね合いなどを考慮に入れなければなら
ないものの、当初の案（三重県立博物館を事例に、博物館側からの人材育成、伊勢神宮、伊賀甲賀での忍者な

どに関する博物館見学など）を軸に進めていきたい。 

（26）ICTOP 

国際委員会名： 
International Committee for the Training of Personnel 
（人材育成国際委員会） 
 
参加者名： 
江水是仁（東海大学課程資格教育センター博物館学研究室准教授） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 11日～13日（全日程参加） 
 
実施場所： 
ナミビア ウィントフック 
Safari Court Hotel and Conference Centre 
National Art Gallery of Namibia 
University of Namibia 
Windhoek, Namibia 
 
概要： 

今年度年次大会テーマ 
Curators and Communities: Training for Collaboration 
 
 2017年 10月 11日（水）午前 9時 30分より、サファリコートホテル会議場にて、ナミビア、南アフリカ、アメリカ、
フィンランド、スロベニア、クロアチア、日本などからの参加者約 35 名で初日を迎えた。使用言語はすべて英語
である。 
 初日の最初のセッションは、ICOMナミビアの会長、ICOM-ICTOP会長、ナミビア博物館協会副会長があり、
ナミビアの民俗舞踊パフォーマンスの上演、Skype を用いて、前ヴィクトリア＆アルバートミュージアムの国際取
組に関する長（Head of International Initiatives）からのキーノートレクチャーがあった。 
 次のセッションでは、4 件の発表（アメリカ、日本、スロベニア、南アフリカ）があった。このセッションは、大学で
博物館学や大学博物館で勤務をする研究者からの発表であり、各国の人材育成に焦点を当てた内容であった。 
 昼食ののちのセッションでは、「アフリカおよび世界各国の博物館学教育」というテーマに基づくラウンドテーブ

ルが開催された。パネリストには、アメリカ、スロベニア、日本、カメルーン、ナミビア、南アフリカより、合計 7 名で
あった。各国の博物館学教育の実態についての討議を行った。 
 ラウンドテーブルののち、ICOM京都 2019大会紹介 VTR と、事務局からいただいたパワーポイントを用いた
プレゼンテーションを行った。合わせて同大会のパンフレットやニュースレターを会場にいる参加者に1部ずつ、
またナミビアの博物館関係者に数十部配布した。 
 次のセッションでは、アパルトヘイトによって囚人とされた人たちの資料に関する発表があった。 
 最後のセッションでは、ICTOP年次総会が開催された。総会では、予算及び決算、年次活動計画などの説明
が会長よりあり、今後UMAC との連携の強化などの活動予定の報告があった。議題にあがったものはすべて承
認された。 
 10月 12日（木）、午前 9時 30分より、ナミビア国立アートギャラリーにて 2日目を迎えた。 
 まず同ギャラリー職員より、展示物のガイドツアーがあった。 
 ツアー後の最初のセッションでは、3 件の発表（ドイツ、ナミビア）があった。このセッションは、地域連携に係る
人材育成に関する発表が中心であった。 
 次のセッションでは、3 件の発表（スロベニア、ナミビア、南アフリカ）があった。このセッションは、博物館と地域
との連携に関する発表が中心であった。 
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（27）INTERCOM 

国際委員会名： 
International Committee for Museum Management 
（マネージメント国際委員会） 
 
参加者名： 
栗原 祐司 （京都国立博物館副館長）、渡邉 淳子 （ICOM京都大会準備室） 
 
開催期日： 
平成 30年 2月 22 日～25日 
 
実施場所： 
インド コルカタ 
Kolkata Centre for Creativity 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Entrepreneurial Management （企業家的なミュージアムマネージメント） 
 
 今大会テーマは、柔軟性や革新性、反応性、競争性を持って組織をマネージメントするためのコンセプトやス

キル、枠組みを用いることで、文化、観光、博物館、遺産の Entrepreneurial（企業家的な）マネージメントを描
くという主旨のものであった。当初は昨年 11月に同じインドのアーンドラ・プラデーシュで開催する予定であった
が、度重なる発表募集の延長の末に、今年 2 月に場所を変えての開催となった。ICOM は歴年会計であるた

め、結果的に今大会は 2018年の年次大会となり、次回は ICOM京都大会となる。 
今大会では、大会直前までプログラムが分からず、当日配布されたプログラムのインド側の発表者には数人

の欠席者が見られた。また、各プレゼンテーションに対する発表要旨等の資料が全くなく、スライドを使用せず口

頭のみの発表も多々あるなど、発表依頼・原稿の取りまとめが計画的になされなかった様子が見て取れた。大会

運営は、開催国であるインド側が主体となって進めたが、インドの INTERCOM 所属会員は、大会運営者であ

るReena Dewan氏（ICOMインド委員長）のみであるため、Amareswar Galla氏（ICOM元副会長、ASPAC
元委員長）が運営する International Institute for the Inclusive Museum が共催となり、Saroji Ghose氏
（ICOM 元会長、ASPAC 元委員長）も基調講演を行うなど、ICOM インド委員会総出で、大会運営をしている

ようであった。INTERCOM ボードメンバー7 人のうち、Ole Winther 委員長を含め 4 人しか参加しておらず、
委員長自らがプレゼンテーションの座長を務めるなど、運営は必ずしも十分ではなかった。 
大会参加者は、会期中最も多い時で 100 人弱だったが、およそ 8 割はインドからの参加者で、アジア諸国、

欧米からの参加がそれぞれ 1 割という内訳であった。インドからの参加者は、博物館関連職員、大学の研究者
の他、それら参加者の学生・大学院生が 20～30 名程おり、大会に参加するとともに受付や会場係など運営ア
シスタントも兼ねていた。 
 
ICOM京都大会の PR： 

ICOM 京都大会パンフレットを、会議場の受付に設置した。また、会議 1 日目に、栗原がビデオ、パワーポイ
ントによる ICOM京都大会のプレゼンテーションを行い、京都大会の概要説明と参加を呼びかけた。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
プレゼンテーション・セッションでは、やや現状報告に終始してしまったきらいがあり、各発表者の事例から出

てきた Entrepreneur 的な要素を抽出し、Entrepreneurial Management とはどういうものなのか、じっくりと
テーマを議論するところまでは到達できなかった。今回の大会では、プレゼンテーションや施設見学を通じて、イ
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プログラム： 
 
2月 22日（木） 
PM          INTERCOM Board Meeting, ICOM India Board Meeting 
16:30－18:00 Arrival and Registration 
17:30－18:30 Welcome Address 
 
2月 23日（金） 
9:30－18:00  Registration, Refreshments and Networking 
10:00－10:30 Inauguration of the Conference 
10:30－12:15 Opening Addresses, Keynote Addresses 
12:15－14:00 Working Lunch, Cultural programme-Patachitra 
14:00－14:30 Heritage & Democracy 
14:30－16:00 Paper Presentations  Session A (Room1) / Session B (Room2) 
16:00－16:30 Tea Break 
16:30－17:30 Steven Weil Memorial Lecture 
17:30－20:00 Paper Presentations  Session C (Room2)  *ICOM Kyoto Presentation (10min.) 

ラウンドテーブル 受付スタッフ 

ヘリテージウォーク スタディーツアー（インド博物館） 

（27）INTERCOM 

ンドの博物館や文化団体が、伝統舞踊など無形文化財の保護や普及を重要視していること、子どもへの教育活

動や、障害者に対するアクセスビリティの充実、ジェンダーやコミュニティへのアプローチなど、インドの博物館や

文化政策の最新動向を窺い知ることができた。 
発表要旨等資料がほとんど用意されていなかったのは、INTERCOM では今回に限ったことではなく、開催

国の体制にもよると思われるが、京都大会においては、特に発表要旨に関しては、英語に不慣れな日本人の参

加を想定すると、参加者がより発表を理解し有意義な議論に繋げるためには、事前にボードメンバーが中心とな

って資料の準備をしっかりしておくことが必要であろう。 
ICOM京都大会に向けた議論・検討は、大会テーマやオフサイト候補地を含めまだまだこれからという状態で

あり、日本側からの働きかけも重要であろう。INTERCOM 委員長・事務局長には、2018 年 9 月 30 日・10 月
1日舞鶴ミーティングでの INTERCOM代表の出席を促した。 
一方、参加者の京都大会に対する関心は一様に高く、口々に「京都大会へ行きたい」といった声が聞かれ、

日本や京都の文化などに関する興味・関心の高さも窺えた。インドの大学生・大学院生からは、「自分も京都大

会に行きたいが、旅費助成はあるのか？」といった質問が多く聞かれた。 
なお、今大会の参加費は、Reena Dewan氏が所属する Emami Artのご厚意で無料（ヘリテージ・ウォーク

のみ有料）であったが、スポンサー獲得の成果と言えば聞こえはよいが、国際委員会の運営としては必ずしも健

全ではないと思われる。 
 
大会記録写真： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ICOM京都大会の PR 各発表者のプレゼンテーション 

開会セレモニー ベンガル絵巻のデモンストレーション 
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（28）MPR 

国際委員会名： 
International Committee for Marketing and Public Relations 
（マーケティング・交流国際委員会） 
 
参加者名： 
関谷 泰弘 （東京国立博物館総務部総務課係長 サンフランシスコ・アジア美術館にて長期研究中） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 1日～5日 （全日程参加） 
 
実施場所： 
オランダ アムステルダム 
Rijksmuseum （アムステルダム国立美術館）ほか 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Museums and the city: Marketing and Beyond 
 
 2017年のMPR大会は、2017年 9月 30日から 10月 5日にかけて、ミュージアムと都市をメインテーマとし
て、サブテーマを３つ設けて発表、レセプション、エクスカーション等が実施された。 
 
10/1 歓迎レセプション（アムステルダム博物館カフェ） 
 受付、ミュージアム見学及び歓迎レセプションが実施され、５０名程度が参加した（写真１）。同日にボードメン

バーによる会議及び食事会もあった。 
 
10/2 Museums and Digital （Rijksmuseum講堂） 
 日中：国立美術館行動においてキーノートスピーチ及び研究発表が行われた。（写真 2,3,4）基調講演はニュ

ーヨーク・ニュース博物館のソニヤ・ガヴァンカー氏「Museums and the Media」とオランダを中心とした
コンサルタント・ヤスパー・ヴィッセル氏「Museums and Communities in a digital age」、ミュージア
ム・オブ・トゥモローのアレクサンドレ・フェルナンデス氏とリカルド・ピケット氏による「Museums and 
their causes」。ソーシャル・メディアの拡張など、デジタル化が進んだ現代でミュージアムはどのような
役割を果たすべきか、社会的なミュージアムの役割を中心として議論が交わされた。 

 夜： 国立美術館見学及びレンブラント「夜警」前にて集合写真撮影が行われた。（写真 5） 
 
10/3 Museums and Digital （Artis Zoo /Jewish Historical Museum） 
 午前：２グループに分かれて発表が行われた。 
   グループ１：ARTIS 動物園にて行われた。デジタル・マーケティングのケース・スタディとして、台湾、ロシア

等の事例が紹介された。また、昼食前に隣接する細菌ミュージアムの見学があった。 
   グループ２：ユダヤ歴史博物館で行われた。（写真６）デジタル・マーケティングのケース・スタディとして、ア

メリカやアフリカの事例が紹介された。 
 午後：２グループに分かれてアムステルダム市内ミュージアムの見学が行われた。 
   グループ１：アムステルダム・レジスタンスミュージアム、レンブラントハウスの見学及びティーテイスティング

だった。会場ではそれぞれ教育部長や学芸部長による解説をいただいた。 
   グループ２：コンテンポラリーアートミュージアムの見学会だった。 
 夜：ヴァン・ゴッホ・ミュージアムにおける歓迎レセプション及びガイドツアーが行われた。 

（27）INTERCOM 

2月 24日（土） 
8:30－ 9:30 Travel to Indian Museum, Kolkata 

 9:30－13:00 Welcome Addresses 
13:00－14:00 Working Lunch 
14:00－15:30 Workshop –Development of Indian Museum 
15:30－17:00 The Round –table Question 
17:30        Free to visit the heritage market near Indian Museum 
 
2月 25日（日） 
7:00－ 9:00 Heritage Walk 

11:00－13:00 User Studies and Active Citizenship in Management Transformations and Museums 
13:00－14:00 Lunch 
14:00－15:00 Round table: Museum Management–Curriculum and Pedagogy 
15:00－17:00 Paper Presentations  Session D (Room1) / Session E (Room2) 
17:00－17:30 Closing Plenary 
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写真 1．レセプション風景（アムステルダム博物館カフェ） 写真 2．1日目の様子（国立美術館講堂） 

写真 3．1日目の様子（国立美術館講堂） 写真 4．ボランティア（国立美術館ロビー） 

写真 5．集合写真（夜警の前で） 写真 6．2日目の様子（ユダヤ博物館会議室） 

写真 7．3日目筆者発表（EYE フィルムミュージアム） 

発表の 

写真 8．エクスカーションの様子（ハーグ） 

（28）MPR 

10/4 Museums and Community /Museums and Causes （EYE Film Museum） 
 午前：アムステルダム市のフランス・ヴァン・ダーヴァルト氏による「Museums and the city」の基調講演が行わ

れ、コミュニティや大義に関連したケース・スタディが発表された。（写真７）筆者はサンフランシスコ・アジ

ア美術館の事例を同僚のアリソン・ワイコフ氏と行なった。また、次年度のシカゴ大会及び 2019年の京都
大会の紹介がされた。 

 午後：２グループに分かれて市内ミュージアムの見学会が行われた。 
   グループ１：アムステルダム運河沿いの小規模ミュージアム・バッグと財布ミュージアム及び写真美術館の

見学を行なった。 
   グループ２：サイエンスミュージアムの見学を行なった。 
 夜：アムステルダム・アート・アカデミーにて、お別れパーティが行われた。 
 
10/5 エクスカーション 
 ３グループに分かれてエクスカーションが行われた。ロッテルダム、ハーグ、ユトレヒトである。それぞれミュージ

アムや歴史的施設を視察した。（写真８） 
 
ICOM京都大会の PR： 
 パンフレット及びニュースレターを配布資料に封入してもらった。また、10 月 4 日に 5 分程度のプレゼンテー
ションを行った。プレゼンテーションは京都大会プロモーション用ビデオの上映及びプレゼンテーションを行った。 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 非常によく組織化された年次総会だった。ただし、下記の通り、数点気になることがあった。 
 （１）参加登録：参加登録は銀行で参加費を振込後に、指定の申し込み用紙に記入し、PDF をメールで送付

する という方法であった。大会の規模が大きくないので仕方がないのかもしれないが、非常に煩

雑な上、時間もコストもかかり、利用者への負担が大きい。また、早期割引などあり自分で計算す

るため、料金も間違えやすい。過去の大会では、オンライン登録、オンライン決済が多かったため、

不便に感じた。 
 （２）スケジュール：配布されたスケジュール通り進行されていなかった。知らないうちにスピーカーがキャンセル

されていたり、順番が変更されていたりした。本大会ではこのような事態は避けるべきであるし、も

しそうなってしまったら事前にアナウンスしてウェブ等で告知すべきだろう。あるいは、スマホ向け

アプリなどでスケジュールが日々更新されていればさらに良い。最終日のプレゼンが急に新たに

加わったため、時間が足りなくなり、会場の使用予定もあったため、延長もできず後半のプレゼン

が短くなった。 
 （３）入場料金：期間中他のミュージアムは通常通り有料であった。ICOMカードが使えない施設もあったため、

不便に感じた。市内エクスカーションもあったため、ある程度は鑑賞できたが、個人的に訪れるこ

とも多いので、無料等の対応があれば嬉しかった。 
 （４）会場：会場が市内に点在していたため、移動が大変だった。毎日会場が変更されるため宿泊地を決める

のも難しかった。ただし、同時にいろいろな施設が公式なスケジュールをこなしているだけでも楽

しめるため、有意義ではあった。 
 （５）全体として：スケジュールも詰め込みすぎておらず、安心して参加できた。全体的に会場の移動で歩くこと

が多かったため、疲れる大会であった。 
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国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Natural History  
 （自然史の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
亀井 修 （独立行政法人国立科学博物館産業技術史資料情報センター） 
矢部 淳 （独立行政法人国立科学博物館地学研究部） 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 23日～29日 
（10/23のプレミーティングと 10/24のボードミーティング，10/25～10/29までの全会議日程に参加，10/30～ポ
ストカンファレンスツアーは不参加） 
 
実施場所： 
米国ペンシルバニア州ピッツバーグ市，カーネギー博物館（Carnegie Museum of Natural History） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The Anthropocene: Natural History Museums in the Age of Humanity 
 

ICOM-NATHISTの年次大会に出席した。合わせて，スミソニアン協会傘下の博物館で大会テーマに関わ
る調査を行った。ボードミーティング（BM）冒頭に，今回の大会テーマ「アントロポシーン（The 
Anthropocene）」を発案した科博側への謝辞があり，共有された。新しい展示のオープニング，ソーシャルイン
クルージョン的な活動のイベント，社交の夕食会，一般を対象とした有料のハロウィンパーティー，一般対象で無

償の映画上映会，出版記念式典など複数の内容をうまく組み合わせて，全体として「豪華」に見える ICOM-
NATHIST年次大会が演出された。Web上で公開されたプログラムからの変更が多く，当日のプログラムを記
載したシート（きれいな印刷物）が毎日配布された。 

 
ICOM京都大会の PR： 
京都大会の案内と準備の進捗状況の報告を，BM及び年次総会（AGM）で亀井が行った。 
大阪でのオフサイトミーティングについて佐久間氏が AGMで補足プレゼンを行った。このことにより，既定路

線の雰囲気が作られた。 
 

年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
• 京都への関心は高く，参加についても前向きな反応が多く寄せられた。 
• 国外から参加人数は２００人程度が期待されている。 
• 大会テーマや分科会，エクスカーション等の案は開催国側が決め BMに諮る流れとなる。 
• テーマは「アントロポシーン」の発展（バリエーション）がよい。来年の年次大会（2018年 10/8-10/11 イスラ
エル）にて京都大会のテーマやプログラムについて BMの了承を得て，AGMで案内できれば理想的であ

る。 

（28）MPR 

資料 1．プログラム 
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• 2016 ミラノ大会でのエクスカーション，オフサイトミーティングへの NATHISTからの予算支出はなかったこ
とを確認。大会本部がバスやボランティアなどの現物で手配。 

• 公式会議報告： https://icomnathist.wordpress.com/2017/12/30/2017-conference-report/ 
 
記録写真（公式ページより）： 
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 d. Edinburgh 2020 （Dorfman） 
10. Other business 
 Species 360 （Knowles） 
11. Next Meeting 
12. Close      （以下に議事詳細） 

10/25  

7 a.m. – 5:30 p.m. Registration 
8:30 – 9:00 a.m. EXHIBITION OPENING Kwel’ Hoy! We Draw The Line Blessing Ceremony 
9 – 9:15 a.m. Welcome Remarks 
9:15 – 10:15 a.m. KEYNOTE PRESENTATION 

 “Blurred Boundaries: The Anthropocene  
as a Challenge to Disciplines, Museums,  
and History” Dr.Helmuth Trischler 

10 a.m. – 7 p.m. Trade Fair Open 
10:15 – 11 a.m. Refreshment Break 
11 a.m. – noon PLENARY SESSION The Age of  

Humanity at the Carnegie 
Noon – 1:45 p.m. Lunch 
2 – 3 p.m. SESSION Collections to Study Environmental Change 

SESSION Development Models for Natural History Museums 
3 – 3:45 p.m. Refreshment Break 
4 – 5:30 p.m. SESSION Ways of Knowing the Anthropocene: Connections to Indigenous Cultures 

WORKSHOP Monetizing Our Collections 
WORKSHOP Museum as Convener: Building and Bene 

10/26 

7 a.m. – 7:30 p.m. Registration 
8:30 – 9:45 a.m. Continental Breakfast with Exhibitors 
8:30 a.m. – 4 p.m. Trade Fair Open 
10 – 11 a.m. KEYNOTE PRESENTATION “The Missing 

   Museum: Excavating Wonder and Curiosity” 
Richard Pell 

11:15 a.m. – 12:15 p.m. PLENARY SESSION Exhibiting  
 the Anthropocene: Visitor 
Experiences and Global Change I 

12:15 – 1:45 p.m. Lunch Free Time in Trade Fair 
12:30 – 1:30 p.m. ICOM NATHIST Annual General 
……………………Meeting 
2 – 3 p.m. SESSION Nature, Ecology, and Psychology 

（29）NATHIST 

プログラム（内容の詳細） 【20171109版】 

10/23 会議下打合せ及び環境下見（終日） 

The Anthropocene : Natural History Museums in the Age of Humanity 
October 25-30, 2017 Pittsburgh, Pennsylvania, USA 

The Anthropocene is the concept that human activity has had a profound and pervasive 
impact on the planet, such that its effects will be present in the fossil record millions of years 
from now. This warrants a dedicated geological era, the Anthropocene. The concept of 
humanity’s impact on and interaction with the global environment touches on science, 
conservation, artistic expression, philosophy, and even recreation. Natural history museums are 
at the nexus of these considerations, researching arcane ecological and evolutionary concepts, 
interpreting them for the public. 

10/24  Board Meeting 等（終日）  

8 a.m. – 5 p.m. ICOM Board Meeting 
議長 Eric Dorfman,  
会場Wyndham Pittsburgh University Center 

9 a.m. – 5 p.m. Trade Fair Exhibitor Load In 
1 – 9 p.m. Registration 
7 – 9 p.m. RSVP REQUESTED Pre-conference Soirée 

議事次第 

1. Apologies （Knowles） 
2. Proxies recorded （Knowles） 
3. Board Members present （Knowles） 
4. Approval of the minutes of the 2016 Board meeting （Dorfman） 
5. President’s Report （Dorfman） 
6. Secretary’s Report （Knowles） 
 a. Approval of bylaws 
 b. Approval of Conference Manual 
 c. Membership 
7. Treasure’s Report （Rodriguez） 
8. Working Group Reports: 
 a. Ethics （Dorfman） 
 b. Wildlife Trafficking （Dorfman） 
 c. Platform 2022 （Hung / Kuo） 
 d. Anthropocene （Koster） 
9. Future and Prospective Conferences Planning and Discussion （Dorfman） 
 a. Tel Aviv 2018 （Wolenitz） 
 b. Kyoto 2019 （Kamei） 
 c. Raleigh 2019 （Koster） 
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Talk Presented by National Geographic 
4:30 – 6:10 p.m. PUBLIC DAY Before the Flood Film  

Screening Presented by National Geographic 

10/29 

7:30 - 8:00 a.m.  Group meets inside Carnegie Museum of Art Fountain Entrance 
   Coffee will be available  
8:00 a.m.  Depart for Powdermill Nature Reserve 
9:45 a.m.  Arrive at Powdermill Nature Reserve 
10:00 a.m. – 12:00 p.m. Powdermill Nature Reserve Tour 

The tour of Powdermill Nature Reserve, the museum’s environmental 
research center, will include the avian research center, featuring a 
demonstration of traditional bird banding and a visit to the GIS 
laboratory, which focuses on the interface between conservation biology, 
environmental sciences, and geospatial technologies. 

12:00 – 1:00 p.m. Box lunch and conversation with Dr. John Wenzel, Director （Box Lunch:  
Turkey/swiss sandwich; bean salad; crudité; trail mix; homemade chocolate; bottle 
of water） 

1:15 – 2:00 p.m. Travel to Fallingwater  
2:00 p.m. Arrive at Fallingwater  

Welcome Remarks:  Scott Perkins, Director of Preservation, Fallingwater 
The tour will continue to Frank Lloyd Wright's architectural masterpiece, Fallingwater. 
Built over a waterfall, the house is beautifully integrated into the stunning scenery of 
the Laurel Highlands.  Following an hour-long guided tour, there will be free time to 
explore the Visitor’s Center, gift shop, and lovely grounds with ample photo 
opportunities.  （Photography is not permitted in the house.） 

2:30 – 3:30 p.m. Fallingwater Guided Tour 
3:30 – 4:30 p.m. Free time 
4:30 – 6:00 p.m. Return to Carnegie Museum of Art  

Fountain Entrance  

10/29 （After Conference Tour） 

10/30 （After Conference Tour）  

（10/31 NMNH スミソニアン協会 国立自然史博物館） 

（11/1 NMNHスミソニアン協会 国立アメリカ歴史博物館） 
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SESSION Exhibiting the Anthropocene: 
Visitor Experiences and Global Change II 

3 – 3:45 p.m. Refreshment Break 
4 – 5:30 p.m.SESSION Discovering the Anthropocene:  

Teaching and Learning About Global Human 
Impacts 
WORKSHOP Resolving the Disconnect between 
What You Think and What You Do 
WORKSHOP Evolving Collections Concepts: 
Expanding 

5:45 – 6:45 p.m.  BOOK LAUNCH Pittsburgh Arts and  
Lectures  
The Future of Natural History Museums 

7 – 10:30 p.m. TICKETED EVENT ICOM NATHIST Dinner 

10/27 

7 a.m. – 5:30 p.m. Registration 
8:30 – 9:30 a.m. We Are Nature Preview 
9:30 – 11 a.m. PANEL DISCUSSION Engaging the 
Public in Natural History Conservation 
11:15 – 12:15 a.m. PLENARY SESSION Urban 
Diversity: Connecting Locally to Nature I 
12:15 – 1:45 p.m. Lunch  Free Time in We Are Nature 
2 – 3 p.m. SESSION Urban Diversity:  

Connecting Locally to Nature II 
3 – 3:30 p.m. Refreshment Break 
3:30 p.m. – 5 p.m. WORKSHOP 21st Century Naturalist 

WORKSHOP Beyond Art and Science: 
Transdisciplinary 
Thinking in the Age of Humans 

5:15 p.m. – 6 p.m. PANEL DISCUSSION Putting it all 
Together: What Have We Learned? 
6 – 10 p.m. After Dark Haunted Museum: Year of the Monster 

10/28 （Public Day） 

10 – 11:30 a.m. PANEL DISCUSSION Natural History in a World after Truth? 
Noon – 5 p.m. EXHIBITION We Are Nature: Living in the Anthropocene 
Noon – 5 p.m. EXHIBITION Kwel’ Hoy: We Draw the Line! 
Noon – 4 p.m. PUBLIC DAY Super Science Saturday 
4 – 4:30 p.m. PUBLIC DAY Before the Flood Preview  
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 25 日からカーネギー自然博物館内で自然史関連業者によるグッズ、触れる地図、ライトなどの展示
会（10団体ほどが参加）があり、そちらも見学。AAMに比べてかなり小規模。興味を引くものは少なか

った。どちらかと言うとコーヒーブレーク会場として機能していた。 
 

展示見学 
 特別展示「WE ARE NATURE!」の内覧見学。温暖化により同自然が変わるか、人間の影響で自然
に何が置きているのかを直視する内容の展示会。面積は 2−300 平米ほど。衛星写真を使ったインタ
ラクティブ展示、標本の重要性を示す展示、観覧者の意見を書かせる参加できるパートなど、参考に

なる部分は多い。夜間はハロウィンイベントに参加。有料で一般にも開放されているイベントであり、館

内で飲酒も OK。開放されている様々な場所にタランチュラの生態展示、骨格の説明、フクロウの説明
などハロウィンにちなんだブースが設けられ、説明を聞いたり与えられた課題をクリアすると、小物がも

らえる。大学生や子連れの家族が仮装して参加。食堂ではスタッフも仮装、プロジェクションマッピング

も。 
 
PUBLIC DAY 

 公開講演会、フィルムショーなどが設定。公開講演会は基本的にはスライドも使わず、ソファに座った
演者たちが語りかける落ち着いたスタイル。 
さらに演劇などを取り入れたMUSEUMNEXなどの取り組みも行われていた。 

 
ICOM京都大会の PR： 
 ボードミーティング(BM)冒頭に，今回の大会テーマ「アントロポシーン」を発案した科博側への謝辞があり，共
有された。 
京都大会の案内と準備の進捗状況の報告を，BM及び年次総会(AGM)で行った。 
• 大会テーマや分科会，エクスカーション等の案は開催国側が決めＢＭに諮る流れとなる 
テーマは「アントロポシーン」の発展（バリエーション）がよい 

• 大阪でのオフサイトミーティングについて佐久間氏がＡＧＭで補足プレゼンを行った。このことにより，既定
路線の雰囲気が作られた。 

• 2016 ミラノ大会でのエクスカーション，オフサイトミーティングへのNATHISTからの予算支出はなかった。
大会本部がバスやボランティアなどの現物で手配をしたと思われる 

  
写真 1．ボードミーティング（BM）  写真 2．年次総会（AGM） 

 
  

（29）NATHIST 

国際委員会名： 
International Committee for Museums and Collections of Natural History 
（自然史の博物館・コレクション国際委員会） 
 
参加者名： 
佐久間大輔 （大阪市立自然史博物館） 全科協より派遣 
亀井 修   （国立科学博物館） NATHISTボードメンバー、科博より派遣 
矢部 淳   （国立科学博物館） 科博より派遣 
 
開催期日： 
平成 29年 10月 24日～29日（29日はオプショナルなエクスカーションで不参加） 
 
実施場所： 
Carnegie Museum of Natural History 
Pittsburgh（アメリカ） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
The Anthropocene 
 
   10月 24日（水）ボードミーティング:亀井・矢部が参加 

10月 25日（木）〜２８日（土）基調講演、セッションに参加。 
ポスターセッションも行われ、佐久間・矢部もそれぞれにポスターを展示。基調講演では、

ANTHROPOCENE（人新世）についてのイメージ集約があった。地球の生命誌を区分していく地質年代
の考え方からしても、人類という種があらゆる面で大きな影響を持つ現代という時代をこれまでと同一の年

代（完新世）として捉えることはもはやできず、人間活動から切り離して自然を考えることができない時代とし

て ANTHROPOCENE（人新世）として捉える、というものである。 
 この考え方自身は日本の自然史博物館にとっては特に違和感もないものであるが、アメリカで大仰にこの

事を唱える背景には、根深いプロテスタンティズムがある。非常に荒っぽい切り方で言えば、自然のことは

「神の御心」によるものであり、人間がそこまで影響を与えているとは考えず、最大限の努力で生産に励む

のだとする考え方であり、トランプ大統領の温暖化説否定につながる思想潮流である。自然科学研究者とし

ては目の前のデータが示唆するものを否定することができず、このような問題提起を文明観として提示する

ことが必要になったとも言える。 
 これは、博物館の経営陣としての選択でもある。経営的に言えば富裕層にも多い温暖化否定派を敵に回

さず、また政権との距離を測ることにもなりかねない激しいテーマを避け、楽しい科学を提示することもでき

たであろう。しかし、NATHIST という世界コミュニティの連携の中であえて ANTHROPOCENE をテーマ
に掲げ、自然史系博物館の団結を考える動きは、アドボカシー（政策提言）の側面を無視しては考えられな

い。講演会形式のセッションだけでなく、グループ討議を中心にしたワークショップも多い。ワークショップは

21ST Century’s Naturalistなどに参加。 
年次総会 

 年次総会が 29日開催されたが５０人弱と比較的少人数だった。 
Museum EXPO 
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資料 1．プログラム 
 

 
  

（29）NATHIST 

年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 ICOM 京都大会への流れはまだこれから形成されるものであると感じた。テルアビブでの大会はアメリカ的文

脈とまた異なったものとなるだろう。しかし、アメリカ・ヨーロッパともに ANTHROPOCENE に代表されるように、

自然史博物館を現在の社会潮流の中でしっかりと位置づけていこうという意志は強いものであった。AAMのメイ

ンテーマが社会の多様性を前提とした社会包摂であり、博物館がいかに受容するかという受け身だったのにくら

べ、自然史博物館は科学による世界の見方を提示し、理解をつくるという研究者から社会への働きかけのベクト

ルを感じた。シカゴ博物館などでの「Vote for Science」（科学への意思表明のための投票を！）、科学のための
パレードなどの取り組みも紹介され、アドボカシーの定着を感じる部分もあった。またヨーロッパの博物館、動物

園、植物園の連携の取り組みなどもあり、日本での仕組みづくり（プロジェクト資金の拠出）などの必要性を感じ

た。 
 また、2020年大会は一昨年科研費により参加した SPNHC（The Society for the Preservation of National 
History Collections自然史標本保全学会）と ICOM NATHISTの合同大会となることなどがアナウンスされ、
それら国際組織の動きを理解することができた。 
 今大会のホストであるカーネギー自然史博物館の館長エリック・ドーマン氏は京都大会に向けても積極的に関

与、支援する姿勢を示してくれた。また、現地の多くの博物館のコミットが重要であることを強調していた。日本の

博物館の参加が見込め、多くの学芸員の関心をよべる企画立案が重要であると感じた。 
 
参考：現地からのツイートまとめ https://togetter.com/li/1193208 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 3．ポスターセッション 
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（30）UMAC 

半はワークショップ進行役の Hartz氏、Rothermel氏、そしてコメンテーターとして参加した Deupi氏
が、実体験と実例をもって「如何に大学内で博物館の活動を成功させるか」について語ったのが印象的だ

った。後半はテーマごとに小グループに分かれ、様々な立場から意見交換が行われた。国や文化が異な

っても、大学博物館関係者として共有できることが多かったという点で、非常に有意義なワークショップであ

った。（なお、当日使用されたテキストにご興味のある方はご連絡いただきただければ共有可能である。） 
② ボード・ミーティング：ヘルシンキ大学の研究室を借りて行われた。総会手順・年次報告・UMACアワード・

ワーキンググループなど総会の予定や時間配分を確認。 
③ Helsinki Observatoryにてウェルカムパーティー 
 
9月 5〜6日 
① 基調講演・プレゼンテーション・ポスターセッション・“inform-all”：筆者はプログラムコミッティーにも入って

おり、事前に発表者の選考なども手伝った。プログラムの内容に関しては、現地（ヘルシンキ）役員と

UMACの委員長・副委員長などが発表順やグルーピングをし、最終的にまとめた。プログラムコミッティー
のメンバーは、事前に割り当てられたアブストラクトを読み、選定理由を記入。すべてのやり取りは E メール
で行われた。プレゼンテーションは通常の学会のイメージ、ポスターはポスターセッションとして、会場内に

ポスターが設置され、製作者がその前に立って興味を持った参加者の質問に答える形式。Inform-allは
主に初参加の会員が自館やコレクションの紹介を 5分以内で行うというもので、年次総会やUMACに、も
っともデビューしやすい機会である。 

② 9月 5日：Helsinki City Hall にてヘルシンキ市主催のカクテルレセプション 
③ 9月 6日：委員長・副委員長とのランチミーティング（福野および発表を行った栗原氏と京都大会準備委員

会の Chiu氏が参加）： ICOM京都大会に向けてのロードマップの説明、IC-Committeeの意向調査票
や日程などを確認。栗原氏は UMACの一員として活動歴が長いため、日本側の対応は全面的に信頼さ
れていると感じた。 

④ 総会：京都大会の PRに関しては、筆者が帰国しなければならなかったため、京都外国語大学の南博史先
生に PRを託したが、スケジュールが押していたため、パンフレットの配布のみとなった。ただし、栗原氏が
自身の発表の最後で京都大会を PR。 
 

9月 7〜8日 
ユヴァスキュラセッション（筆者はこれ以降欠席、日本からは京都外国語大学の南先生と慶応大学の本間友氏

が参加。） 
 
年次大会参加所見 特に ICOM京都大会へ向けて 
• 会場・設備・学生・手配・お茶・パーティー：ヘルシンキ大学の全面的協力のもとに開催された大会であっ

た。大学のスタッフや学生たちが協力し、参加者を迎える体制がしっかりしていた。設備に関しては、通常

大学で行われる学会、研究会やシンポジウムのイメージであり、何ら特別なしつらいはなく、会場入口、廊

下や教室前にバナーが用意された程度で質素であった。ヘルシンキでのお茶やパーティーはサラダやカ

ナペが中心で、決して豪華ではなかったが（例えば、2016年 UMACマニラ大会のように）、十分であった。
UMAC が委員会として負担する金額と、受入側（今回はヘルシンキ大学とユヴァスキュラ大学）が調達し

た資金（助成金などか？）の有無が大会運営の鍵になるかもしれない。早い段階での京都大会にかけられ

る予算額の確認は必須。 

（30）UMAC 

国際委員会名： 
International Committee for University Museums and Collection 
（大学博物館・コレクションの国際委員会） 
 
参加者名： 
福野 明子（国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館 館長代理・学芸員） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 5日（火）〜8日（金） （事前ワークショップが開催された 9月 4日から 6日まで参加） 
 
実施場所： 
フィンランド ヘルシンキ 
University of Helsinki （ヘルシンキ大学） 
University of Jyväskylä （ユヴァスキュラ大学） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Global Issues in University Museums and Collections: Objects, Ideas, Ideologies, People 
大学博物館とコレクションにおけるグローバルな課題：資料・概念・理念・人 
 
2017年度の年次大会はフィンランドの２つの大学、前半はヘルシンキ大学（9/4~6）、後半はユヴァスキュラ大
学にて開催された。プレイベントとして、UMAC として初のワークショップが開催され、こちらには 20名程度、会
議全体としては 30の国と地域から 123名の参加があった。内訳はフィンランド 29名、アメリカ 22名、フランス
7名、そしてベルギーと日本からの 6名と続く。アメリカからの参加（22名）が目立った理由として、2018年の年
次大会の開催地がマイアミであること、また今年のUMAC AWARDがアメリカの Sam Noble Museum of 
Natural History, University of Oklahomaに授与されたことに理由があると思われる。 
大会プログラムの詳細は次の URL から入手可能：
https://www.lyyti.fi/att/005b42A9749787D0/b2d8175F5e5B8201B7251B94c7C4b024995f0B96b93f5
B591E5b42D6ea8873 
 
報告 筆者が参加したプログラム等に関して 
9月 4日 
① ワークショップ：30名程度の参加が期待されていたが、結果的に 20名ほどであった。日本からは筆者と慶

応大学アートセンターの本間友氏が参加。アメリカ、オレゴン大学美術館館長の Jill Hartz氏とUMAC
副委員長の Barbara Rothermel氏、また次回年次総会開催地のマイアミ大学美術館の Jill Deupi氏
が中心となって開催された。今回のターゲットは年次大会に参加する各国の大学博物館関係者。このワー

クショップは同様の内容でアメリカで既に何回か行われているようであり、テキストなどの印刷物は転用され

たものであった。（印刷物は、おそらく Rothermel氏の所属など、アメリカの大学が負担したと思われる。）
参加者は、管理職クラスから、これから学内で博物館を立ち上げようとしている若者まで様々であった。前
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半はワークショップ進行役の Hartz氏、Rothermel氏、そしてコメンテーターとして参加した Deupi氏
が、実体験と実例をもって「如何に大学内で博物館の活動を成功させるか」について語ったのが印象的だ

った。後半はテーマごとに小グループに分かれ、様々な立場から意見交換が行われた。国や文化が異な

っても、大学博物館関係者として共有できることが多かったという点で、非常に有意義なワークショップであ

った。（なお、当日使用されたテキストにご興味のある方はご連絡いただきただければ共有可能である。） 
② ボード・ミーティング：ヘルシンキ大学の研究室を借りて行われた。総会手順・年次報告・UMACアワード・

ワーキンググループなど総会の予定や時間配分を確認。 
③ Helsinki Observatoryにてウェルカムパーティー 
 
9月 5〜6日 
① 基調講演・プレゼンテーション・ポスターセッション・“inform-all”：筆者はプログラムコミッティーにも入って

おり、事前に発表者の選考なども手伝った。プログラムの内容に関しては、現地（ヘルシンキ）役員と

UMACの委員長・副委員長などが発表順やグルーピングをし、最終的にまとめた。プログラムコミッティー
のメンバーは、事前に割り当てられたアブストラクトを読み、選定理由を記入。すべてのやり取りは E メール
で行われた。プレゼンテーションは通常の学会のイメージ、ポスターはポスターセッションとして、会場内に

ポスターが設置され、製作者がその前に立って興味を持った参加者の質問に答える形式。Inform-allは
主に初参加の会員が自館やコレクションの紹介を 5分以内で行うというもので、年次総会やUMACに、も
っともデビューしやすい機会である。 

② 9月 5日：Helsinki City Hall にてヘルシンキ市主催のカクテルレセプション 
③ 9月 6日：委員長・副委員長とのランチミーティング（福野および発表を行った栗原氏と京都大会準備委員

会の Chiu氏が参加）： ICOM京都大会に向けてのロードマップの説明、IC-Committeeの意向調査票
や日程などを確認。栗原氏は UMACの一員として活動歴が長いため、日本側の対応は全面的に信頼さ
れていると感じた。 

④ 総会：京都大会の PRに関しては、筆者が帰国しなければならなかったため、京都外国語大学の南博史先
生に PRを託したが、スケジュールが押していたため、パンフレットの配布のみとなった。ただし、栗原氏が
自身の発表の最後で京都大会を PR。 
 

9月 7〜8日 
ユヴァスキュラセッション（筆者はこれ以降欠席、日本からは京都外国語大学の南先生と慶応大学の本間友氏

が参加。） 
 
年次大会参加所見 特に ICOM京都大会へ向けて 
• 会場・設備・学生・手配・お茶・パーティー：ヘルシンキ大学の全面的協力のもとに開催された大会であっ

た。大学のスタッフや学生たちが協力し、参加者を迎える体制がしっかりしていた。設備に関しては、通常

大学で行われる学会、研究会やシンポジウムのイメージであり、何ら特別なしつらいはなく、会場入口、廊

下や教室前にバナーが用意された程度で質素であった。ヘルシンキでのお茶やパーティーはサラダやカ

ナペが中心で、決して豪華ではなかったが（例えば、2016年 UMACマニラ大会のように）、十分であった。
UMAC が委員会として負担する金額と、受入側（今回はヘルシンキ大学とユヴァスキュラ大学）が調達し

た資金（助成金などか？）の有無が大会運営の鍵になるかもしれない。早い段階での京都大会にかけられ

る予算額の確認は必須。 
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国際委員会名： 
International Committee for University Museums and Collection 
（大学博物館・コレクションの国際委員会） 
 
参加者名： 
福野 明子（国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館 館長代理・学芸員） 
 
開催期日： 
平成 29年 9月 5日（火）〜8日（金） （事前ワークショップが開催された 9月 4日から 6日まで参加） 
 
実施場所： 
フィンランド ヘルシンキ 
University of Helsinki （ヘルシンキ大学） 
University of Jyväskylä （ユヴァスキュラ大学） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Global Issues in University Museums and Collections: Objects, Ideas, Ideologies, People 
大学博物館とコレクションにおけるグローバルな課題：資料・概念・理念・人 
 
2017年度の年次大会はフィンランドの２つの大学、前半はヘルシンキ大学（9/4~6）、後半はユヴァスキュラ大
学にて開催された。プレイベントとして、UMAC として初のワークショップが開催され、こちらには 20名程度、会
議全体としては 30の国と地域から 123名の参加があった。内訳はフィンランド 29名、アメリカ 22名、フランス
7名、そしてベルギーと日本からの 6名と続く。アメリカからの参加（22名）が目立った理由として、2018年の年
次大会の開催地がマイアミであること、また今年のUMAC AWARDがアメリカの Sam Noble Museum of 
Natural History, University of Oklahomaに授与されたことに理由があると思われる。 
大会プログラムの詳細は次の URL から入手可能：
https://www.lyyti.fi/att/005b42A9749787D0/b2d8175F5e5B8201B7251B94c7C4b024995f0B96b93f5
B591E5b42D6ea8873 
 
報告 筆者が参加したプログラム等に関して 
9月 4日 
① ワークショップ：30名程度の参加が期待されていたが、結果的に 20名ほどであった。日本からは筆者と慶

応大学アートセンターの本間友氏が参加。アメリカ、オレゴン大学美術館館長の Jill Hartz氏とUMAC
副委員長の Barbara Rothermel氏、また次回年次総会開催地のマイアミ大学美術館の Jill Deupi氏
が中心となって開催された。今回のターゲットは年次大会に参加する各国の大学博物館関係者。このワー

クショップは同様の内容でアメリカで既に何回か行われているようであり、テキストなどの印刷物は転用され

たものであった。（印刷物は、おそらく Rothermel氏の所属など、アメリカの大学が負担したと思われる。）
参加者は、管理職クラスから、これから学内で博物館を立ち上げようとしている若者まで様々であった。前
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写真①ヘルシンキ大学構内・会場周辺（3枚） 

   
 
写真②会場風景 写真③発表後に京都 PRを行う栗原氏と Chiu氏 

   
 
写真④ワークショップ 会場風景・参加者グループ写真（2枚） 

   
 
写真⑤参加者に配布された大会グッズ  
写真⑥ヘルシンキ大学建物内教授研究室で行われたUMACボードミーティング 

   

（30）UMAC 

• ICOM京都大会は 2019年度開催なので、今回の年次総会では次年度のマイアミ大会のことが優先さ
れ、京都大会のことはほとんど議論されなかった。 

• 日本からは文中の栗原・本間両氏に加え、東京大学総合研究博物館の寺田鮎美氏も発表。また、アメリカ

在住で Oklahoma University所属の白岩氏もワークショップとポスターセッションに参加。今後、もう少し
日本からの参加も促すことができればと感じた。 

• 意見交換した参加者たちは、皆、京都大会を楽しみにしていると話し、特にアジア圏からは距離的にも近

いので、ぜひ参加したいという声が多かった。 
• UMAC委員長の希望・京都大会への期待： 

1. できるだけ多くの日本の大学博物館を巡るプログラムを希望。 
2. ICOM-ICTOP との合同セッションは 1日のみ。UMAC と ICTOPは、すでに ICOMの合同プロ

ジェクトを行っているため、合同セッションに問題はない。どのような合同プログラムにするかは今後

の課題。 
3. オフサイトも含め、京都大会は全面的に日本に仕切ってほしいとのこと。国内の受入体制をしっかり

する必要があり、一コンタクトパーソンだけでは、手に負えないと思われる。ヘルシンキ大会後 10月
に、栗原氏とともに、京都大学博物館連携の並木誠士先生や南先生等と面談、協力を依頼。しか

し、人的配置や財源など、まだまだ打ち合わせ事項は多く、筆者は東京からの参加となるため、本務

を抱えながらかなりの負担は覚悟しなければならないと感じている。 
4. UMACは ICOMの中でも比較的新しい委員会である。ミラノ大会で委員長となった Lourenço氏

は積極的に UMAC を改革しようとしており、実務的かつ、行動力のある人物。帰国後、舞鶴プレミー
ティングに関するメールのやり取りの中で、プレミーティングにあわせて、大学博物館（関東圏も視野

に入れた）の視察を希望、また、受入れ先があれば、講演なども可能であるという意向も伺った。筆者

は、東京であれば、ご案内可能であると伝えてある。 
5. UMAC としては、欧米中心的な参加からそれ以外の国と地域からのの参加を促したいと考えている

点で、京都開催はプラス。しかし、アフリカなどからの参加は依然難しいかもしれないという意見もあ

る。 
 
最後に、コンタクトパーソンの国際委員会内の立場によって、得られる情報の量と速度は違うかもしれない。準備

委員会内で情報を共有、うまく連携し、ICOM京都大会開催に向けて準備することができれば効果的だと思う。 
 
参考写真は次ページ： 
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写真①ヘルシンキ大学構内・会場周辺（3枚） 

   
 
写真②会場風景 写真③発表後に京都 PRを行う栗原氏と Chiu氏 

   
 
写真④ワークショップ 会場風景・参加者グループ写真（2枚） 

   
 
写真⑤参加者に配布された大会グッズ  
写真⑥ヘルシンキ大学建物内教授研究室で行われたUMACボードミーティング 

   

（30）UMAC 

• ICOM京都大会は 2019年度開催なので、今回の年次総会では次年度のマイアミ大会のことが優先さ
れ、京都大会のことはほとんど議論されなかった。 

• 日本からは文中の栗原・本間両氏に加え、東京大学総合研究博物館の寺田鮎美氏も発表。また、アメリカ

在住で Oklahoma University所属の白岩氏もワークショップとポスターセッションに参加。今後、もう少し
日本からの参加も促すことができればと感じた。 

• 意見交換した参加者たちは、皆、京都大会を楽しみにしていると話し、特にアジア圏からは距離的にも近

いので、ぜひ参加したいという声が多かった。 
• UMAC委員長の希望・京都大会への期待： 

1. できるだけ多くの日本の大学博物館を巡るプログラムを希望。 
2. ICOM-ICTOP との合同セッションは 1日のみ。UMAC と ICTOPは、すでに ICOMの合同プロ

ジェクトを行っているため、合同セッションに問題はない。どのような合同プログラムにするかは今後

の課題。 
3. オフサイトも含め、京都大会は全面的に日本に仕切ってほしいとのこと。国内の受入体制をしっかり

する必要があり、一コンタクトパーソンだけでは、手に負えないと思われる。ヘルシンキ大会後 10月
に、栗原氏とともに、京都大学博物館連携の並木誠士先生や南先生等と面談、協力を依頼。しか

し、人的配置や財源など、まだまだ打ち合わせ事項は多く、筆者は東京からの参加となるため、本務

を抱えながらかなりの負担は覚悟しなければならないと感じている。 
4. UMACは ICOMの中でも比較的新しい委員会である。ミラノ大会で委員長となった Lourenço氏

は積極的に UMAC を改革しようとしており、実務的かつ、行動力のある人物。帰国後、舞鶴プレミー
ティングに関するメールのやり取りの中で、プレミーティングにあわせて、大学博物館（関東圏も視野

に入れた）の視察を希望、また、受入れ先があれば、講演なども可能であるという意向も伺った。筆者

は、東京であれば、ご案内可能であると伝えてある。 
5. UMAC としては、欧米中心的な参加からそれ以外の国と地域からのの参加を促したいと考えている

点で、京都開催はプラス。しかし、アフリカなどからの参加は依然難しいかもしれないという意見もあ

る。 
 
最後に、コンタクトパーソンの国際委員会内の立場によって、得られる情報の量と速度は違うかもしれない。準備

委員会内で情報を共有、うまく連携し、ICOM京都大会開催に向けて準備することができれば効果的だと思う。 
 
参考写真は次ページ： 
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４．その他委員会大会報告 
 
委員会名： 
International Council of Museums Asia-Pacific Regional Alliance  
（アジア太平洋地域連盟） 
 
参加者名： 
栗原 祐司 
京都国立博物館副館長 
河野 一隆 
九州国立博物館文化財課長 
三島 貴雄 
京都国立博物館総務課総務・人事係長 
 
開催期日： 
平成 29年 11月 1日～3日（全日程参加） 
 
実施場所： 
イラン チャーバハール 
International Conference & Exhibition Center of Chabahar 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
ASPAC Museums and Education（博物館と教育） 
 
ASIA-PACIFIC Museums, Natural Disasters and Water Shortage （博物館と自然災害と水不足） 
 今回開催地となったチャバハールは、イラン南東部の貿易港があり、インド洋につながるオマーン湾に接した

自由貿易地域（Free Zone）として、 アフガニスタンと中央アジア貿易の要衝地となっている。この港を通じて貿
易を拡大させれば、インドは隣国パキスタンを気にせずにアフガニスタンや中央アジアの市場と直接つながりを

持つことができることから、インドはイランのチャバハール港への投資を促進している。ただし、チャバハール市

及び同市周辺の自由貿易地域は、外務省からレベル 2（不要不急の渡航は止めてください。）とされており、実
際、参加者のホテルから会場まではパトカーの先導で、会場の周囲には銃を持った警備員がいた。そのおかげ

か、イラン国内の全行程を通じて特に危険な雰囲気は感じなかった。今回の ASPAC 大会の開催は、この地域

を開発しようとするイラン政府の戦略があったと思われ、チャバハールに建設予定の国際博物館の予定地も見

学し、その概要もこの機会に記者発表された。なお、この地域の人びとは、ほとんどがバローチ人で、その伝統

的生活様式や規範を維持しており、イランの観光地となる潜在性を有している。 
 今回の ASPAC大会は、ICOM イラン委員長のMir Seyed Ahmad Mohit Tabatabae が副委員長であるこ
ともあり、早くからイランで開催することが決まっていたが、会期やテーマ等がようやく確定したのがようやく 9 月
末のことで、ビザやホテル、フライト等の連絡も開催直前での調整となり、その段階で参加をキャンセルした者も

多く、最終的に外国からの参加者は筆者を含む 10人にとどまった。しかしながら、100人近いイラン人の参加も
あり、イラン国歌の斉唱などを含む盛大な全体会が催され、水不足等の専門的なワークショップも必ずしも十分

な議論はできなかったが、最終的に「Chabahar Recommendation（チャバハール勧告）」がまとめられた。 次

回の年次会合は、九州国立博物館で開催する予定である。 
 なお、10 月 31 日にテヘランでボード・ミーティングが開催され、チャバハールでの会議は事実上 2 日間で終
わり、11月 3日の朝テヘランに戻り、国立博物館等を見学した。 

（30）UMAC 
 
写真⑦会場内ポスターセッションにて 

   
 
写真⑧大会ウエルカムパーティー＠Helsinki Observatory とヘルシンキ大学大学院生による天文台内のツア
ー 

   
 
写真⑩ヘルシンキ副市長主催のレセプション＠Helsinki City Hall 
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４．その他委員会等大会報告 
 
委員会名： 
International Council of Museums Asia-Pacific Alliance  
（ICOMアジア太平洋地域連盟） 
 
参加者名： 
栗原 祐司 
京都国立博物館副館長 
河野 一隆 
九州国立博物館文化財課長 
三島 貴雄 
京都国立博物館総務課総務・人事係長 
 
開催期日： 
平成 29年 11月 1日～3日（全日程参加） 
 
実施場所： 
イラン チャーバハール 
International Conference & Exhibition Center of Chabahar 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
ASPAC Museums and Education（博物館と教育） 
 
ASIA-PACIFIC Museums, Natural Disasters and Water Shortage （博物館と自然災害と水不足） 
 今回開催地となったチャバハールは、イラン南東部の貿易港があり、インド洋につながるオマーン湾に接した

自由貿易地域（Free Zone）として、 アフガニスタンと中央アジア貿易の要衝地となっている。この港を通じて貿
易を拡大させれば、インドは隣国パキスタンを気にせずにアフガニスタンや中央アジアの市場と直接つながりを

持つことができることから、インドはイランのチャバハール港への投資を促進している。ただし、チャバハール市
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写真⑦会場内ポスターセッションにて 
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②FIHRM 

機関名： 
Federation of International Human Rights Museums 
（国際人権博物館連盟） 
 
参加者名： 
栗原 祐司 
京都国立博物館副館長 
佐々木健太郎 
水平社博物館学芸員 
 
開催期日： 
平成 29年 11月 28日～30日（全日程参加） 
 
実施場所： 
アルゼンチンン ロサリオ 
Museo Internacional para la Democracia（国際民主主義博物館） 
 
概要： 
今年度年次大会テーマ 
Museums, Democracy and Human Rights - Challenges and dilemmas in storytelling 
（博物館、民主主義、人権－ストリーテリングの挑戦とジレンマ） 
 
FIHRM は、2009 年にメキシコで開催された INTERCOM の年次大会で採択されたトレオン宣言を受けて、

2010年に設立されたばかりで、当時 INTERCOMの委員長であった David Fleming氏（英・リバプール博物
館長）が会長を務めている。FIHRM には世界中の約 40 館が加盟しており、日本からは一昨年、水平社博物
館（奈良県）が初めて加盟した。今回は、文化庁の補助金により、同館の佐々木学芸員と栗原が参加した。 
 ロサリオは、アルゼンチンの首都ブエノスアイレス市に次ぐ工業・商業の中心地で、アルゼンチン全体でも 3番
目に人口の多い都市である。スペインからの独立戦争時の 1812 年に、Manuel Belgrano 将軍によって初め
て国旗が掲げられた地として知られており（現在は「国旗記念碑」が建てられている）、市内には中世から出てき

たかのような歴史的建造物が数多く見られる。この地が年次大会の会場に選ばれたのは、国際民主主義博物

館の Guillermo Whpei 館長が FIHRM のボードメンバーであるからにほかならないが、アルゼンチンでは

1976 年から 1983 年にかけて「汚い戦争（Guerra Sucia）と呼ばれる軍事政権による国家テロが行われ、労働
組合員らを中心に学生や活動家数千人が違法逮捕、拷問、殺害、強制的に拉致されるなど様々な弾圧があっ

た。そういう意味では、大会テーマにふさわしい場所ではあった。 
1927 年にスペイン移民の会社として建てられた瀟洒な建物の１階がメイン会場で、南米を中心に 10 人の講

演と、15 人の発表があり、暴力、テロ、先住民、LGBT、障害者等様々な人権に関する発表と意見交換が行わ
れた。会議自体は基本的にメイン会場での座学形式のみで、地下にある博物館の展示の見学と、初日の夜に

かんたんなカクテル・パーティと 2 日目の夜に向かいの建物でワンドリンク付きのタンゴ・ショウの見学があっただ
けで、ツアー等は企画されなかった。アジアからの参加者は、日本のほかは台湾創価学会の林氏のみで、基調

講演で招へいされたイギリスを除けば、多くは南米からの参加者であった。 
なお、発表等でたびたび言及のあった 「汚い戦争」について詳しく知るため、会議後ブエノスアイレスに行き、

現在「記憶と人権推進・擁護のためのスペース」として一般公開されている旧海軍機関学校（Esculea Superior 
de Mecánica de la Armada；ESMA）を訪問し、認識を深めることができた。 
  

①ASPAC 

ICOM京都大会の PR： 
 栗原より、初日（11月 1日）に全大会において、5分ほど京都大会プレゼンテーションの時間をいただき、プロ
モーション用ビデオを上映し、説明した。また、リーフレットの英語版を配布した。 
 

     
         ICOM副会長の安来順氏            ASPAC副委員長・ICOM イラン委員長の 

Mir Seyed Ahmad Mohit Tabatabae 

          
      ICOM京都大会の PR をする栗原               専門家ワークショップ 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 栗原は ASPAC のもう一人の副委員長だが、今回は委員長の裴基同・韓国国立中央博物館長が参加できな

いこともあって、参加は必須であったが、直前までビザやフライト等が確定しない状況下で冷や冷やしながら参

加することとなった。また、次回 ASPAC の開催会場である九州国立博物館から河野文化財課長、ICOM 京都

大会運営委員もでもある京都国立博物館の三島貴雄総務・人事係長も参加した。 
 今回の会議には、ICOM 副会長の安来順氏、元 ASPAC 委員長で ICOM 執行役員の張仁卿氏のほか、イ

ンド、バングラデシュ、ネパールの各国内委員長とカンボジア、タイ（ユネスコ事務所）からの参加があり、数は少

ないものの参加者のレベルは高かったように思う。ICOM 京都大会は、アジアで 3 回目となる大会であることか
ら、ASPAC の果たすべき役割は大きく、アジアでも開催にふさわしい大会となるよう、ASPAC の会合も充実さ

せていく必要がある。今回の会議運営は、反省すべき点が多々あり、大会テーマを含め事前準備の遅れと会議

内容のアナウンスの不徹底は、国際会議の体をなしていなかったといってもいい。「チャバハール勧告」も原案

は「チャバハール宣言（Chabahar Declaration）」であったが、ボードメンバーが原案を見たのは 10月 31日の
ことであり、11月 2日夕方に関係者が緊急に修正作業を行い、最終版をまとめあげたという経緯がある。来年の
九州大会では、このようなことがないよう早めに情報を共有することを心掛ける必要がある。また、京都大会に向

けて、太平洋諸国や中央アジアからの参加を求めることも重要であろう。なお、今回、海外参加者の経費は、フ

ライト、宿泊も含めすべて ICOM イラン委員会に負担していただいたが、本来は各自負担とすべきであろう。 
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印 刷 オリンピア印刷株式会社 

②FIHRM 

ICOM京都大会の PR： 
 栗原より、3 日目（11 月 30 日）に全大会において、5 分ほど京都大会プレゼンテーションの時間をいただき、
プロモーション用ビデオを上映し、説明した。また、リーフレットのスペイン語版及び英語版を配布した。 
 

     
            David Fleming会長           ICOM執行役員の Carlos Roberto Ferreira  

Brandão （ブラジル） 

          
      ICOM京都大会の PR をする栗原              国際民主主義博物館展示室 
 
年次大会参加所見（特に ICOM京都大会へ向けて）： 
 FIHRMは ICOMの加盟組織（Affiliated Organization）だが、2010年の設立以来、2013年リオデジャネ
イロ大会、2016 年ミラノ大会のいずれも出身母体である INTERCOM とのジョイント・セッションというかたちで

ICOM 大会で年次大会を開催しており、京都大会にも参加する意向を示している。今回は南米での開催であっ

たためにアジアからの参加者は少なかったものの、ボードメンバーには台湾の頼教授がおり、過去には

INTERCOM とのジョイントによって台北で年次大会も開催しており、京都で開催すればアジアからの参加者は

多数見込まれると思われる。今回はテーマがテーマだけに政治色の強い発表が多かったように思われるが、そ

もそも人権博物館という性格上、政治性と切り離すことは難しいであろう。それでも、歴史学や人類学、博物館学

等の観点から質の高い発表も多くみられ、学術的に高いレベルの連盟であることは間違いない。何より、唯一の

加盟館である水平社博物館が、文化庁による助成があるとはいえ、2015 年以降毎年参加しているのが頼もしい。 
 ICOM 京都大会では、INTERCOM とのジョイント・セッションとなるかどうかは確定していないが、仮にそうな

った場合には、オフサイト・ミーティングの訪問先を含め、水平社博物館の協力を得て、人権資料・展示全国ネッ

トワーク（人権ネット）の参加・協力も得て会議を開催することを検討するべきであろう。 
 INTERCOMが 2017年年次大会が延長となり、2018年 2月に開催された結果、INTERCOMは京都大会

まで開催されないことになった。一方、FIHRM は 2018 年 9 月にカナダのウィニペグで開催予定である。京都
大会での INTERCOM とのジョイント・セッションの動向を見極めつつ、フォローしていくことが必要である。 
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